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はじめに

本報告吉は ｢港北ニュータウン集合住宅地の計画に関する調査研究｣の

成果をまとめたものであるO

一般的に, ｢港北ニュータウL/の計画を検討する｣とした場合,その検

討の対象範囲は極めて広範囲なものとなるが,本調査研究は, ｢港北ニュ

ータウンの集合住宅地の空間構成はいかにあるへきか｣について各関係者

に共通する ｢議論の土俵｣を用意するとい う意味か ら,大きく次の 2つの

課題を中心テーマとして検討を行なっている｡

① ここ数年来,集合住宅地の空間構成や生活様式のあり方が各方面で

真剣に再検討され,新たな模索が始まっているO理想的なまちづ くり

を目指す捲北ニュータウンにおいては,新らしい都市のすまい方一住

民の生活,諸活動,諸行為にRを向けた新しい タイプの集合住宅,外

部空間のあ り方を検討することが大切な課題となる｡

④ 一方,港北ニュータウンの集合住宅地は,ニュータウン全体の空間

的骨格を形成しているグリーン･マ トリックスの重要な一要素として

位置づけられてお り,ニュータウ/全体の空間構成や ｢まちづ くり｣

のあり方に密接にかかわ りをもっている｡

従って,集合住宅地をとりまく外囲的諸条件- 港北ニュ-タウンの

集合住宅地の特殊性,即地的な問辺条件など- を拠 り所に集合住宅地

のあり方,外部空間の構成等を検討することも重要な課題である｡

この 2つの中心テーマは,相互補完的なものであ り,厳密に区分するこ

を対象として㈱都市計画設計研究所が,㊤の中心テーマについては港北第

二地区を対象として㈱ 日本都市総合研究所が担当し,適宜,必要な調整を

行ないながら作業を進めた｡ したがって,本報告雷は 2分仰 (その 1,そ

の 2)で構成されているが,その内容は,両地区に共通 して適用されるも

のである｡

今後,本報告書を土台に,各関係者と議論を深める中で,集合住宅地及

び集合住宅に関するより具体的な計画,設計の指針を得たい｡
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日 次

序 調査の 目的,内容 と方針

0- 1 調査の 目的,内容

0- 2 調査の方針,検討領域

第 Ⅰ章 前提条件の整理

Ⅰ-1 港北 ニュータウソ集合住宅地の特色と調査,

計画への指針

ら 1, 港北 ニュータウン集合住宅地の特色と計画

§2 造成計画上の特色と計画への指針 ･

Ⅰ- 2 集合住宅地における計画戸数 ･

与1_ 住宅用地別計画人口 ･

§2. 第Ⅱ地区各集合住宅地への計画戸数の配分

Ⅰ- 3 集合住宅地の敷地条件の整理 ･

第Il葦 港北ニュータウソ集合住宅地のあ り方

Ⅱ- 1 港北ニュークウソ集合住宅地計画の基本的方針 ･

§1 港北ニュータウン計画の基本理念,基本方針 ･･

§2 集合住宅地計画-の指針,受け止め方 -

§3. 集合住宅地計画の基本的方針

Ⅱ-2 基本的方針の具体的展開の方向 -

§1 グリーン･マ トリックスの存在を生か した集

合住宅地づ くり 48

隻2 周辺の他用途用地の存在に配慮 した集合住宅地

S3. 住民参加による環境づ くbを誘発 し易い集合住

S4. 高水準で安全な環境を備えた集合住宅づ くり

与5 hふるさと"がしのび得る集合住宅地づ くり

§6 まとめ (港北二ュ-タウソ集合住宅地のあ り方 )

第Ⅱ章 集合住宅地のイメ-ンプラ./の作成

Ⅲ- 1 モデル街区の選定 -

§1. 選定の視点 と候補 -

§2 モデル街区の選定 ･･

I]:- 2 イメージ ･プランの作成 ･

§1 イメージプラソ作成の方法

S2. イメージプランの作成

第 Ⅳ章 設計 コー ドの作成

rV- 1 設計 コー ドの作成

§1_ 設計 コー ドの概念,位置づけ

§2 設計 コー ド

〟- 2 設計 コー ドの汎用性 と各集合住宅地のポテ ン

§1 設計 コー ドの汎用性



§2 各集合住宅地のポテ ン/ヤル 158

第V章 実現化への方策

V- 1 共通する課題 と解決の方向 ･

昏1 開発主体に係わる課題 と解決の方向

与2 計画,設計上の課題 と解決の方向 ･

Ⅴ一 2 各コー ドの実現化に伴 う問題点と解決の方向

Sl 理念系 (目標系 )と,デザイソテーマ系の

与2 デザイ ソ･コンセプト系の コー ド

6

6

6

6

6

1

1

1

1
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序 調査の日的,内容と方針

港北ニュータウソの計画においては,その大半の区域が日本住宅公団に

よる土地区画整理事業区域と定められ,計画的な新市街地の開発を目指し

て具体的な計画,事業が進められつつあるが,この区画整理事業区域の中

には合計約 157Bha(区画整理事業区域の約 120% )の集合住宅地が設け

られている｡そして,この集合住宅地は,ニュータウンにおける各種都市基

盤施設の整備,空間構成,あるいは人口定着の促進などの様々な理由から,

戦略的な位置に分散 して配置されてお り,その数(街区数 )はニュータウ

ンの第Ⅰ地区で 13ヶ所,第Ⅱ地区で 21ヶ所,合計 34ヶ所にも及んで

いる｡また,これらの集合住宅地 (街区 )の面積は概ね lhaから13haと

多様であるが,その平均規模は約 5haと小規模であるOまた一方,これら

の集合住宅地における平均の計画人口密度は事業計画においては,約 580

/haと比較的高い密度が設定されている｡

港北ニュータウンにおける集合住宅地の概略は上記のようであるが,こ

の調査は第Ⅱ地区の集合住宅地を検討対象地区として,港北ニュータウン

計画の基本的理念 ･方針,各集合托宅地における様々な立地条件,あるい

は具体化-の見通 し等を踏まえて,集合住宅地計画のあり方,あるいはそ

こに建設される集合住宅のあ り方について検討するものとされているOこ

の調査の目的,あるいは与えられた課題はこのように約言することができ

るが,港北ニュータウ./における集合住宅地が,ニュ-タウ./全体との関

係において多様な意味,役割を賦与されていること,また,港北ニュータ

ウンの計画づくbにおけるこの調査の役割,位置づけがある程度の幅を持

って考えられることから,調査,検討を進めるに先立 って,調査の目的,

内容を確認するとともに,調査を進める方針,並びに検討領域について整

理 しておくことにするO

0-1 調査の目的, 内容

まず委託仕様書に見られるこの調査の目的,作業の内容を記載すると以

下の通 りである｡

1 日 的

本業務委託の目的は,港北地区全体の集合住宅のあり方,及

び各集合住宅の立地条件の検討を前提とし,空間的スタディー

を行 うことによって人口密度を再検討するとともに,各集合住

宅地の空間的イメーンを明確にすることにある｡

2 作業内容

(1) 前提条件の整理

港北第Il地区の各集合住宅地をとりまく条件- 保存緑地,

交通条件,周辺土地利用,地形等- を整理する｡

(2) 港北第Ⅱ地区の集合住宅のあ り方の検討

港北地区の基本理念,基本方針等を勘案しながら,港北第

Ⅱ地区の集合住宅地はいかにあるべきか,すなわち集合住宅

地に共通する理念を検討する｡

(3) 各集合住宅地のイメージプランの作成

港北第Ⅱ地区の各集合住宅地について,オープソスペース,

景観,コミュニティー,住戸などの各側面から,空間的イメ

-ンを検討 し,イメージプランをまとめる｡

(4) 設計 コートの作成

上記の検討に基づき,基本設計,実施設計にあたっての基

本的留意事項をコー ド化 して整理,作成する｡



(5) 実現化への方策の検討

実施にいたるまでに派生すると考えられる問題点を洗い出

し,その解決の方策を検討するO

委託仕様割 こ見られるこの調査の目的,またそのための具体的な作業の

内容は上記の通 りであるが,調査を進めるにあたり,これらの目的,作業

内容を少しく阻曝 し,この調査に課せられた目的,課題,あるいは tl守備

範囲 ''を明確にしておきたい.

このためには,港北ニュータウソにおける集合住宅地の位置づけ,ある

いは港北ニュータウン集合住宅地に係わるこれまでの計画作業の経過等を

認識する必要があるが,その主要な点は以下の通 りであろう｡

･ 港北ニュータウ-/における集合住宅地は,ニュ-タウ./全体の中に

タイ トに位置づけられ,決 して単独には存在していない｡換言するな

ら,集合住宅地はニュータウンの各種社会資本 ･都市基盤施設の整備,

空間 ･景観構成,市街地形成,人口定着の促進 ･･等々の多様な側面

でニュータウン全体と強い係わ b合いを持っているということである｡

これは一つには港北ニュータウン開発の事業手法が区画整理方式で

あることにも依っているが,それ以上にこれまでの港北ニュータウン

の計画造 りの上で,殊に計画技法の上で集合住宅地に対する期待が大

きく,多分に戦略的に扱われて来たことに依っているO

･ 一方,集合住宅地の計画に関しては,これまでに二度ほど住棟配置

に至るレベルのスタディーがなされてはいるが,港北ニュータウンの

集合住宅地全体に係わる,あるいは共通する基本的な考え方,理念が

打ち出されているという段階には至っていない｡

これは,これまでのニュータウソの計画造 りが主として宅地造成の

側面からなされ,この段階において持たれた空間造 りのイメージが,

建築物を含んだ空間としては必ず しもとらえられてはなく,これをい

よいよ検討 しようという段階にあることに困っているO

港北ニュータウ./における嬢合住宅地の位置づけ,あるいはニュータウ

ンの計画造 りの過程における張合住宅地計画の段階が上記のようであるこ

とから,この調査の目的,あるいは調査に課せられた課額はある程度の幅

を持って考えることができるが,委託者側の意図,またこれまでに港北ニ

ュータウンの計画に係わった関係方面へのヒアt)ソタ等を踏まえて検討,

考案した結果,調査の目的,内容を以下のように阻噂,認識することにす

るo

l. 集合住宅地における収容可能人口の検討について

先の調査仕様書においては,躯合住宅地の｢人口密度を再検討する｣こ

とが調査目的の-つとされているが,集合住宅地の計画人口については,

既にIt港北地区計画人口及び市街地整備の手順に関する調査研究 "(昭和

54年,二宮事務所 )において多様な側面から検討がなされておD,従っ

て,この調査においては集合住宅地における人口密度,あるいは計画人口

の検討を真正面に据えるというアプローチはとらず,空間構成等の検討を

籍まえた場合の収容可能人口が上記の調査研究の結果に比較して如何なる

量になるのか,言い換 えるなら.上記の調査研究によって得られた計画人

口密度を空間構成の検討という視点から検証するというアプローチをとる

ことにする｡

但し,既述のように事業計画において設定されている計画人口密度が比

較的高密度であることから,できるかきり高密度を指向することは言うま

でもない｡



2. 【第 Ⅰ地区 "の集合住宅地の計画について

仕様書にみ られる通 り,この調査は港北ニュータウン第Ⅱ地区を調査対

象地区として進めるとされているが,港北二ュ-タウンにおける集合住宅

地は,規模,形状,周辺との関係等,謂わゆる敷地条件は第 Ⅰ地区,第Ⅱ

地区とも大きな差異はない｡

従って,この調査の検討内容,検討結果の基本的事項は第 Ⅰ地区にもそ

のまま敷延,適用 し得るものと考 えられる｡このようなことからこの調査

は港北 ニュータウソにおける全ての集合住宅地を対象としていると理解 し,

第Ⅱ地区が調査対象地区とされていることの意味は調査の便宜のために第

Ⅱ地区がモデル (ケース )とされていると理解することにする｡

3 設計コードの作成について

この調査によって検討 された結果が,今後基本設計,さらには実施設計

の段階においても活かされるように,検討結果を今後の設計段楢における

基本的留意事項 として整理することが tt設計 コー トの作成 "として作業内

容の第 4に掲げ られている｡

このような意味,狙いを持つ設計 コードは住戸,住棟,各集合住宅地,

ニュータウン全体というように様々な レベル (空間的広が り)で設定する

ことは可能であるが, コー ド化される(あるいは コー ド化することを望む )

事項が,各集合住宅地の設計,建設主体 との関係において遵守 されること

がよb重要である.従 って,この遵守されることの可能性を見極めること

が, コー ド化すること事体より重要な課題となると考 えられるが, この点

についての検討は主として宅地造成主体と各集合住宅地の設計 ･建設主体

との間におけるコー ド化に係わる取 b決めを見定めるという作業になると

思われることから,この調査の課題とは しない｡言い換 えるなら,この調

査において整理 される設計 コー ドは宅地造成主体か ら各集合住宅地の設計

･建設主体-の tt申し送 b事項 "といった性格のものであると理解する｡

以上が,この調査に賦与された調査の目的,作業内容の岨噴,認識であ

るが,次に調査を進めるに際しての方針,作業の進め方について述べるこ

とにする0

0-2 調 査の方針,検言寸領域

調査の目的,内容が前記のように集合住宅地における収容可能人口の検

討から空間構成の検討,さらには設計 コー ドの作成に至るまで多岐にわた

ること,またそれぞれの目的,内容に関連する分野,検討領域が幅広 く存

在することから,以下に述べる調査の方針はこの調査で対象としようとす

る検討領域を明確にしようとするとともに,調査を進めるに際しての姿勢

を明らかにしておこうという意味も含まれている｡

1, アプローチの方法について

集合住宅 (也 )のあ り方の検討,あるいはイメーンプランの(/F成などこ

の調査の作業内容を検討する糸口,即ちアプローチの方法は多様に考 えら

れるが,敢えて括るなら大きく次の二つの方向が考えられるO

-つは港北ニュータウンの様々な外囲的な諸条件,例えば港北ニュータ

ウンの集合住宅地が他の集合住宅地に比 して持つ特殊性,あるいは即地的

な周辺条件などを拠 り所に集合住宅 (也 )のあ9万,外部空間の構成につ

いて検討 しようという方向である｡

これに対 してもう一つは,港北ニュータウンの集合住宅地に住む人々の

生活,住み方,あるいは家族構成などをイメージしつつ,これらの住人の

生活,活動,行為に対 して新 しいタイプの集合住宅 (地 ),外部空間を検



討 しようという方向である｡

これ ら二つの7ブローチの方法,あるいは検討に際 しての拠9所は,い

ずれも極めて重要であ9,従 って両面から7ブローチすることが望ましい

ことは言うまでもない｡しかしながら,これ ら両面から検討を進めること

はあまDにも検討領域が広が b過ぎる感があ b,以下のような理由からこ

の調査では主として前者の7プp-チをとることにする｡

･ 港北ニュータウンの計画造 bの過程で,これまでにイメージされ,

造 bだされてきた様々なコソセ7.t,あるいは集合住宅地の持つポテ

ソシャル,7セyトは,主として宅地造成段階における計画作業を通

じてかたち造られて来たものが多く,これ らは当然のことながら集合

住宅地の計画にとっては外囲的な諸条件と位置づけられること,

･ そして,これらのコソセプト,あるいは宅地造成段階で与えられた

集合住宅地の持つ様々なポテソシャルを,集合住宅地計画という視点

から,さらに検討,発展させ,これを今後の基本設計,実施設計の段

階へ伝 えることこそ,この調査に課せられたまず第-の役割であると

考えること｡

2. 入居階層 (供給対象 )につし､て

一般に集合住宅地における収容可能人口(人口密度 ),あるいは空間構

成の検討に際しては,言うまでもなく,住棟,住戸タイプの設定が一つの

前提として必要であり,これを設定するためにはそこへ入居する階層 (社

会的階層,家族構成など)を予め設定 しておく必要がある｡従って,この

調査の目的を全うするためには,入居階層の検討が関連 して一つの課題と

なるが,この検討のためには,例えばわが国における住宅供給政策の吟味

から始まり,住宅供給政策における住宅公団の役割,首都圏内のこのセク

クーにおける住宅需給状況の把捉 ･予測,あるいは港北ニュータウ./内の

他用途地区 (分譲宅地地区,アパート･マンション地区, -)における

入居階層との整合性を見定めること,等 多々様な側面で大量の調査,作業

が必要である｡また,この調査の趣旨が主として集合住宅地における空間

構成の検討にあることから,入居階層の検討をこの調査の課題とすること

は当を得ているとは言い難い｡

従って,この調査においては入居階層についての検討を課題とせず,

｢入居階層になるべく幅をもたせる｣ということに留意しつつ作業を進め

ることにする｡

3.住棟のミックス配置について

入居階層の設定とともに,集合住宅地における住棟の ミyクス配置に関

する考え方を兄い出すことが,この調査を進める上で重要な検討事項にな

る｡これは,

･ 各集合住宅地単位での ミyクス｡

･ ニュータウン全体での ミックス｡

という,大きく二つのスケールでの検討訴項としてとらえることができる

が,同時に

･ 住宅の建設主体,管理主体 (市,県,公社,公田,民間など),

にも係わる問題であるO従って前記の入居階層に関連し,さらには集合住

宅地における人口密度,空間構成にも係わり,単純にはこの調査の前提条

件となり得るようなミyクス配置の方針を兄い出すことはできないOそこ

で住棟の ミックス配置について然るべき方向を兄い出すことはこの調査の

検討事項とする必要があるように思われる｡

但し,この事項についての検討も, コミュニティー論をはじめとする社

｣



会学的領域における諸問題について考慮するなど多面的な検討が必要であ

るが,この調査においては調査の趣旨に基づいて主として空間構成 (例え

ば住横間に造 り出される空間,緑地と住棟との間の空間などの構成の仕方 )

の側面から検討することにする｡

4. 住戸,住棟タイ7■の検討について

既に述べたようにこの調査を進めるに際しては住戸,住棟 タイプについ

て検討することも併せて必要である｡この点については,作業の進展とと

もに港北ニュータウンの集合住宅地にふさわしい(tt港北ニ3.-タウソの

集合住宅地であるから許される,あるいは望ましい"の意味 )住戸,住棟

を兄い出す必要性が認められる段階に至ることが予想されるが,この段階

において住戸,住棟の検討を行 うこととする｡但 し,この検討はあくまで

港北ニュータウソにふさわ しい住戸,住棟を兄い出すという観点から行 う

こととし,従って原則的にはこれまでに住宅公団が開発 した住戸,住棟を

ベースとして作業を進めることとする｡

5. モデル街区の設定について

港北ニユータウン第Ⅱ地区においては既述のように 21の集合住宅地が

設けられているが,これらすべてについて仕様書に見られる作業を行うこ

とは調査の目的を全うする上で必ずしも必要であるとは言い難く,また,

限られた時間の中では困難である｡そこで調査の目軌 あるいは港北ニュ

ータウンにおける集合住宅地をとりまく諸状況 (既述 )等に鑑みて,これ

らの集合住宅地の中から代表的な街区を3- 4ヶ所選定し,これらについ

て詳細な検討を行い,他の街区についてはこの検討結果から演緯すること

にするC

以上が,調査を進めるに際 しての主要な方針,姿勢である｡





第 Ⅰ章 前提条件の整理

調査の導入として,はじめにこの調査を進める上で前提条件となると思われる

幾つかの事項について整理 しておくことにするo

は じめに他の集合住宅地に比 して削 ヒニュータウンの集合住宅地が備えてV,る

と思われる特徴について整理 し･次章の港北ニュータウン集合住宅地のあ 9万に

関する検討の手掛 りとするとともに.次に同様の意味から第Ⅱ地区に限って各集

合住宅地における計画戸数につV,て既往の調査に基づいて整理するとともに,最

後に各集合住宅地をとりまく諸条侃 謂わゆる敷地条件について整理する.
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Ⅰ-1 港北ニュータウン集合住宅地の特色と調査,計画への指針

港北ニュータウソの集合住宅地はこれまでにわが国で開発されてきたニ

ュータウン,集合住宅地に比較 して様々な特色を持っている｡これらは,

港北ニュータウ-/の置かれた地理的な位置,あるいはニュータウンの土地

利用計画,造成計画などの面で数多く認められるが,これらのうち港北ニ

ュータウン集合住宅地のあ り方を検討する上で重要な手掛 りとなると考え

られるものについて整理 し,以後の調査,計画への指針を得ることにするo

§I. 港北ニュー タウン集合住宅地 の特色 と計画への指針

1. 首都圏内の恵まれた位置にあること

港北ニュータウンの位置を首都圏という広域的な広が りの中で捉えてみ

ると,東京の都心から約 25Km,横浜市の中心部から約 12KmとV,う至近

な距離にあ 9,四周は東横線,国鉄横浜線,田園都市線,国鉄南武線の四

本の鉄道および東名高速道路,第 3京浜道路の二本の幹線道路に囲まれて

いるoそしてさらにこれらの鉄道,幹線道路,あるいは横浜市の中心部と

ニュータウンを結ぶべく,新たな地下鉄,広域幹線道路の計画が持たれて

いる｡

港北ニュータウソは首都圏内にあってこのように恵まれた位置,条件を

備えてお9,首都圏内最後の大規模ニュータウンであるとも言われている

が,このことは港北ニュータウンに建設される住宅 (地 )に対して高い需

要を換起せずにはおかないと思われる｡

このような実態,予測を集合住宅地計画.あるいはこの調査の趣旨であ

る集合住宅地のあ9万の検討 といった側面から捉えるなら,港北ニュータ

ウンの集合住宅地の計画,住戸 ･住棟等の計画は,高い需要を背景に供給

者サイ ドの計画の論理に基づいて進めることが ,ある程度可能であると考え

られるということである｡これは,これまで他の集合住宅地では香として

図 Ⅰ-11 1 広域における葦北二ユ-タウンの位置

ff料:港北ニュータウl/交通体系整備計画調査報告告

実現され得なかった新 しいタイプの住戸,住棟の開発,あるいはパイオニ

ア的な集合住宅地の計画を進めることの土壌が偏ってV,るということを意

味する｡しかしながら,単純にコスト高につながる,あるいは蟹沢な計画が
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集合住宅地計画にとっては,これらの｢特別な用地｣の持つ意義を考慮

するとともに,集合住宅地との位置関係に配慮することが大切になってく

る｡具体的には,これらの ｢特別な用地｣の持つ機能,また地権者の利用

を集合住宅地が妨げないようにするとともに,その持つメリットを集合住

宅地の計画の中に組み込むことであろう｡

3. 葦北ニュータウンには ｢グリーン ･マ トリックス｣が存在すること

｢グリーソ･マ トリックス｣の存在は恐らく港北ニュータウン最大の特

負.コンセプトとして位置づけられる｡

｢ダリ-/･マ トリックス｣については多言を奏 しないであろうが,こ

れはニュータウンの中の様々な空間と多様なレクリェ-ション活動とをマト

リックスとして対応させ,限られた空間を最大限レクリェーシ ョソ活動

に利用できるようにすることを狙って,各種の公園をはじめ,集合運動場,

小 ･中 ･高等学校の校庭,集合住宅地内の保全緑地,-･･等の多様なオー

プンスペース,緑の資源を,緑道,歩行者専用道路で結びつけながらニュ

-タウ-/全体を一つの系で体系化 しようというコソIt=プ トである(図Ⅰ-

1- 3)0

このうち,凝道は｢グリーン･マ トI)yクス｣の骨格となるもので,国

に見られるように各種のオープンスペースを結びつけるように配されてお

り,その幅員は 10- 40mあるO-九 港北ニュータウンの集合住宅地

l図Ⅰ-1-3 ｢グリーン ･マ トリックスJ

の多 くはこの線道に接して配され, しかも上記のように集合住宅地内には

現況の緑地が保全されてお9,この保全緑地は｢ダリ-/･マ トリックス｣

を形成する一つの要素 (空間)として位置づけられてV,るとともに,線道

の R緑 "をよb豊かなDに演出するとV,う役割も担ってV,る(この保全緑 ≦i､
地も加えると緑道の幅員は 100m以上に及ぶところもある)｡
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｢グリーソ･ マ トリyクス｣についての コソセプ ト,実体の概要は上記

のようであるが,集合住宅地の計画にとっては多様な側面で計画の指針,

手掛 りを与 える｡直接的には集合住宅地の多 くが ｢グ1)-ソ･マ トリック

ス｣に接 している,あるいは内包 していることか ら,その コンセプ ト,存

在を充分に活かすことがまず要求されるし,間接的には ｢グリーン･マ ト

リyクス｣から離れて配されている集合住宅地においても｢グL)-ソ･マ

トリノクス｣への眺望,あるいはそこへ至る動線等の上で考慮が払われる

必要がある｡なお,この集合住宅地内の保全緑地の維持 .管理については

今日までのところニュータウン計画の今後の課題として残されていること

を付記しておく｡

4. 集合住宅地が′小規模に分散されてニュータウン内に配置されているこ

と

港北ニュータウンの集合住宅地は既に述べたように (序),様々な理由か

ら多 くは小規模で,合計 34ヶ所にも分散 して配置されてお り,これも港

北ニュータウン集合住宅地の一つの特色として捉 えられよう(囲Ⅰ- 1-

2)o

このことは集合住宅地の計画に際 して,周辺地区との関係で考慮すべき

ことが多くなることを示唆するとともに,宅地規模が小さいことから住棟

配置上の自由度が低 くなることが充分に予想される｡このようなことから,

集合住宅地が小規模に分散配置されているという港北ニュータウ./の特色

は集合住宅地の計画にとっては必ず しも好条件になるとは言い難 く,む し

ろこれを如何に克服するかが一つの課題となろう｡

このことは集合EE宅地内の保全緑地は計画に際 して,原則 として現状維

持が基本的方向として打ち出されていることからなおさらである｡
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§2 造 成計画上の特色 と計画への指針

次に港北 ニュータウソの造成計画上の特色について整理する｡

港北 ニュータウソの造成計画は原則的に図Ⅰ- ユー 4に見られるように,

グリーソ･マ トリックスの幹線である緑道が谷戸部に配され,集合住宅地

は保全される斜面緑地,あるいは他用途用地を介して高台に配されるとい

う計画となっている｡これは,

･ 保全すべき優れた自然林が多くは斜面に分布 していることo

･ 造成上も斜面を残す方が容易であること｡

･ グリー./･マ トリノクス幹線を構成する既存災落の屋敷林,寺社等

は丘陵部の指にあること｡

図Ⅰ-1-4 港北ニュータウンの造成手法の原則

資料 :港北地区公園整術計画報告Zir'



･ 小 ･中学校,集合運動場などの大規模平担地は谷部分の盛土部に配

することが望ましいこと｡

などの様々な理由に拠っているが (詳 しくは 【KOH NEW TOWN GREEN

丸IATRIX REPORT 1969-1973", 日本住宅公団宅地業部.昭和 49

年 3月,参照 ),このような造成の結果,集合住宅地近傍の標準的な断面

は囲Ⅰ11-5に見 られるような構成となると考えられている｡

このように集合住宅地が高台に配されているということは港北ニュータ

ウソ集合住宅地の一つの特色であ り,そ してこのことは集合住宅地の計画

に対 して次のような指針を与える｡

① 集合住宅地はニュータウン内の多 くの場所から望むことができ,慕

観上の配慮が必要となる局面が多くなるが.殊に線道からの景観はこ

れが港北ニュータウンにおける重要な構成要素の一つであることから

充分に魅力あるものとなるよう計画される必要がある｡

⑧ 図 1- 11 4に見られるように,集合住宅地の平場の排水は保全され

る斜面緑地とは反対方向に導かれるケースが多いが,これは斜面緑地,

縁道沿いの樹林の育成にとってはマイナスになると思われる｡また,

巾水 "は緑道を演出する一つの重要な構成要素であるoこのようなこ

とか ら集合住宅地内の雨水排水には一考を要するように思われる｡

⑨ 集合住宅地が高いレベルに造成されていることから周辺の道路.也

用途の宅地との間に大きな法面がある場合が多い｡ この大規模法面の

処理,利用方法も集合住宅地の計画に際して一考を要する課題であるo

以上が港北ニュータウンの集合住宅地のあ り方を検討する上で重要な手

掛 りとなると思われる港北ニュータウソ集合住宅地の特色であ D,またこ

れらの特色か ら導きだされる調査,計画への指針,課題である.

図I-115 集合住宅地とその周辺のレベル関係

資料 :KOH NmVTOWN C.BEENLILATTuX PEPORT 1969-1973
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I-2 集合住宅地における計画戸数

次に,前提条件の整理の一環として集合住宅地における計画戸数につい

て整理することにする｡

集合住宅地の計画戸数については,事業計画段階の 580人/ ha か ら,

最近の tt港北地区計画人 口及び市街地整備の手順 に関する調査研究 "(昭

和54年 2月,二宮事務所 )一以下この報告書を tt二宮 L,メ- ト"と略記

することにする一においてなされた検討結果に至 るまで,幾つか設定,検

討 されてきているが, ここではこれ ら相互を比較 しつつ,各集合住宅地の

計画戸数を設定することにする｡なお,こゝでの検討対象は主として港北

ニュータウン第 Ⅱ地区の集合住宅地である｡

Sl 住 宅用地 別計 画人 口

港北 ニュータウン全体の計画人 口,及びこのうち公団施行地区の計画人

口は衰 Ⅰ- 2- 1, 2に見 られる通 bであるo

表 Ⅰ- 2- 1 港北ニュータウンの計画人 口

地 区 名 事業の種炉 施行主体 計画面6:- 計画人口(現在人口)

公団施行地区 土地区画丑理容業 日本住宅公EZl 1.317ha 220.000̂ (ll.000 )

既開発地区 公営住宅建設串菜等 市及び民間 67 (10.000 )80.000 ( 1.000 )(30.000 )

農業専用地区 土地改良事業 土地改良組合 230

その他地区 916

資料1.港北ニューククー/(パソフL,ット)

一方, この調査を進めるに際 しての集合住宅地の計画戸数は序に述べた

ように,先の tt二宮 レポー ト"の成果 を踏まえることが前提条件 とされて

14

第 Ⅰ- 2- 2 公団施行地区の計画人口

戸 数 人 口 戸 数 人 口 戸 数

戸 人 戸 人 戸

10,000 38.000 14.280 54.300 24,280

1,460 6.100 1,600 6,700 3.060

130 500 130 500 260

ll,290 47,400 15,830 66,500 27.120

資料:港北ニュータウン(パンフレット)

いる｡ "二宮 レポー ト"の検討結果は,表 Ⅰ-2- 3に見られる通 りであ

るO

§2 第 ]地 区各集合住宅地 への計画戸数 の配分

次に港北 ニュ-タウン第Il地区の集合住宅地に焦点を絞 9, tl二宮 レポ

ー ト"の結果に基づいて.先の計画戸数を各集合住宅地 (街区 )別に配分

する｡

この計画戸数の配分作業に先立 ってまず, "二宮 レポー ト"における換

算有効面積の算出方法 と,集合住宅地の戸数密度の設定条件,設定方法に

ついて,同レポ- トか ら抜粋要約 してお くo

l 換算有効面積の算出

各街区について,敷地規模,保存緑地の有無,敷地の形帆 敷地の傾斜,

敷地の方向,造成法面の有無などの側面から,敷地条件を総合的に評価 し

て,有効宅地係数を求め,これと街区面積 (グロス )か ら保存緑地面積 と



表 Ⅰ-2-3 住宅用地別計画人口

土 地 利 用 港 北 地 区 第 Ⅰ 地 区 第 Ⅱ 地 区 摘 要

面研(ha)戸数(戸 ) 人口(人) 面前(ha) 戸数(戸) 人口(人) 面坊(ha) 戸数(戸 ) 人口(人)

躯 合 住 宅 用 地 155.7 13.550 51,500 65_0 5,520 21.000 90_7 8,030 30.500 路線7,'マl/,七ソクー内ゲクマソ
令霊 屋''-ト.マソシヨソ地 ll.2 2.240 7,800 4.9 980 3.400 6.3 lJ260 4,400

得 独 立 住 宅 等 用 地 71.1154.8( 3.9) 2,760 ll,500 32_9 1,380 5.800 38_2 I,380 5.700 宅分用地(工場倉庫等用地内を含む)地 公 益 的 施 設 用 地 230 1.000 67.6( 1.7)l 110 500 87.2( 2.2) 120 500 一般医用地,セ/クー内住居併用店舗

小 計 392.8(241.9) 18.780 71,800 170.4(104.5) 7.990 30.700 222.4(137.4) 10,790 41.100

独 立 住 宅 用 地氏 268_4 19.390 81,400 155.1 8,370 35,100 213.3 ll.020 46,300 -般住宅,小規供宅地,暫定良薬

石 屋''-卜 -7ソシ∃ソ也 72.6 16.460 57.600 26.4 5,970 20,900 46.2 10.490 36.700 路線アバマL/.センタ-内ゲクマ-/

地 そ の 他 の 宅 地 82.2( 43.2) 2.260 9.200 33.4( 19_1) 1,320 5.200 48.8( 24_1) 940 4.000 工場倉韓等,集合住宅,寺院等

小 計 523_2(484.2) 38,110 148,200 214.9(200,6) 15.660 61.200 283.6(308_3) 22,450 87.000

*面辞の()宙きは,学校用地,公園緑地等夜間人口の着かない宅地の面前を除いた住宅用地の面Gik

*面附ままだ流動的であるため,昭和54年4月の第1回事業計画変更計画による土地利用計画をべ-スとし,必要なものについてその後の修正を加えたO

賢料 :轄北地区計画人口及び市街地整備の手順に的する調査研究.

不利用地 (建物を建てることが不可能 と考 えられる土地｡具体的には,鉄 2, 集合住宅地の密度の設定

道敷上部,高圧線 下,鉄塔敷などであ る )面桁 を差 し引いて求 られた有効 tl二宮 レポー ト"における集合住宅地の密度は,換算有効 面積 当 りの戸

面積 とを乗 じて得 られたものが換算有効面積である.結果は表 Ⅰ12-4 数密度で設定 されているが,その設定の方法は次の手順によっている｡

の前段に載せてある｡なお, tt二宮 レポー ト"においては換算有効面積を ･ まず,戸数密度設定の前提条件 として,計画床 面積 80'n2/戸,7

ペースとして作業がなされている. p -/チ IL)80m,南面冬至 日照 4時間 を確保す ることとし,

･ これ ら前提条件 を満た し得る最大限の密度 を建物階数別に求め (下
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(換算有効面前当 りの密度 )

戸数密度 客筋率 戸当 り敷地両群

100 戸/≠a 80% 100m2/戸

120 96 85

135 108 74

145 116 69

150 120 67

･ このうち, 5階の戸数密度 120戸/haを下限値 ,8階の戸数密度

1 3 5戸/ ha を上限値 として, 集合住宅 地の密度の設定をしてい

る｡

なお,集合住宅地における世帯規模についても, 3 8人/戸～ 4.0人/戸

と幅をもって設定 している｡

3. 集合住宅地の街区別計画戸数の配分

tt二宮 レポー ト"においては,表 I-2- 4に見 られるように,幾つか

のケースで先の蓑 Ⅰ-2-3の集合住宅地の計画戸数が街区別に配分され

ている｡

この配分結果は既述の通 り換算有効面積がペ-スとなっており,具体的

な住棟配置についての検討がなされた上で求められたものではない｡従 っ

てこの配分結果が現実に各集合住宅地において収容可能であるか否かは明

らかでない｡この点に関する検討 も序に述べたようにこの調査の検討課題

の一つである｡

16





Ⅰ-3 集合住宅地の敷地条件の整理

調査の前提の一つとして,次に第Ⅱ地区の各集合住宅地について,その

形状,周辺との関係等,以下のような諸項目について敷地条件を整理 して

おく｡

1) 面積 ･収容戸数の指標

(D街区面積,⑧保存禄地面私 @不利用地面積,(彰有効面私 (9有効宅

地率,㊥換算有効面額,(勃計画収容戸数

2) サーキュレイシ ョ ソ構造,7プF,-チ

(カグリーン7 トリックスとの関係,⑧歩行者専用道との関係,⑨幹線道

路との関係

3) 各施設との位置関係

①近隣センター,駅前センター,ニュータウンセンタ-との位置関係,

⑧教育,福祉,医療,行政等の公共,公益施設との位置関係,④鉄道駅,

･＼ス停の交通機関との位置関係C

4) 眺望,景観

(む住んだ人の立場から,⑧マ yスとしての景観0

5) 地 形

(D標高,@高低差｡

6) その他敷地特性,計画上の留意事項

また,今後の作業の進捗の円滑を図るために,またその他の利用も期待

して上記の整理とは別に 1/1,000 のスケールでtl港北ニェータウン第Ⅱ

地区 ･集合住宅地敷地条件図集"を資料として作成 した｡この図集は各集

合住宅地 1シートとして整理され,

･ 緑道,歩行者専用道

･ 各集合住宅地周辺の保全緑地の植生

18

･ 造成後の t一切土 ･盛土 "部の位置,盛土高

等が囲示され,各集合住宅地の状況がより詳 しく解るようになっている｡



港北削 地 区 1 街 区

1 面積,収容戸数

2 サーキュレーション

･ 車の進入路は街区北,東,南の三方に接する各道路から分岐するこ

とができる｡

3. 各施設との位置関係

･ 近隣セ ノクーには隣接 しているが,最寄の地下鉄駅からは約 l.5Km

も離れてお り,従 ってバスが主要な交通故閑となる.

･ ,(ス侍は図に見られるように,街区東側の幹線道路沿いに 2ヶ所あ

る｡

･ 街区東側には工場用地が隣接している｡

4 眺望,景観

･ 街区西側には近隣公園,中学校,集合運動が連なって接 しているが,

これ らグリー/ ･マ トリックスの豊かな景観を望むことができる｡

5 地 形

･ 街区南端の+365〝lの tt平場 "と,その下の線道 との間には落差約

7mの大きな法面がある｡

tt平場 "の レベルは北-ゆ くに従 って徐々に落ちている｡

6 そ の 他

･ 街区東側の第三京浜国道からの騒音に留意｡
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港北第 Ⅱ地 区 3 街 区

1 面‡乱 収容戸数

2 サーキュレ-ショノ

･ 街区内の tt平場 "が落差の大きい斜面緑地によって大きく東西に 2

分されていることから,辛の進入路は街区に接する東西 2本の道路か

らそれぞれ分岐されねばならないo

･ ニュータウ./地区の端れに位置し.街区近傍には緑道がなく,セ /

クー地区とは街区北側に接 している歩行者専用道のみで結ばれている｡

3 各施設との位置関係

･ 偉零の駅前センター,地下鉄駅は,この街区から4-500m離れた

徒歩圏内にあるO

･ /,'ス停は街区近傍には設置されておらず,従 って地下鉄が主要な交

通機関となる｡

4. 眺望.景観

･ 筏区東,南東,南西方面には農業専用地区が広が ってお り,この景

観をよく捉 えることができる｡

･ 横浜方面からの玄関口に位置する街区であることから,この方面か

らはシンボ リックな景観が要求される｡

5 地 形

･大規模な斜面緑地が複雑に入 り込んでいることから, tt平場 "の形状

が不整形でしかも小規模である｡従って収容戸数密度を高めることが

難 しい街区である｡

6 そ の 他

･ 高EE線鉄塔が斜面禄地内にあ り,景観上の配慮が必要である.

･ 街区北側の歩行者専用道-のアプローチを容易にする工夫が必要｡
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港北第 Ⅱ地区 4街 区

1 面積,収容戸数

2 サーキュレーション

･ 車の進入路は,衝区衷,南,西の三方に接する各道路から分岐する

ことが可能であるが,街区西側には落差の大きい法面があることから

西側幹線道路からのアプローチは容易でない｡また南側の道路は 6m

の区画街路であることからメインの進入路の分岐は避けるべき｡

･ 歩行者路については,街区北西のバス軌 北東の小 ･中学校及び南

東の地下鉄駅を結ぶような街区内の幹線ルー トが考えられる｡また街

区を経由して街区北側の独立住宅地と地下鉄駅を結ぶ短絡ルー トの確

保も望まれる｡

3 各施設との位置関係

･ 駅前セ ンター,地下鉄駅が街区東方に隣接しており,また小 ･中学

校が街区北側に隣接している｡バス停も街区北西に接して設けられて

いるなど,生活利便施設に恵まれた街区である｡

4 眺望,景観

･ 街区南方には幾業専用地区が広がっており,この景観を捉えること

ができる｡

･ 街区内に保全されている斜面緑地は北側に位置することから,これ

を景観として捉えるためには何らかの工夫が必要｡

5 地 形

･ 街区北東の緑道沿いには落差 6mの法面が存在するが,緑道から

tt平場 "-のアプローチを容易にすべく,また法面の単調な景観を解

消すべ く何らかの工夫が必要である｡

6 そ の 他

･ 街区西側に予定されている高速道路からの騒音に留意O
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高速道路(東京 ･厚木線)予定,巾昌60m





港北第 Ⅱ地区 6街 区

1 面鼠,収容戸数

2 サーキュL/-シヨl/

･ 車の進入路は街区東.南に接する各道路から分岐することが可能で

ある｡

･ 街区北側及び南西側に接する歩行者専用道は,タウンセンター-

(から)の人の流れが多い｡

･ 街区南西の+31mの tt平場 "-の車のサービスは斜面緑地を横切

らざるを得ない｡

3 各施設との位置関係

･ クウノセンター及び地下鉄駅は徒歩圏内にある｡

･ ,(ス梓は街区南側に接して設思されている｡

4 眺望,景観

･ この街区に属する斜面緑地は少ないが,街区北西には庭園のある箱

庭的景観を持つ寺院 (正覚寺 )を取 り囲むようにして斜面緑地が保全

されてお り,これを借景とすることができる｡

･ 街区北方には茅ヶ崎城虻の保全緑地を眺望することができる.

5 地 形

･ 街区西側の+31,nの tt平場 "の形状が不整形であり,小規模であ

ることから大規模住棟は配しず らい｡

6 そ の 他

･ 街区北西の箱庭的スケールの寺院の景観をこわさないよう住棟配置

に留意する必要があろう｡

24

● 雨水

● x 汚水

■ ガスガ/(ナー

J_

I

_
_
.
.

_

_

_





港北削 地 区 8街区

1 面積,収容戸数

2 サーキュレーション

･ 車の進入路は街区東,南の二万の道路から分岐することができる｡

･ 7街区と街区西側に隣接する近隣セ/クーを結ぶ短絡ルー トとして

の歩行者路を設けることが望ましい｡

･ 小学校-は街区北側の地区公園内を経由することになろう｡

3 各施設との位置関係

･ 近隣セソクーが隣接している｡

･ バス停は街区北東に接して設置されているが,地下鉄駅は 6- 700

m 離れている.

4 眺望,景観

･ 街区南方には農業専用地区が広がってお り,この景観をよく捉える

ことができる｡

･ 街区北側には現況植生が豊かに保全された地区公園があ り,この景

観を捉えることができる｡

･ 緑道から地区公園越しにこの街区を望んだ場合,地区公園の緑地の

スケールが大きいことから,この街区においては緑地に接 して高層棟

を配することも可能であろう｡

5ー 地 形

･ 疑道を介して 7街区と連続していることから,計画にあたっては 7,

8街区の連続性に留意する必要があろう｡

6 そ の 他

･ 街区北側の幹線道路に沿って計画されている高速道路からの騒音に

留意｡
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港北第 Ⅱ地区9街 区

1 面軌 収容戸数

2 サーキュレーション

･ 車の進入路は街区南,東の二万の道路か ら分岐することができる｡

･ 歩行者路については,街区北東の線道 と街区南側及び近隣セ /クー

内の歩行者専用道 とを結ぶ幹線ルー トが必要 となろう｡ これによって

街区南側の独立住宅地か ら,小 ･中学校及び タウンセ ンター-の短絡

ルー トが確保 される｡

3 各施設 との位置関係

･ 近隣七 ./クーに接 している.

･ 地下鉄駅までの距離は,街区東方の駅前セ /クーよ りもタウ /七 ./

クーの方が若干近 く,約 1伽である｡

･ 最寄のバス停は,街区西方,あるいは北方の幹線道路まで出なけれ

ばならないが,いずれも徒歩圏内にある｡

4 眺望,景観

･ 街区南方には農業専用地区が広が ってお り, この景観 を捉 えること

ができる｡

･ 街区北東には現況植生が豊かに保全された地区公園があ り,この景

観も捉 えることができる｡

5 地 形

･ 敷地規模が小さい ことか ら,住棟配置の 自由度は少ない｡

6 その他

･ グ リー ンマ トリックスの重要な ピボ ッ トの位置に変電所が配 されてい

るが,この施設との対応に留意する｡
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港北第 Ⅱ地区11街区

1 面摂,収容戸数

2 サ ー キ ュ レー シ ョ ン

･ 車の進入路は街区凶方の道路から分岐することができる｡

･ この街区には,緑道も歩行者専用道も接していない｡

3 各施設との位置関係

･ 駅前センターに接しており,地下鉄駅も徒歩圏内にある｡

･ 緑道,歩行者専用道のネットワークから切 り離された街区である｡

4 眺望,景観

･ 眺望,景観には恵まれない街区である｡

5 地 形

･ 街区規模が小さいことから,住棟配置に自由度がない.

6 そ の 他

･ 面開発的な集合住宅地としてイメージし易い.
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港北削 地 区 12街 区

1 面積,収容戸数

2 サーキュL/-ショノ

･ 車の進入路は東西二万の道路か ら分岐することができる｡

･ 街区北側には歩行者専用道が接 している｡

3 各施設との位置関係

･ 街区北側には公民館,幼稚園,西側には商業施設,南側には土木事

務所,福祉工場が接するなど,セ ンター施設に囲まれた街区である｡

4 眺望,景観

･ 街区南東方向に広がる農業専用地区を望むことができる0

5 地 形

･ 街区規模が小さいことから,住棟配底に自由度が少ない｡

6 そ の 他

･ 面開発的な集合住宅地 としてイメージし易い｡
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港北削 地 区13街区

1. 面私 収容戸数

2 サーキュレーション

･ 車の進入路は街区北側,南側の二万の道路から分岐することができ

るが.衝区内に保全された斜面線地によって tt平場 "が南,北二つに

分断されていることから,斜面緑地を境にそれぞれ独立した串のサー

ビスシステムをとる必要がある｡

･ 斜面緑地上部の tt平場 "と街区南西の歩行者専用道とをスムーズに

連結する必要があろう｡これは通学路としても重要である｡

3 各施設との位置関係

･ 街区北側は駅前センター一に接するO

･ バス停は街区南西に按する幹線道路に設置されている｡

4 眺軌 景観

･ 街区東側は農業専用地区に面接してお り,眺望はよいO

･ 街区南西に接する幹線道路から,街区内に保全された斜面緑地を望

むことができる0

5 地 形

･ 斜面緑地上部の tl平場 "の L,ベルは,南-行 くに従い徐 々に落 ち,

11,打の落差 (+ 48- + 59m )がある｡

･ 斜面緑地下部の 1t平場 "は小規模であり,住棟配置上制限が多い｡

6 そ の 他

･ 街区ほぼ中央には高圧線鉄塔がある｡
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港北削 地区14街区

1 面積,収容戸数

2 サ ー キ ュ t/- シ ョ ./

･ この街区の東西両側には街区に直行する形で歩行者専用道が設けら

れているが,これを結びつける歩行者専用道をこの街区内で設けるこ

とが要求されている｡

･ 車の進入路は街区東側,南側に接する各道路から分岐することがで

きる｡

3 各施設との位麿関係

･ 緑道幹線に接し,タウンセンターにも比較的近い｡

･ 緑道には t-せせ らぎ"が流れている｡

4 眺望,景観

･ 衝区内に保全された斜面緑地は植生は豊かではないが,地形は極め

て変化に富んでいる｡この変化に富んだ景観を歳道,住戸から楽しむ

ことができる｡

5. 地 形

･ 街区形状が不整形で,南北に細長いことから,大規模な任侠は配し

ず らい｡

-t平場 "の L,ベルは北-徐々に落ちており. 9mの落差 (+4 3m

～ + 54m )がある｡

6. そ の 他

･ 街区北端は独立住宅地と直かに接してお り,しかも落差の大きい法

面が介在している｡独立住宅地-の配慮が望まれる｡

32

● 雨水



港北第 1地 区15街区

1 面若,収容戸数

2 サーキュL/-シヲ/

･ 街区内に保全された斜面緑地が tl平場 "を 2つに分断していること

から,これらの Lt平場 "に対して別々の車のサービスシステムを考え

ざるを得ない｡斜面緑地上部の tt平場 "に対しては,街区北西の道路

から,斜面緑地下部の tt平場 "に対しては街区南西側の道路から,そ

れぞれ串の進入路を分岐することになる｡

3 各施設との位置関係

･ 近隣セ/クーが街区北側に接している｡

･ タウンセ/クーの地下鉄駅までは約 12Kmある｡

･ バス停は街区周辺に 4か所あり,いずれも徒歩圏内である｡

4 眺望 ･景観

･ 街区南東側にはスケールの大きい禄豊かな地区公園が隣接してお り,

さらにその周りには小 ･中学校,集合運動場が取 り巻 くようにして配

されている｡これら豊かな景観を街区から僻観することができる｡

･ 一万,歳道から街区を望んだ場合,赤道と街区の間にはスケールの

大きい撮豊かな地区公園が介在することから,この街区においては斜

面緑地に接して高層棟を配することも可能であろう｡

5 地 形

･ tt平場 "の レベルは北-徐々に落ちてお り, 9mの落差 (+45m

～+5 4m )がある｡

･ 街区南西の斜面緑地下部の tt平場 "は不整形で小規模であることか

ら,住棟配置上制限が多い｡

6 そ の 他

● 街区北側に隣接する幼稚園-の 日影に留意｡
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港北第 Ⅱ地 区16街区

1 面街,収容戸数

2 サーキュL/-ショソ

･ 車の進入路は街区北東,北西,南東の三方に接する各道路から分岐

することが可能であるが,街区北東,北西側には落差の大きい法面が

あることから.街区南東の 9m道路か らアプローチすることが最も考

え易い｡

3 各施設との位置関係

･ 街区南,南西には近隣セ /メ-が隣接している｡

･ タウンセ ンターの地下鉄駅までは的 13Km離れている.

･ /ミス停は祷区西側,東側に設けられてお り,いずれも徒歩圏内にあ

る｡

4 眺望,景観

･ 街区北西には自然地形が豊かに保全された近隣公園があ り,この景

観を捉 えることができる｡

5 地 形

･ この街区には斜面緑地がなく,街区形状も整形であることから多様

な住棟配厩が考え易い街区である｡

tt平場 "の L,ベルは北-徐々に落ちている｡

6 そ の 他

･ 戸数密度を高 くすることが考 え易い街区である｡
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港北削 地 区17街 区

1 面積,収容戸数

2 サーキュレーション

･ 衝区内に保全 された斜面緑地が tt平場 "を 2つに分断 してい ること

か ら, これ らの tt平場 "に対 してBrJ々 の車のサー ビスシステムを考 え

ざるを得ないO斜面緑地上部の tt平場 "に対 しては街区北,西に接す

る 9m道路か ら,斜面緑地下部の "平場 "に対 しては街区東側に接す

る幹線道路か らそれぞれ車の進入路 を分岐することになる｡

3 各施設 との位置関係

･ 街区南方の駅前セ /ター,地下鉄駅-は 7- 800mで到達できる｡

･ バス停は街区東側の幹線道路沿いに設置されているが,徒歩圏内で

ある｡

4 眺望,景観

･ 街区周辺には地区公園,出光 グランド,集合運動場,小 ･中学校が

連続して接 している｡ これ らオープンな景観 を多方向に捉 えることが

で きる｡

･ 街区東側の幹線道路か ら,衝区内に保全された斜面緑地を捉 えるこ

とができる｡

5 地 形

･ 街区端には落差の大きい法面がある｡

6 そ の 他

･ 斜 面緑地 を挟んで tl平場 "は約 7- 10mの レベル差を持 って大き

く2つの プpックに分かれているが,両 フロックの連続性に留意 し,

斜面緑地 と一体的な空間構成 とすることが望ましいo
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港北削 地 区18街区

1 面積,収容戸数

2 サーキュL/-ション

･ 車の進入路は街区北西に接する 12m道路からしか分岐できない0

3 各施設との位置関係

･ 駅前セ/クー,地下鉄駅は街区南東にあり,徒歩圏内である｡

･ 街区北西には工場用地が接している｡

4 眺望,景観

･ この街区の斜面緑地は tt平場 "を取 り囲むようにして保全されてい

ることから, tt平場 "に配置される住棟からは多方向にこの斜面緑地

を僻観することができる｡

5 地 形

･ 街区北東の+56mの tt平場 "は小規模であることから,ここに住

棟右配すことは考えずらい.

6 そ の 他

･ 街区北側には出光 グランド,北西側には工場用地がそれぞれ隣接し

ていることから,これら近傍には高層棟も配し易い｡
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港北第 Ⅱ地 区19街区

1 面積,収容戸数

2 サ-キュレーション

･ 車の進入路は街区北,東に接する各道路か ら分岐することができる｡

3 各施設 との位置関係

･ 街区北方の駅前セ ンター,地下鉄駅は徒歩圏内にある｡

･ バス停は街区東に接する幹線道路沿いに設置されているo

･ 街区南側には配水池が隣接している｡

4 眺望,景観

･ 街区南東方向に広がっている農業専用地区を眺望することができる｡

･ この街区には斜面緑地が保全されていないが,街区東側にある 13

街区内に保全されている斜面緑地 を捉 えることができる｡

･ 街区南方には,小 ･中学校,集合運動場,配水池などオープンな景

観が広が っている｡

5 地 形

tt平場 "の レベルは東-行 くに従って徐々に落ちてお り,11mの

落差 (+46m～+ 57m )がある｡

･ 街区南側の歩行者専用道沿いには落差の大きい法面がある｡

6 そ の 他

･ 落差の大きな法面の存在を活かす ような工夫が望まれる｡例えば法

面に斜面住宅を配すことも可能であろう｡
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港北第 Ⅰ地区20街区

1. 面積.収容戸数

2 サーキュレーション

･ 車の進入路は街区南東,南西に接する各道路から分岐することがで

きる｡

3 各施設との位置関係

･ 近隣セ /クーが街区北西に接している｡

･ 最寄の地下鉄駅は約 15h離れており,従ってノミスが主要な交通機

関となる｡

･ /:ス停は街区西側に接する位置に設置されている｡

4 眺望,景観

･ ニュータウ/地区外も含めて周辺-の眺望が開けている.

5 地 形

･ 南-下るに従って tt平場 日の L,ベルは徐々に落ちてお り, 10mの

落差 (+ 4 4m～ + 34m )がある｡

6 そ の 他

･ 街区形状が整形であることから,収容戸数を多くすることが容易｡

易｡
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港北第 Ⅱ地 区 21街 区

1 面殻,収容戸数

2 サーキュL/-ショソ

･ 車の進入路は街区北,東,南の三方に接する各道路か ら分岐するこ

とができる｡

･ この街区は緑道.歩行者専用道のネ ットワ-クには恵まれておらず,

従 って通学,買物の際には主に歩道を利用せ ざるを得ない0

3 各施設との位置関係

･ 近隣センターは徒歩圏内にある｡

･ 最寄の地下鉄駅は約 1.5Kn離れている｡従 ってこの街区においては

パスが主要な交通機的となるo

･ ノ(ス停は街区東側の道路沿いに 2か所設置されている｡いずれ も徒歩

圏内にある｡

4. 眺望.景観

･ 街区西方向の眺望が開けている｡

･ 街区西側に保全されている斜面寂地の景観は,隣接する県公社川和

団地の方からよく捉 えることができる｡

5 地 形

･ 街区北西の+ 39m,+407nの レベルの 11平場 "は小規模である

ことから.この位置には縫合住宅は配 しず らい｡

6 そ の 他

･ 収容戸数 を高め得る街区である｡
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第ⅠⅠ章 港北ニュータウン集合住宅地のあり方

削 ヒニュータウン計画の基本理念,基本方針,さらには前章で整理した港北ニ

ュータウ-/張合住宅地の特&･諸条件等を踏まえながら,削 ヒニュータウン集合

住宅地のあ り方について検討する.

はじめに集合住宅地計画の基本的方針-デザイン･テーマーを設定 し,次にこ

の基本的方針の具体的展開の方向-デザイソ･コソ七プ- について検討するo





ⅠⅠ-1 港北ニュータウン集合住宅地計画の基本的方針

港北ニュ-タウンの集合住宅地のあ り方,言い換えるなら集合住宅地計

画の基本的方針を得るためには,港北ニユータウン計画の基本理念,基本

方針をまず踏まえねばならなV,｡それは集合住宅地の計画,即ちその外部

空間,住棟.庄戸等の計画は,言うまでもなくこれらの基本理念,基本方

針を休 してなされねばならず,またこの調査は集合住宅地においてそれが

具体的にどのように受け継がれ,空間として如何に表現され得るか,とV,

う点についてもモデル的に検討することも役割の一つとなっていると理解

されるためである｡

そこで.はじめに港北こ,_-タウン計画の基本理念,基本方針について

既往の報告書に基づいて紹介する｡

§1 港北ニュー タウン計画の基本理念,基本方針

港北二ュ-タウン計画においては,都市化圧力のなかで乱開発を未然に

防ぐとともに,集中する人口を積極的に誘導 し,併せて都市と良菜との調

和の実現をはかるために,次の 3つの基本理念が打ちだされている｡即ち,

① 乱開発の防止

㊤ 都市農業の確立

@ 市民参加のまちづくり

である｡

そしてこの基本理念を受けて, "都市設計の基本方針 "と位置づけられ

ているが,それぞれ以下のような意図を持って次の 4つの基本方針が設定

されている｡

Q) 緑の環境を最大限に保存する都市づくり

現在の樹林の保全を計画の上で最も重視 し,この地域の自然環境を

生かしてR緑 "の中に新 しい町を調和させる｡

@ 七ふるさと"をしのばせる都市づ くり

将来, 30万人の人々が住むようになっても,この地域の Rふるさ

と''がしのべるように "緑 "のほか,現存 している神社仏閣 ･文化財

等を保存する｡

@ 安全な都市づ くり

人と車の分離を図9,人間中心のまちづくりをEl指す｡

(む 高い水準のサービスが得られるような都市づ くり

市民が快適で便利な都市生活を享受できるようにする｡

港北ニュータウン計画の基本理念,基本方針,またその背景となってい

る意図は以上のようであるが,次に集合住宅地の計画に際してこれらの理

念,方針をいかに岨咽 し,受けとめるべきか,集合住宅地計画への指針と

も言うべき事項について考察する｡

S2 集合住宅地計画への指針,受けとめ方

1. 基本王聖念について

上記の基本理念はいずれも宅地事業,造成計画段階での理念であって集

合住宅地の計画には直接的には係わ り合いを持 っていないように理解され

る.このような受けとめ方は,(丑,(参につVlては自明のこととして首肯さ

れるであろうし,㊥については 【市民 "がこの場合,開発以前の地権者を

主として指 していると理解されるためであるoまた,別な見方をすれば,

言 うまでもなく基本理念を受けて基本方針が設定されていることから,隻

合住宅地の計画に際 しては基本方針の方がより直接的な係わ りを持ってい

るからである｡

しかしながら,これらの基本理念を若干拡大して阻噴すると,集合住宅

地の計画との係わ りを兄いだすことができる｡このようにして基本理念を
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受けとめておくことは集合住宅地の計画に際して,より多くの手掛 りを与え

てくれることからも有効である｡以下に集合住宅地計画への基本理念の受

けとめ方について述べることにする｡

1) q乱開発の防止 ''について

この理念がより具体化されたものとして基本方針の①が打ちだされてい

ることから多くをその項に譲るが,集合住宅地の計画に際しては,宅地事

業段階で保全された自然環境,殊に集合住宅地内の斜面緑地を,特別な場

合を除vlて原則的に保全することに留意するものとする｡

2) q都市良美の確立 "について

港北ニュータウt/においては,ニュータウン地域内に｢虚業専用地区｣,

公団施行区域内に｢集合県用地｣が設けられ,この理念が具体化されてい

る｡これは二ュ-タウン地域内の出家で,開発後も農業を継続しようという

出家に対 してそれを担保するとともに,生産線地,さらには災害時の避難

場所としての機能を持たせるというように,農業,都市依能の両面からの

意義が賦与されている｡

このようなことから集合住宅地の計画に際 しては,これらの用地の農業利

用の妨げにならないように留意するとともに,これらの用地-の眺望を確保

するなど,直接,間接にその存在を張合住宅地の計画に生かすように意図

するものとする｡

3) "市民参加のまちづ くり"について

港北ニュータウ'/においては,既に述べたように計画の当初から市民参

加による都市づ くりの姿勢が強 く打ちだされ,これが先の ｢特別な用地｣

として帰結されている｡従って,この理念は主として宅地事業段階におけ

るものとして打ち出され,この場合の ¶市民 "は即ち地権者であるが,集

合住宅地の計画にこの理念を受けとめるに際しては,この R 市民 "の範囲
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を少 しく拡大し,新たに港北ニュータウンに住むことになる住民,殊に集

合住宅地への入居者も含めることにする｡

このようにした場合,住民参加の形態も多様にイメージされることにな

るが,集合住宅地の計画に際しては,集合住宅地の環境造 り, コミュニテ

ィー形成,あるいは管理等の側面で住民が参加し得る,あるいはし易い場

を空間として用意することに留意するものとする｡

2 基本方針について

次に前記と同様に, 4つの基本方針を以下に述べるように集合住宅地の

計画に受けとめることとする｡

1) "線の環堤を最大限に保存する都市づ くb"について

この基本方針が宅地事業段階で具体化されたものが言うまでもなく,グ

リーン･マ トリックスのシステムである｡このシステムの持つメリットを集

合住宅地の計画に多様な側面で生かすことがこの基本方針の受けとめ方の

原則であるが,具体的には次のような方向であろう｡

･ 線道から集合住宅地-の景観,集合住宅から緑道,斜面緑地,公園

等への眺望が良いものとなる原則,手法を兄い出すこと｡

･ 緑の環境と集合住宅地とを調和,一体化させるべく,両者を機能的,

空間的に結びつけることを意図するものとする｡

･ 集合住宅地内の斜面緑地のオープソスペースとしての利用,イミー

ディアソー(親 しみ易さ)確保の方法について具体的イメージを打ち

出すこと｡

港北ニュータウ-/の集合住宅地は,既に述べたように小規模であるうえ

に,斜面緑地が含められてV,ることから任棟を配し得る有効宅地面鼠 謂

わゆるR平場 "がさらに小さくなっているものが多い｡これは港北ニュー



タウソ全体の都市づ くりに, "緑の環境を豊かにする"という側面で,集

合住宅地が貢献している,言い換えるなら(適切な言葉ではないが )利用

されていると捉えることもできるO従って集合住宅地の計画に際しては,

このように主として郡市全体の論理から造 りだされた斜面緑地を,集合住

宅地の論理で,基本理念,方針に盛られた精神を損なわない範囲において

逆に最大限利用する,意義づけることを検討テーマとしたい0

2) れふるさとをしのばせる都市づくり"について

先に整理 したようにこの基本方針は, 巾将来, 30万人の人々が住むよ

うになっても,この地域のふるさとがしのべるように緑のほか,現存して

いる神社仏閣,文化財等を保存する"ことを意図して設定されている.従

ってこの場合の 巾ふるさと"は主として開発以前からこの地域に住んでい

た人々にとっての qふるさと"である.一方,この qふるさと"とは別に,

新たに港北ニュータウンに居住 してくる人々にとっての¶ふるさと"があり,

これはこのニュ-タウンに永く住み,あるいは生れ育ち,周囲の環境に慣れ親し

むことによって青くまれるものであろう｡そしてこの場合のttふるさと"はニュ

ータウンの新しい環境,さらにはこれから創り出される伝統,風土などであろう｡

このようなことから,集合住宅地の計画に際 してはこれら両面の "ふる

さと"がしのばれるような空間づ くりを志すことが要求されると考えるO

そこで,

･ 現存される1-ふるさと"要素,即ち緑,神社仏閣,文化財等を集合

住宅地の計画に具体的に位置づけること,

･ また,新規住民が永くニュータウンに住み,また周関の環境にでき

るだけ慣れ親 しむことを誘発させるような条件を造 りだすことO

などに留意するものとする｡

3) tt安全な都市づくり"について

この基本方針は人草分離を図り,人間中心のまちづ くりを進めるたとが

意図されているもので,宅地事業段階では歩行者と自動車の幹線は完全に

分離して計画されておb,集合住宅地内においてもこの原則をできるだけ

全うすることに留意することがこの基本方針の受け止め方の第-であろう｡

一万,安全性は交通上の安全性に限らず,謂わゆる社会的安全性の問題

もあるOこれは集合住宅地内での幼児,老人等に対するコミュニティーケ

アの問題,夜間の歩行者の安全を確保することなど多様な側面に亘る｡

従って,集合住宅地の計画に際しては,これらの側面における安全性に

ついても留意することにしたい0

4) <l高い水準のサービスが得られるような都市づ くり"について

これはニュータウン内の住民が快適で便利な郡市生活を享受できること

を意図して設定された基本方針で,都市生活に必要な各種施設が充分に用

意され,そこへ短時間にアプローチできる郡市をつ くろうということであ

ろうOこの場合の各種施設とは,言うまでもなく商業,行政,文化,スポ

ーツ,福祉,交通, ･･･等々であるが,これらの配置,計画はニュータウ

ン全体の土地利用計画,あるいは施設配置計画の計画対象であり,港北ニ

ュ-タウ-/においてはこの基本方針に則 D,この側面における計画は充分

になされていると理解される｡従ってこの側面については集合住宅地の計

画対象とは必ず しも言い難い｡

そこで集合住宅地の計画に際しては,これら施設-のアプローチ,商業

核,地下鉄駅,/;ス ･ス トyプ等への動線に留意するとともに,集合住宅

地内に設けられる集会施設,プレイ｡yト等を重要な計画対象として扱う

ことにする｡殊に集会施設は居住者にとって最も身近かな公共施設として

多様な利用,アメニティーを提供する場となることを想定 し,各集合住宅
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地における核 とな b得るよう空間構成において検討することを課題とするO

以上が港北ニュータウソ計画の 3つの理念, 4つの基本方針の集合住宅

地計画への受けとめ方,あるいは留意事項である｡集合住宅地計画の基本

的方針はこれら踏まえたものでなければならないO

§3 集合住宅地計画の基本的方針

次に集合住宅地計画の基本的方針を設定することにする｡これは今後集

合住宅地の基本設計,あるいは実施設計段階において計画者に留意 しても

らいたい と考える基本的な事項であるとともに,この調査に即 して言 うな

ら,後の (第Ⅱ章 )集合住宅地におけるイメーン･プランの検討に際 して,

自らが絶えず拘わっていたい理念, 目標と呼べるようなものである｡

これを設定するためには先記の港北ニュータウンの基本理念,基本方針,

及び集合住宅地計画への受け止め方を踏まえるだけではなく,先の前提条

件の整理の一環 として行 った港北ニュータウン集合住宅地の持つ特色,及

びそこから生まれる集合住宅地計画-の指針も充分に踏まえる必要がある｡

この点について以下に整理する｡

① 首都圏内の恵まれた位置にあることから高い需要が見込まれるCこれ

を背景として新 しい タイプの住戸,住棟,外部空間を計画す る土壌が

備わっていると判断されることから, この条件を生かすこと,

㊤ tt市民参加 "の哲学に基づ く｢特別な用地｣が存在 してお 9,この

意義に配慮するとともに,これ らの用地が持つメリットを集合住宅地

の計画の中に取 り込むこと,

⑨ グリーソ･マ トリノクスの存在は港北ニュータウン(集合住宅地 )

の大きな特色であるo tt緑 "の環境に係わる基本理念,基本方針と同
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様に,このグリーン･マ トリックスの持つ コンセプト,存在を充分に

生かす こと,

④ 集合住宅地が小規模に分散 して配置されていることは集合住宅地の

計画にとって必ず しも好条件とは言い難いが,これを克服するととも

に,周辺の他用途用地の存在に配慮すること,

⑤ 集合住宅地が高い位置に造成されていることから,周辺からの景観,

法面処理等について原則を兄い出すこと｡

そこで, これ らの諸点,先の基本理念,基本方針から由来する諸点を総

合的に勘案して,以下のような港北ニュータウン集合住宅地計画の 5つの

基本的方針を設定することにする｡

集合住宅地計画の基本的方針

Ⅰ.グリー/･マ トリックスの存在を生かした集合住宅地づ くり,

- グリーン･マ トリyクスの構成要素の一つである集合住宅地内

の緑地を保全するとともに, クリ-ソ･マ トリyクスの持つ コ

ンセプ トを集合住宅地内においても発展させ,集合住宅地の重

要な空間構成要素として位置づける｡

Il.周辺の他用途用地の存在に配慮 した集合住宅地づ く9

- 集合住宅地周辺の他用途用地の持つ機能を損なわないように留

意するとともに,これ らの用地の持つメリットを集合住宅地の

計画に取 り込む｡

Iu:.住民参加による環貨づ くりを誘発 し易い集合住宅地づ くり

- くl市民参加の都市づ くb"を集合住宅地のレベルでも実践すべ

く,集合住宅地の環境づ くり,コミュニティー形成,管理に市

民が参加 し易い場を用意する｡



〟.高水 準 で安 全 な環境 を臓 えた集合 住宅地づ く り

- わ が国の集合住宅 (地 )造 りを I)- ドす るよ うな高水準 の住戸,

住棟,外 部空 間 を計画す る とと もに, 多様 な側 面で安全 な環境

を造 りだす｡

V.ltふ るさ と "が しのび得 る集合住宅地づ く り

- 地域 の古 くか ら環境 を集合住宅地計画の中 に位 置づ けるととも

に,新規 住民 が定住 を望み,周辺の環境 に慣れ親 しみ易 い計画

とす る｡

なお, これ らの基本 的方針 が設定 され る背景,即 ち港北 ニ ュータウ ン討

由の基本理念, 基本方針, 及び港北 ニ ュータウ ン封言合住宅地 の特色 と,上

記の基本 的方針 との閑適 は図 Ⅱ- 1- 1に見 られ る通 りであ る｡

図Ⅱ-1-1 集合住 宅地 計画の基本方針の設定

並 木 理 念
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② 都市農業の確立

(卦 市民参加のまちづくり

｢~｢
l l
l
I

TJ L7

).§ 本 方 針

(9 線の環境を股大限に陳布

する都子riづくり

(参 【ふるさと"をしのばせ

る都市づくり

(卦 安全な称Fl了づくり

④ 高い木酢のサービスが得

られる都市づくり

｢~~｢

港北N.T. I 1

(》 グt)--/･マトリックスの存在

(参 Lj:;合住宅地がニュータウ

ン内に′J､規模に分散配m
されていること

③ ■'特別な用地"の存在

④ 首都圏内の,75まれた位正

にあること

⑤ 集合住宅地が高台にある
こと
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頒合住宅地計画の基本的方針

1. ダリ-/･てトリyクスの存在を生

かした牧舎住宅地づくり
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粧合住宅地づくり
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宅地づくり
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づくり



Ⅰト2 基本的方針の具体的展開の方向

前節 (Il一1)で設定 した集合住宅地計画の基本的方針は,港北 ニュー

タウソ集合住宅地のあ り方について,その表現に見 られるように,抽象的

に詣 ったものであ り,計画の理念的 L/ベルに止るものである｡このようなこと

か ら,計軌 こ際 してはそれぞれの基本的方針は具体的に多様に展開できる｡

そこで,次にこれ らの基本的方針の具体的な展開の方向について検討する

ことにする｡即ち基本的方針に沿った集合住宅地のあ り方の具体的イメー

ジ,また,換言するなら次章でなされるイメ-ジ･プラ-/の作成-向けて

デザイ -/･コンセプト, tt典型 "を兄い出しておこうというものである｡

容易な理解のために各基本的方針ごとに検討,展開することにするC

§1 グ リー ン ･マ トリッ クスの存在 を生 かした集合住宅地 づ くり

(基本 的方針 Ⅰ)

この基本的方針は大きく3つの側面で具体的に展開できるO即ち,

･ グリーン･マ トリックス,集合住宅地 (主として住棟 )相互間の景

観,眺望のあ り方,

･ グリーン･マ トックスと集合住宅地との一体化を図る外部空間の構

成の仕方,

･ 斜面緑地の具体的な利用の仕方,

である｡

1, グリーン ･マ トリックス,集合住宅 (也 )相互間の景臥 眺望が望ま

しいものとなるように住棟i:配す (Ⅰ-1)

斜面緑地を介して録道から集合住宅地,往棟への眺望,景観に充分に配

慮 しつつ,集合住宅地の計画を進めることは,港北 ニュータウン集合住宅

地のあ り方を検討する上で重要なテーマであ り,グリー-/. マ トl)ックス
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の存在を生か した集合住宅地づ くbの基本的方針を具体化する一つの方向

である｡

緑道沿いの緑豊かな景観が,林立する住棟の コンクリー トの壁でぶち壊

Lになることは望ましくないであろうし,場所によっては tt緑豊かなニュ

ータウン"を演出するために,あたかも大自然の中に置かれたような景観

を構成することも必要であろう｡また, グリーン ･ マ トリyクス幹線は,

ニュータウン内の公園,緑地,運動施設などを結びつけ,居住者がこれら

の施設を利用 し易いようにするとい う機能も賦与されていることから, 二

ュ-タウン内の多 くの場所 (特に開けた景観が得られる場所 )から,グリ-ン

･ マ トリックスの全体系が認識 し易い景観を造 りだすことも必要である｡

そこで,このような景観を造 りだすために,I1 1に示した方向をさら

にブレイクダウンして,

○ Ⅰ-7-1 緑道等から集合住宅地への景観が緑豊かでかつ,圧迫感

の少ない心地よし､ものとなるように住棟の形式,配置に

工夫i:凝らす｡

○ Ⅰ-1-2 グリーン ･マ トリックスの視覚的案内役 (ケルン )とし

て,グリーン ･マ トリックス-;'[)､いの街区に類似のシンボ

リックな住棟i:配す (図Ⅱ一2-1).

の 2つの方向をⅠ-1の方向のうち,禄道からの景観,眺望に係わる具体

的展開の方向 (デザイ ソ･コソセプ ト)とする｡

次に,これらの具体的展開の方向を集合住宅地において実体化するため

に,その手法 (技法,あるいは工夫 )について考察,検討することが必要

であるが,これは景観の構成の仕方,あるいはその良 し悪 Lとい う極めて

主観的な領域に係わる事項であるだけに,多くの人々が認める客観的,普

遍的な手法を兄いだすことはなかなか困難である｡そこで図Ⅱ-2-2に



図Ⅱ-2-1 グリーン ･マ トリ ックスの案内役としての住棟

見られるように斜面緑軌 住棟が構成する代表的な景観をモソクージュ写

真で作 り出し,多くの人々に共通すると思われる景観の受けと9万の原則

(よ9普遍的な景観把捉の原則 )を兄い出し,この原則に沿った景観を造

り出すための住棟配置の手法,即ち,前記 ト 1- 1, I- i- 2の展開

方向を実体化す るための手法を兄い出す検討を行った｡以下にこの検討

結果について述べることにする｡なお,モンタージュに使った斜面緑地は

港北ニュータウソ内の造成が完了している地区内の代表的な斜面緑地であ

b,住棟は多摩ニュータウン内の住棟である｡
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景観把握の普遍的原則 と,具体的展開の方向 (I- 1-1,2)を実体化するための手法に関す る検討

原則① 斜面緑地のみで住棟が見えない景観は淋 しい(図Ⅱ-2-2写真

･､ト､

･ 人間の存在感が感ぜられないためであろう｡

･ 緑道を挟んで集合住宅地と反対側に小 ･中学校,集合運動場などが

配されている場合には,夜間緑道を歩く者に不安感を与えることにな

ると思われる｡

住横配置の手法①

･ 緑の環境をできるだけ豊かに見せるように住棟を配す (Ⅰ- 1- 1)

ための最も簡便な手法は,斜面緑地によって住棟を穏した り,緑道か

ら見えない位置に住棟を配するということであろう｡ しか しながら,

･ 上記の原則のように住棟が何も見えない景観はやは 9淋 しいもので

あることから,住棟が望まれる景観,望まれない景観 (t<線 "の環境

を豊かに見せるスポット)が線道沿いの集合住宅以外の土地利用を考

慮 しつつ適宜組み合わされるように工夫する｡

例えば緑道を介して集合住宅地の反対側の土地利用が,小 ･中学校,

集合運動場などになっている場合は,緑道から住棟が望まれるように

住棟を配し,逆に現存植生が大規模に残されている地区公園,近隣公

園と集合住宅地とに挟まれている部分の緑道からの景観にはできるだ

け住棟が入り込まないように住棟を配す｡

原則④ 板状(フラットタイプ)の住棟を正面から望む場合の景観は,高

層よりも低層の住棟を望む場合の方が視覚的圧迫感が少ない (図Ⅱ-2

1 2･@ )

･ 視点の位置がいずれの距離にあっても,低層の方が圧迫感が少ない｡
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住横配置の手法せ)

･ 緑道上の重要な視点,あるいは多数の住棟が望まれるような位置か

らの視線に対 して,住棟を直角に配する場合 (例 えば,日照,プライ

バシーなど,他の理由から),できるだけ低層を前面に配す｡

原則④ 板状の住棟を望む場合,視線に対 して正面よりもある角度を持っ

て住棟が配されている場合の景観は圧迫感が少ない (図 Ⅲ1 2 - 2

･⑨ )

･ 景観に奥行きが感ぜられるためであろう｡

･ この景観は,視線に平行な場合の景観 (住棟の妻側が捉えられる場

合の景観｡次項原則④参照 )に比 して受け容れられ易いことから,視

線に対 して450前後が望ましいO

住棟配置の手法④

･ 緑道上の重要な視点,あるいは多数の任侠がとらえられるような位

置からの視線に対 して,板状の住棟を配する場合,視線に対 して 450

前後になるように配す｡

･ 奥行感を持たせることは景観設計における重要な手法のひとつであ

る(tt景観の構造 ",樋口忠彦,技報堂 )0

原則④ 板状の任侠の妻側を望む景観は,視覚的な圧迫感はないが,他に

比して淋しい (囲Ⅱ-2-2･④ )

･ 視野に占める建築物 (住棟 )の面積が少ない｡従って,原則①に近

いためであろう｡

･ コンクリートの壁が視野に広が り,生活感が感ぜられないことも原

田していようO



景観把握の普遍的原則 と, 具体 的展開 の方向 (I-1-1,2)を実体化するための手法に関する検討

住棟配置の手法(少

･ 重要な視点等に対 しては妻側が向かないように住棟を配するo

･ あるいは,他の理由から妻側が向いてしまうような場合には,妻側

にも開口部,べランク等を設けるなどの工夫をする｡

原則㊥ 塔状 (ポイント状 )の住棟だけで構成される景観の場合,棟数が

多い景観はつまらない(図Ⅱ - 2- 2･④ )｡

･ 中景,遠景の場合は,特にこの感じが強い｡

住横配置の手法(亘

･ 塔状のEE棟を配する場合は,一つの視野でとらえられる棟数が限定

されるように留意する｡

原則㊥ 同じ住棟形式が繰 り返えされている景観は必ず しも美しくはない

(図Ⅱ- 2- 2･@と,(力から(釘までの比較 ).

住棟配置の手法⑥

･ 一つの視野の中に複数の形式の住棟がとらえられるように庄棟を醍

す｡即ち,住棟の ミックス配置｡

･ 圧迫感を取 9除 く,奥行きを持たせるということの他に,スカイラ

インに変化を持たせるということも景観設計上の重要な手法である｡

原則⑦ 同じ数の住棟が望まれる景観であっても,住棟がある程度かため

て配され,緑地が集約的にとらえられる景観の方が,住棟が一様に配さ

れている景観よりもtt緑 "が豊かに感ぜられる(囲Il- 2- 2･⑥ )｡

･ 緑地だけが捉えられる景観が介在しているため,また一つの視野の

中で住棟の占める割合が小さいためであろう｡

住棟配置の手法(ラ

･ 斜面緑地上に住棟を一様に配さず,ある程度かためて配置し,斜面

緑地だけがとらえられる部分が大きく生ずるように住棟を配す｡

原則㊥ 一つの視点からとらえた場合に望ましい景観であっても,他の視

点からは望ましくなくなる場合がある｡

･ 言うまでもないことであるが,多くの視点に対 して望ましい景観と

なるように住棟を配することは困難であるo

住横配置の手法(参

･ 望ましくない景観をできるだけ隠し得るように,望ましい景観を造

b出す住棟配置の形式 (手法 )を前面に置き,多くの視点からの景観

が望ましいものとなるようにする｡

･ 緑道が集合住宅地のtt平場 "より,原則的に低い位置にあるので,

"平場 "の前面に低層棟を配すなどして,このような手法は比較的容

易に採ることができる｡
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図 □~2-2 景観把蛙の原則を兄い出すためのモンタージュ写真によるスタディー (つづき )

⑨ 板状の住棟の場合,視線に対して正面よDも角皮があるように住棟が配されている場合 ④ 板状の住棟の妻側を望む景観は他に

の景観の方が圧迫感が少ない｡

I,I:t. Pr1-
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比して淋しい｡
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図nl212 景観把糧の原則を兄い出すためのモンク-シュ写真によるスタディー (つづき )

⑤ 塔状の住棟の場合には,棟数が多い景観はつまらない｡ ⑥ 緑地上部に住棟が見えない景観が一部含まれ

ている場合にはtt緑 "が豊かに見える.



以上がそ./メ-ジュ写真を利用 して考案 した景観把握の原則と,その原

則から敷延できる,望ましい景観を造 9出すための住棟配置の手法,言い

換 えるなら基本方針の具体的展開の方向Ⅰ-1- 1, 2,を実体化する手

法である｡各具体的展開の方向に対 して,これ らの住棟配置の手法を組み

合わせて用いることが原則である｡

一万,線道のみならず,道路からの斜面緑地への眺望にも配慮 して集合

住宅地の計画を進めることも大切である｡そこで次に,

○ Ⅰ-I-3 道路か ら住棟間,あるいは住棟越 しに斜面緑地が見通せ

るように住棟を配す｡

という具体的展開の方向を設定する｡

港北ニュ-タウ-/においては,多くの道路は斜面緑地に接するような形

で計画されておらず (先に紹介 したように,港北ニュータウソの造成計画

の原則の結果斜面緑地は緑道に接するようになることから当然のことであ

るが ),また,先の図Ⅰ-1- 2に見られるように,ニュータウソ内の主

要な道路に沿ってはアパー ト･マンション用地が配されるとい う土地利用

計画となっていることから,道路か ら斜面緑地をとらえ得る機会は必ずし

も多 くないと予想 されるo従って,集合住宅地においてのみならず,他の

用途の用地においても,多様な工夫によって道路からもグリーン･マ トリ

ックスの存在を知覚できるよう努力する必要があるOこれはニュータウン内

の居住者はもとより,来訪者に対 しても,港北ニュータウ-/のまちづ くり

の基本的な考え方,あるいは環境の良さ,緑の豊かさについて理解,認識

を促す上で大切である｡

集合住宅地においては,具体的には以下のような工夫である｡

(丑 道路に接 して集合住宅地の "平場 "があ b,その奥に斜面緑が配さ

れている場合 (例 えば 15, 17街区など)には,手前の tl平場 "に

は棟状の住棟を配するよう努め,道路から住棟間に斜面緑地が見通せ

るようにする｡

橿) 遠方の道路から集合住宅地内の斜面緑地が捉るような場合には,こ

の景観を任棟で遮 らないよう,例えば低層棟を配するなどの工夫を凝

らす｡

これまでの具体的展開の方向は, グリーン ･ マ トリyクス,集合住宅

(地 )相互間の景観,眺望が望ましいものとなるように任侠を配す,とい

う方向のうち,緑道,道路からの景観,眺望に係わる具体的展開の方向で

あるが,次にこれとは逆に集合住宅 (地 )の側から緑道,グリーン･マ ト

リックスへ景観,眺望に係わる具体的展開の方向を設定する必要がある｡

○ Ⅰ-I-4 できるだけ多くの住戸から斜面緑地,公園等への眺望が

確保されるようにする｡即ち,住戸によるグリーン ･マ

トリックスの視覚的共有,参加を可能にする｡

という方向である｡

斜面緑地,近傍の公園,小 ･中学校,集合運動場など,ダリ-I/･マ ト

リックスを住戸から眺望することは,広い意味で住戸の居住性能を高める

ことであ り,また,グリー-/･マ トリyクスの存在価値を住戸の側から新

たに付け加 えることである｡

従 って, グリーソ･マ トリックスを眺望できる住戸の数ができるだけ多

くなるように任侠タイプを選択 し,住棟を配することが望ましい｡

住棟が建つ tt平場 "とグリー-/･マ トリックスとの レベル関係か ら,各

住戸はグt)-ソ･マ トリックスを僻観することになるが,僻観景観はI肘角

100前後でとらえることが最も見易いとされている(lt街並みの美学 ",
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芦原義信,岩沼畜店｡ tt景観の構造 ",前提書 )0

従 って,グリーン･マ トリックスを僻角 100程度で眺望 し得る住戸がで

きるだけ多 くなるようにするということになるが,住戸から僻角 100で眺

望できる距離では,

55+(1+27h)

となる｡但し, 55mは tl平場 "と斜面緑地中央部との平均的なレベル差

であ り, 1は 1階の床高, 2.7は平均階高, hは階数である｡

結果は,

h==3 のとき, LT 幸 80m

h- 5 〝 こr≡=120Tn

h- 8 〝 α､幸 160m

h- 11 〝 こと幸 210m

である｡ このように僻角 100の視線がとらえる距離は決 して短いものでは

なく,港北ニュータウソの集合住宅地が既述の通 り小規模であることから,

できるだけ多くの住戸から斜面緑地,公園等の眺望が確保されるようにす

るという具体的展開の方向を実体化するためには,以下のような住棟配置

上などでの工夫が必要である｡

① 当然のことながら,高層棟ほど斜面緑地から遠ざけて配置するとゝ

もに,斜面緑地に対 して平行ではなく,斜めに配置する｡

こうすることにより,斜め方向にある斜面緑地ばか りでなく,斜面

緑地に連続 してその先にある公園までも僻観することができる｡但 し,

斜面緑地が tt平場 "の南側にある場合で, 4時間 日照 (9時から15

時の間で )を確保する場合には,斜めに配置 し得る角度は正南面の場
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合からマキソマム60Cまでである(国Il-2- 3)｡

図Ill2･-3 斜面緑地を傭観する住棟配置
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㊥ 上記を原理的に発展させると,図Ⅱ-2-4に見 られるような住横

配置の一つの tlかた "が考えられるo これは高層棟については ttV "

字型の住棟が考え得るとい う方向に考察を導 くが,このttV"字型住

棟は,後に述べる他の基本的方針 (Ⅳ)の具体的展開の方向の一つで

ある,〟- 1- 1ttやぶに らみの住戸,住棟の開発 〃(港北ニュータ

ウンにあっては住戸,住棟が日照上望ましい方向を向いているだけで

はなく, グリーン･マ トリックスを眺望する上でも望ましい方向を向



′解 ＼

いている必要がある )に対 して,一つの原型となると考えられる｡

図Ⅱ-2-4 グリーン･マ トリックスを僻観するための【∨"字型高層棟
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③ なお,(う,@のような工夫,手法を用いた場合,高層棟の下層部に

ある住戸か らは斜面緑地を僻観できな くなるが,この点については,

住棟の謂わゆる tt足もとまわ り"の植栽,外積など, tt平場 "内のデ

ザインで優れた眺望が得 られるように工夫する必要がある｡

(む また,斜面緑地に近接 して低層棟が配された場合には,住戸からの

眺望は主として斜面緑地上端の樹木をとらえることになる｡この場令,

l, 2階では景観の広が りが限定される(奥行きがなくなる)ケース

が多 くなると考えられることから,斜面緑地上端の樹木の手前に雁木

を植 え, コ/ケイブ景観を造 りだし,景観の奥行きを増すような工夫

が考えられてよい(図Ⅱ-2-5)｡

鼠Ⅱ-2-5 景観の奥行きを増すための植栽によるコンケイブ

コソケイブ景観は一つの視野において手前が コソケイブし(凹み )

後方に行 くに従い,徐々に立ちあが る景観であ り,この場合,低位置

にある住戸から斜面緑地上端の樹木のみを見る場合に比べ.手前に惟

木を植 えることによって視点 と斜面緑地上端の樹木をつなぐ視線に平

行な地表面が tt緑 "として連続 し,僻観領域が空間的に拡大 し,視点

から斜面緑地上端の樹木までの奥行きが感ぜられ易 くなる｡京都の醍

醐寺をは じめ,わが国の名庭園においてこのような手法が用いられて

いることからも首肯されよう｡

以上が,基本的方針 Ⅰ, ttグリーン･マ トリックスの存在を生か した集

合住宅地づ くり"を集合住宅地 ･グリーソ･マ トリックス相互間の眺望,
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⑧ 斜面緑地に直接対崎する住棟を,斜面緑地に平行に連続 して配置 し

た場合,住棟 と斜面緑地上端 (下端 )の樹木とが造 りだす空間は, こ

れらの住棟に独占されるとともに変化に乏 しいものとなるばか りでな

く,斜面緑地から離れた tt平場 "から斜面緑地を視る,あるいは存在

を知るチャンスが減ずる｡戸外での日常生活の様々な活動の場からち,

斜面緑地を絶 えず知覚できるようにすることは,斜面遠地の生か し方

の一つであろう｡

図Ⅱ-216 斜面緑地エッジにおける空間構成

このためにも.斜面緑地近傍の tt平場 "の任侠は,斜面緑地に対崎

する空間が変化があるものとなるように,また.できるだけ "割れEl"

を持つように配する｡

⑨ 斜面緑地- tt平場 "からアプローチする歩行者路は, さらに斜面緑地

内へ下b(あるいは上 9),斜面緑地内に設けられる花公軋 プレイp

ツトへ結ばれる｡こうすることによ9斜面緑地にイ ミィーディ7ソ_

(親 しみ易さ)を持たせ,集合住宅地 と斜面緑地とを一体化する｡

○ I-2-2 斜面緑軌 緑道を集合住宅地の¶平場 "(住棟間 )に引

き込む｡

グ1)--/ マ トリyクスと集合住宅地とを一体化するための第 2の具体的

展開の方向は,グリーン･マ トリックスが持つ空間の質,アクティーヴ.チ

ィーを集合住宅地内にも導入するという方向が考えられるが,このために斜

面緑他 線道を集合住宅地の tt平場 "あるいは任侠間に引きこむことである

(囲Ⅱ12-7)｡このための具体的な手法,工夫は以下の通 りであるO

① tt平場 "内に保全緑地がある場合は,これを積極的に利用 しない

場合には･住棟間の植栽と斜面緑地とを結びつけ, tt平場 "内の緑地を

斜面緑地･録道沿いの樹木と一体化 させる｡そ してこれらの tt平場 "内

の緑地内に集合住宅地内の主要な歩行者路を設け,これを緑道と結び,

これを以って緑道側から集合住宅地 tt平場 "へのメイ -/7ブローチ,玄

関とする｡

㊥ この際･アブp-チ部分をtt平場 "の L,ベルから若干掘 り込み,緑道

と煩似の質を持った空間 (小規模な谷戸的空間 )を "平場 "内にも導入

する｡これは緑道から急に集合住宅地 tl平場 "の人工的な空間に人を導

かず,空間の崖やかな変化を演出する場合の手法として用い得るととも
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に,緑道からtt平場 "に至る歩行者路の勾配を緩やかにするという技

術的な解決策としても用いることができる(緑道とtt平場 "とのレベ

ル差が平均 10から12m程度あることから,緑道からtt平場 "への

アプローチが極めて長くな り,斜面線地内で葛折 りとなる場合が多いo

従って,このように tt平場 "内を若干掘 り込むということが必然とな

る場合もあ り得よう).

④ また,この歩行者路沿い,あるいは tt平場 "に上 りきった付近に,

図Il-2-7 グリーン ･マ トリックスを集合住宅地 M平場 "に引き込む
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集会施設,小広場など,各集合住宅地の中心的な施設を配し,緑道か

らのメイソの入口であることと相侯 って集合住宅地,あるいは住棟配

置を構造化する要素とする｡

④ そ して,このように してグリーン･マ トリックスの延長としてtt平

場 "内にとり込まれた緑地を住棟で挟む,あるいは小広場に緑陰を造

りだすなどして,張合住宅地内の外部空間の構成に役立たせる.

以上のような手法,工夫により,港北ニュータウン全体の重要なコソセ

プ トであるグリーン･マ トリックスを集合住宅地における空間構成,住棟

配置の レベルに至るまで発展,連続させ,集合住宅地の空間をグリーン･マトリ

ックスの延長上に位置づけ,ニュータウン全体を一つの哲学で一体化する

ことができる｡

○ Ⅰ-2-3 仕様を斜面緑地に 'なだれ込ませる"

集合住宅地 とグリーン･マ トリyクスとを一体化する第 3の方向は,Ⅰ

12-2とは逆に,住棟を斜面緑地内に Itなだれ込ませる"ことである｡

ttなだれ込ませる"ということは,斜面緑地を任侠配位用地として大幅に

利用 しようということではなく,斜面緑地にも一部任侠を配することによ

り,斜面緑地に対 して原則として高い位置に造成されているtt平場 "にお

ける外部空間と同質の空間を,斜面録地上部にも連続的に広げようという

ことである｡具体的には以下のような手法,工夫が考えられる｡

① 斜面緑地の今後のあ り方について,保全,再生を原則としつつも,

集合住宅地計画の側からの視点も加 えて評価 し,斜面緑地内にも一部

分住棟を配すo斜面緑地内には現況地形は残されているものの.現在

裸地,畑,不利用地などになっている部分がある｡これ らのうち,南

向きの斜面で,緑道沿いの景観にも支障を与えないような部分に限定



的に住棟を配す｡

㊥ 配置される住棟は,斜面緑地が保全された精神に則 り,斜面住宅が

最も適切であろう｡但 し,この場合であっても陸棲が線道に直接面す

るような配置は避け,斜面緑地上部に限定されるべきである｡

図Ⅱ-2-8 斜面緑地に限定的に住棟を配す

(百草団地斜面住宅 )

以上に述べたⅠ-2-2,3の 2つの具体的展開の方向は,両者一体で,

集合住宅地の持つ空間とグリーソ ･マ トリノクスの持つ空間を相互に貫入

させ,両者を一体化 させようというものである｡

次に,基本的方針 Ⅰを第 3の側面で具体的に展開するOこの側面は,料

面緑地そのものの魅力づけ,利用の方向についてである｡

3･ 斜面緑地は維軌 保全することを原則としっ _7も,保全と利用の効果

的な接点を兄い出し,その存在価値を高めるとともにイミーデイアシ

ー(摂 しみ易さ )を確保する(Ⅰ13)

斜面緑地は,既に述べたように,宅地造成計軌 事業によって操存され

た現況の樹林,地形である｡

現況樹林,現況地形を最大限保存 しようという計画理念,行為は,緑の

環貨の破壊が著 しい地域において港北ニュータウソの開発が進められるこ

と,あるいは近年の社会通念,時代背景などをノミyクに濫いて考えるとき,

宅地造成事業においては極めて重要な意義を持つものとして認識されるO

そ して,この保存された斜面緑地を,原則として維持,保全 して行こうと

いう姿勢が横浜市と住宅公団の間で認識されているが,これは恐 らく,上

記のような認識をベースに,保存された斜面緑地の存在そのものを高く評

価していることによるためであろう｡

しかしながら,集合住宅地の計画を進めようとい う段階に至ると.単な

る維持,操全とい う姿勢にとどまらず,妥当と思われる範鼠で利用 し,節

たな魅力をつけ,その存在価値を一層高めて行こうとい う姿勢が生まれて

くるように思われる｡言い換えるなら, "乱開発の防止", tt緑の環境を

最大限に保存する都市づ くり"という港北ニュータウソ計画の基本理念,

基本方針は,宅地造成段階においてこそ高い意義を持ち,現況樹林,地形

を保全することでその倍使を全 うし,集合住宅地計画の段階においては,

これを受けて,その存在を生かすために,維持,保全に加 えて,利用とい

う姿勢が付加される必要があるということである｡

斜面緑地は,単に存在するだけでも多様な価値を兄い出 し得るが,昧全,

維持されるだけではそこへの親しみ易さは生まれない｡殊に規模が大きく
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なった場合,黒々とした樹林は人の侵入を拒み,川添登の言 う神域的な森

一例 えば鎮守の森-に近いものとなる場合もあ り得よう(-t東京の原乳景 "

川添登,NHKブックス)｡また,集合住宅地の tt平場 "と赤道との間に

大きな落差,幅を持 った斜面緑地がある場合には,両者は空間的に分断さ

れ,上の世界 (集合住宅地の q平場 ''上の空 間 )と下の世界 (緑道沿い

の空間 )というように,別個の相互に独立 した空間となろう｡このような

ことか ら,斜面緑地にイ ミーディアシーを持たせる必要が認められるが,

一般にイミ-ディ7シーのある空間を創 Dだすには,視覚的に連帯 してい

ること,近 くにあること,す ぐ手がとどくことなどの条件を付加する必要

がある｡そこで,

○ Ⅰ-3-1 斜面緑地に′小規模i:公園等を配 し,アクティヴイティ

ーi:導入するとともに,これらのアクティゲイティ-

が緑道からも認められるようにする｡

という方向をこの側面における具体的展開の方向の第 1とする｡

そ して,このための工夫,手法は以下の通 りである｡

① 斜面緑地においては,既述のように現況地形は保全されているが,

裸地,畑地などになっている部分がある｡このような部分のうち,比

較的緩斜面になっているところを利用 して,プレイpット,あるいは

児童公園的なスケールの小規模な公園を配す (図Ⅱ-2-9)｡この

ように斜面を利用 した公園は,図に見られるように,いろいろな遊戯

施設を異なったL,ベルに設けることができ,通常の平地における公園

に比較 して変化に富んだ公園を設計することが可能であ り,何よりも,

子供達は多様な新 しい遊びを発見するであろうo

㊥ そ して,斜面緑地におけるこのようなアクティヴィティーを緑道か
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鼠Il-219 斜面緑地内に小規模公園を配す

ら認められるように,位置を選んで公園を配するとともに,緑道から

も容易に7プロ-チできるように し,斜面歳地へのイ ミーディ7シー

を生みだす｡

㊥ なお,このような斜面緑地の利用に際 しては,近辺の優れた保全緑

地を破壊 しないように,然るべき工夫がなされる必要があることは言

うまでもない｡

④ また▲上記のように小規模な公園を配す他に,草花を植 え,あるい



は桜,つつ じなどの花の咲 く木を植えるなどして,花壇,花公園など

を斜面緑地に設けることも,斜面緑地を利用 し,斜面緑地へのイ ミ-

ディアシーを高める一つの方向であろう｡このような方向と,先の具

体的展開の方向Ⅰ-2-3tl斜面緑地にも住棟を配する"という方向

とを組み合わせて,よb積極的に (但 し場所を限定 して )斜面緑地を

利用する方向も考えられてよい｡このような事例として,サンフラン

シスコのサー ･ベンタイ ソス トリー トが挙げられる(囲Ⅱ-2-10)0

なお,斜面緑地に花壇,花公園を配する方向については後の項 (卓3)

で詳述する｡

○ Ⅰ-3-2 集合住宅地内の雨水排水を利用して斜面緑地内に水の

流れを作 り,これを緑道沿いの lせ11-らぎ"に結ぶ｡

斜面緑地を利用 し,魅力をつけ,イ ミーディアシーを高める第 2の方向

は水を利用する方向である｡斜面緑地に水の流れを導入することは,斜面

緑地に変化を持たせ,魅力を演出する一つの方策である.これは斜面緑地

の存在価値を高めるばか 9でなく,次のような機能,意味も兄いだすこと

ができる｡

-つは.斜面緑地の樹木の頑義であるo集合住宅地の tl平場 "は住宅の

建設に伴い,雨水の流水係数が高ま 9,地中へ浸透する水の量が減ずるが,

斜面緑地に水の流れを導入することによってこれを補 うという扱能である.

もう一つは若干観念的な意味づけであるが, tt水 "による集合住宅地と

グリーソ･マ トリyクスとの一体化である｡グリーン ･ マ トリノクスの幹

線に沿 って, ttせせらぎ ",地が設けられているが,集合住宅地の tt平場 "

から流れでる水を,斜面緑地を経てここに流 し込み,集合住宅地 とグリー

ソ ･マ トリyクスを tt水 "によっても結びつけようという意味である｡

囲Ⅱ-2110 SlrPentlneStreet,SanFrancisco

具体的な手法,工夫は以下の通 りである｡

① 集合住宅地のtt平場 "の雨水排水は,保全される斜面緑地とは反対

の方向に導かれ,管葉に流 し込まれるケースが多いが,これを可能な

範閲で変更し,斜面緑地側に導くO

④ 雨水排水の利用が原則であるので,降雨時,あるいはその直後 しか

水の流れが見られないということが心配されるが,この心配をなくす

ために雨水を部分的に貯溜する工夫,地下水を斜面の水路に導 く工夫

等を施す｡

④ さらに,将来には中水を利用することも考えられてよい｡
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固Il12-11 斜面緑地に '水 "の流れを作る

資料 :現代の公園.伊藤邦衛,建築資料研究社

以上で集合住宅地計画の基本的方針 Itlグリー./･マ トリックスの存在

を生か した集合住宅地づくり"に係わる具体的展開の方向に関 しての記述

を終る｡ これらの具体的展開の方向は,この基本的方針に関 しての主要な

方向である｡今後なされる集合住宅地計画の基本設計,実施設計の進展に

伴って,上記までの具体的展開の方向以外でも多様な方向で展開されるこ

とが期待 される｡このような期待については次項 (52)以後についても

同様である｡
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§2 周辺の他 用途用地 の存在 に配慮 した集合住宅地づ くり (基本

的方針 D)
基本的方針の第Ilは,集合住宅地が小規模で分散配置されていること,

あるいは周辺の民有地に tt特別な用地 "が存在 していることなどの港北ニ

ュータウソ集合住宅地の特色を受けて,集合住宅地周辺の他用途用地の持

つ機能を損わないように留意するとともに,これ らの用地の持つメ リット

を集合住宅地の計画に取 り込むという方針である｡

この方針は,集合住宅地の周辺,あるいはこれに接する集合農用地,独

立住宅用地,サブ七ソクー用地の 3つの用地に係わる側面で具体的に展開

する (サブセンターとは駅前センター,近隣センターの両者を指す )0

1. 集合住宅地近傍の集合農用地.農業専用地区の存在に配慮する (Ⅱ-

1)

集合農用地,虚業専用地区は,既に整理 したように(I- 1),都市畠

業の確立とい う基本理念,あるいは姿勢の実体としての結実である｡従っ

て,集合住宅地の計画に際 してもこの理念を遵守 し,これらの用地におけ

る皮業の継続が担保されるように留意する必要があるが,殊に集合11笠用地

は区画整理地区内にあ 9,集合住宅地の近傍にも存在 していることか ら,

この必要性は高い｡

O Ill l- 1 集合農用地における農業利用の蛎げにならないように

仕様を配す｡

集合忠用地を所有する農家の幾業継続の志向が,どの程度強いものであ

るかは定かではないが,集合住宅,あるいは他の住宅の建設によれ この意

向が弱められるようなことは無論避けるべきであ り,逆に農家が安心 して



幾業に従事し得る環境を造 りだ し,これが農業継続意向を高めることを結

果するように期待する｡

① 高層住棟による日影が集合農用地に落ちないように留意 して住棟を

配すOこれは独立住宅用地に対する日影規制よDも厳 しく,終 日,日

影が落ちないように留意するとい う方向である｡

○ Ⅱ-712 集合農用地,農業専用地区i:集合住宅地か らの景観要

素として位置づけ,これ らの農地が住戸から眺望でき

るように住棟を配す｡

これは集合住宅地周辺の他用途用地を集合住宅地の計画にメリyトとし

て生かそうという方向である｡例 えば,集合農用地の農業利用の一形態と

して,貸幾園として利用されることが考 えられるが,この場合,集合住宅

の居住者の ミニ幾園が自分の住戸から眺望できるなら,集合段用地は単な

る景観要素以上のものとなる｡

2 集合住宅地周辺の独立住宅用地の存在に配慮する(Ⅱ-2)

集合住宅地が小規模に分散されていること,あるいは集合住宅地の tt平

場 ''が高い位置に造成されていることなどの港北ニュータウン集合住宅地

の特色は,集合住宅地が直接独立住宅用地に接 している部分においては,

集合住宅地周辺の他用途用地の存在に配慮することの一環として,次のよ

うな具体的展開の方向を設定する必要を生 じさせる｡

○ Ⅱ一2- 1 独立住宅用地に接する集合住宅地の部分においては,

日照,景観,スケール感,等の側面に配慮しつつ住棟

を配す｡

独立住宅が建ち並ぶ地域に忽然と大規模な集合住宅が準え立つとい う状

況は,よく指摘 されるように,両者間にスケール上の違和感を感 じさせる

ばか りでなく,周辺の独立住宅に対 して日照時間の減少,景観上の圧迫感

など,様々な不都合を与 え,両者間に多様な乱襟,社会的緊張を生せ しめ

ている｡

港北ニュータウンの集合住宅地においても,前記のような特色があるこ

とから,また建設スケシュールの上でも集合住宅が独立住宅に先行 して建

設されるとい う状況が必ず しも考えられないことから,上記のような不都

合が発生することを予測 して,これに充分配窟 し,以下のような工夫をす

る｡

在) 独立住宅に接する部分においては,独立住宅の持つスケールになじ

ませるべく,できるだけ低層の住棟を配す (囲Il一 2- 12)などし

て,連続的に変化する外部空間とする｡

㊤ あるいは両者の問に緩衝帯として,植栽帯,駐車場等を設ける｡

㊥ 港北ニュータウンの独立住宅地の用途地域指定は第-種住居専用地

域に指定される方向で検討が進められているが,この場合,横浜市の

日影規制では,独立住宅地においては最低 4時間 (9時か ら15時の

間 )の日照時間を確保することが義務づけられている｡従って,周辺

の独立住宅地に対 して最低 この条件が満足されるように集合住宅地に

おいて住棟を配すことは言うまでもないが, 4時間をできるだけ越 え

るよう配慮する｡

集合住宅の建設が独立住宅の建設よりも遅れることが充分に予想さ

れること,また独立住宅地においては居住者間で環境協定のようなも

のが作られるであろうが,時 とともに高密度化が進むことも予測され

る｡

65



tglⅡ-2-12 独立住宅地に接する部分においては低層棟を配す

○ Ⅱ-2-2 独立住宅地に接する部分に集合住宅地の落差の大きい

法面がある場合には,この威圧感麦できるだけ取り除

くよう工夫する｡

このような工夫は独立住宅用地に接する部分に限らず,歩行者専用道に

接している部分をは じめ,多 くの個所で必要である｡このための工夫 とし

て以下のようなものが考えられる｡

① 最も単純な工夫は, tt平場 "の周辺部から遠ざけて住棟を配し,汰

面を緩斜面にするOあるいは法面の途中に駐車場を設け,落差の大き
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い法面のスケールをブレイクダウンする｡

④ 南面する法面においては,斜面住宅を配す｡斜面住宅を何層か配す

るためには然るべきレベル差が必要であるが,これが満足されない場

合には, "平場 "内の造成法を周辺の法面にまとめる｡これは tt平場 "

内での計画の自由度を高めることにも寄与する (図Ⅱ一2-13④,④)｡

㊥ 方位,落差等か ら斜面住宅等に利用することが不適切であるような

法面がある場合は,①と同様に, tt平場 "の周辺部から遠ざけて住棟

を配置し,法面下の独立住宅,あるいは道路と同一のレベルに平らな

場所を設け,花壇等を配 した り,植栽ソーンとする(図Ⅱ-2-13②)0

④ さらに,①による緩斜面上の植栽,あるいは④による花壇等をグリ

ーン･マ トリックスの斜面緑地に結びつけ,グ1)-ソ･マ トリックス

をより延長 し,豊かなものとすることに役立てる｡

⑤ また,⑨による平らな部分は,集合住宅地における将来の駐車場需

要増に弾力的に対応する場所としても考え得る (図Ⅱ-2-13④ )a

3 集合住宅地に接するサブセンター用地の存在に配慮する(Ⅱ-3)

港北ニュータウンにおいては,センター用地 (サブセソクー用地 も含む )

もtt特別な用地 "の一つであり,ここには地権者の土地も換地されているO

センター用地へ換地を申 し出るということは,言うまでもなく,地権者に

とっては一つの生活再建対策であ り,ここでの生業の成否は重大な感心事

であろう｡

このようなことから,サブセンター用地に接する集合住宅地においては,

以下のような具体的展開の方向によって地権者の新たな生業をサポー トす

るような配慮が必要である｡



図Ⅱ-2-13 法面の威圧感を取 り除 く工夫 ○ Ⅱ-3-1 サブセンター用地に接するゾーンにおいては,商店等

のセンター施設がより機能 し易いように住棟形式,仕

様配置などの工夫をする｡

具体的な工夫として以下のようなものが考えられる｡

① サブセンター用地に沿って,センター内の施設に対崎するゾーンに

おいては,謂わゆるtt下駄ばき"の住棟を配す.また集合住宅地内で

あっても露店が開設できるような小広場,あるいは許容 し得る限 り,

当該の集合住宅地の居住着用以外の駐車場を確保する｡

② 上記のような=夫のためには,両者を一体的に計画することが望ま

しいが,これを可能にする努力が必要である｡あるいはそれ以前にサ

ブセンター用地 と集合住宅地の土地所有者が異なることから,上記の

ような利用のための集合住宅地の一部賃貸胤 あるいは当該の土軌

施設の維持,管理の問題など様々な問題が生ずるが,これを解決する

必要があるo

O Ⅱ-3-2 サブセンター用地に接する集合住宅地においては計画

戸数密度麦<きるだけ高くする｡

言 うまでもなく,サブセンターへの購売力を若干なりとも高めようとす

るためである｡このような方向での計画による戸数増,あるいは購買力増

は,九牛の一毛であるとの見方もあ り得ようが,港北ニュータウンの周辺

部に配置されている近隣センターにとっては,その周辺に住む老のみが購

買客の大宗であ9,またニュータウン区域外は市街化調整区域となってい

ることから,多くを期待できず,従って,このような近隣センターに接す

る集合住宅地においては,戸数密度を高める方向での努九 計画がなされ

る必要がある｡
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上記,Il- 3- 1,Ⅱ- 3- 2の 2つの方向は,サブセンタ-用地の存

在への配慮という側面における具体的展開の方向であるが,これらはいず

れも集合住宅地内の計画によって為し得る,謂わば集合住宅地の計画にと

っては tt手の内"にある,サブセンターの機能を高めるための工夫,手段

であo しかしながら,港北ニュータウン内には,タウソセンター, 4つの

駅前センター, 6つの近隣セソクーがあ り,さらにアパート･マンション

地区においても商業機能の立地が可能であることから,これらのセンター

間での立地調整,業種調整を図ることがまず必要であろう｡ニュータウン

内での商業機能の成立, しかも地権者にとっては一つの生活再建対策でも

あるという難しい問題に対 して,集合住宅地計画の tt手の内"で為 し得る

ことは僅かである｡

§3 住民参加による環境づ くりを誘発 し易い集合住宅地づ くり

(基本的方針 Ⅲ)

次に基本的方針Ⅱについて,その具体的展開の方向を検討する｡

この基本的方針は, tt市民参加のまちづ くり''(この場合の市民は,開

発以前からこの地域に住んでいた｡あるいは土地を所有 していた人々を指

すと理解できるが )とい う基本理念を発展させて,新たに集合住宅地に居

住する人々が自ら,その環境づ くり, コミュニティーの形成,あるいは集

合住宅地の管理に参加することを狙って設定したものである｡

謂わゆる都市づ くりにおける住民参加方式というものは,約言すれば,

計画の立案,あるいは事業の過程において,住民の意向,活力を反映,期

待 しようということであると言える｡ しかしながら港北ニュータウンの集

合住宅地の計画,あるいは建設の過程においては,入居してくる住民をア

ノニマスに想定することは可能であるが,上記のような意味での住民参加
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方式が対象とする住民は不在である｡従って,集合住宅地の計画に際して

は,計画,建設の完了後,新たに入居 してくる住民が,自らの居住環境に

何かを新 しく付け加 えるという過程を捉えて,また,この過程における住

民の参加を,集合住宅地の環境を熟成させるために期待し,必要とするな

ら,これを計画対象としようということになる｡

無論,港北ニュータウンの集合住宅地の居住環境の熟成のためには,住民の

活力が必要となると考えられ,従って,住民の参加を集合住宅地の計画対

象にしようということになるが,その多くは,また重要なことは,住民の

組織化,参加のとりきめ,活動資金づ くり, ･･･等々,謂わゆるソフトな

領域に属する事項であ 9,-- ドな側面で計画対象となるものは少ない｡

以上のような認識に基づいて,こゝで計画対象となし得る方向は,居住

環境づ くりの上で住民の参加を必要とする側面において,住民の参加を誘

発 し易い,その活力を引き出し易いように場,環境をしっらえるというこ

とであると考える｡

1 住民による環境づくり,コミュニティー形成,管理を誘発する場とし

て斜面緑地を考える(班-1)

集合住宅地の景観構成,空間構成などの側面で斜面緑地の存在を生かす

様々な方向について既に述べたが,斜面緑地はまた,住民参加を誘発する

計画づくDという側面においても格好の対象となる｡

それは, 1つには既にⅠ- 1において,この調査の前提として整理 した

ように,斜面緑地の維持,管理が港北ニュータウ-/計画の残された大きな

課題となっていること,またもう一つは斜面緑地の利用のあり方,及びそ

の決定は住民に委ねられるべきであるという方向が示されていること

("港北地区公園緑地整備計画報告書 ",前提書 )など,斜面緑地の今後



について住民のェネルギーが期待されていると考えられるためである｡

○ Ⅱ一1-1 斜面緑地に,住民が利用方法i:考え,決定 し,維持,

管理 し得る場を予め設定するO

これは,このような場を斜面緑地内に予め しっらえ,住民自らがその場

の利用方法を考え,またそれに従い整備,管理することによって,住民相

互の連帯意識を育て,コミュニティーを形成する契機とし.さらに管理の

鎮域をこの場にとどまらず集合住宅地内の斜面緑地全域にも徐々に広げて

行こうとするきっかけとしようというものである｡具体的には,

① 斜面緑地内で,現在裸地,畑地,伐開地等になっている部分を主と

して利用 し,上記のような目的を持った場 を,各コミュニティー単位

ごとに設定し,

(参 そこには,桜,椿,つづ じ, I.･,等々の花の咲 く木,あるいは菊,

ゆ り,チューリップなどを植 え, Lt花公園 ",花壇 とする方向,自由

にイスを持ちだ し緑陰を楽 しむ方向,さらには既述のように子供の遊

び場とする方向, - i,等各 コミュニティーの意向に従 った多様な利

用が展開されるようにする｡

このようにして各斜面緑地の一角が,各集合住宅地の住民,あるいは各

コミュニティーの意向に沿った形で利用 され,例えば コミュニティーごと

の特色をもった,四季折々の花々で飾 られるなら,まさに住民参加による

環境づ くりと呼べるであろうし, コミユニティーの醸成,さらには斜面緑

地の管理に眼を向けるきっかけとなるであろう｡

このような住民参加による, しかも斜面を利用 した環境づ くbの事例と

して,放きを温ねた事例であるが,江戸後 ･末期の巣鴨,染井,団子坂-

帯を挙げることができるo このあた 9は上野台地の斜面にあたる一帯で,

当時植木職人が多 く住んでお り,サクラ,ツツジ,キクなどの花木の栽培

が盛んで,サクラの名所,菊造 りの趣向が競われる場所として,大勢の住

人が参加 して賑 ったそ うである｡そして,川添登は 1-東京の原風景 "(前

提書 )の中で,このような植木職人を中心とした活動,名所づ くりをとら

えて『巣鴨,染井,団子坂の菊づ くりは,地域 ぐるみの .･余暇開発であ

るとともに,多数の文人,画人を動員 した文化運動だった 』と述べている｡

また,広重はこのあた りを tt江戸百景 "にサクラの名所として描いている

が (図Ⅱ- 2- 14),この錦絵は,その上部に描かれている茶事 らしき

ものを,集合住宅地の t一平場 "に立つ住棟と見たて,また下部に描かれて

いる池を,緑道沿いの "せせ らぎ "に見たてるなら,上記に述べた斜面緑

地における住民参加による環境づ くりのイメージを実によく伝 えていると

思われる｡

このような方向で,斜面緑地が住民のエネルギーを活用 した環境づ くり

の場として広げられるなら,住民参加という側面でさらにこれを幾つかの

方向に発展させ, lt夢 "を描 くことができる｡

各集合住宅地対抗の (あるいは各集合住宅地を分割 した各コミュニティ

-対抗の )tt花造 9コソクー/L,"を定期的に開催する｡これは,後に述べ

る(Ⅱ- 2- §5)tt港北まつ り"の主要な催 し物の候補にもなろうし,

各コミュニティーの住民の協力,結束力を必要とすることから, コミュニ

ティーを形成する上で多大な効果も期待できよう｡

また,斜面緑地の利用の仕方,あるいはそこに植 えられた花木に因んで

前面の緑道に名前,愛称をつけるoこの名前も住民から募妓することは言

うまでもない｡このような方式によって道路の愛称を決めることは,既に

横浜市,あるいは神戸市の既成市街地で行われていることである｡
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図Il-2-14 広重 【江戸盲景 "より千駄木団子坂花屋敷の図

資料:tt名所江戸百景",高橋誠一郎監修,柴英社
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○ Ⅱ-1-2 住民による斜面緑地の維持,管理がなされ易し､ように,

斜面緑地内の歩行者路を設ける｡

前記の,斜面緑地内に設けられる花公園,花壇,緑陰広場,あるいはプ

L'イロット等へ,集合住宅地の tt平場 ''から,あるいは緑道から7ブロー

チする歩行者路が設けられることになるが,この歩行者路をも,斜面緑地

の維持,管理が住民によってなされ易いように配そ うという方向である｡

① 集合住宅地の各コミュニティー単位ごとに, tt平場 "内の歩行者路

を斜面緑地内に導 く｡例 えば既出の図Ⅱ- 2-6に見られるように,

各 コミュニティーごとに,それぞれに対応するように斜面緑地内の歩

行者路を設け,この歩行者路を中心に,各コミュニティーが管理する

斜面緑地の ゾーンを設定するoそして, この管理するソーンは言うま

でもな く組合で決められる｡

⑧ この場合,住棟配置についても,図Ⅱ- 2- 6に見られるように,

, 例えば小規模な中庭を中心にコミュニティー単位が明確になるよう配

慮 し,それぞれの単位から斜面緑地内-の歩行者路が設けられるなら,

各 コミュニティーがその前面の斜面緑地を管理するというような原則

も生まれてこよう｡

以上,Ⅲ-1-1,2に述べたような方向が,住民によって斜面緑地が

維持,管理される契期とな り,現況樹林が大切な緑地として保全され,ま

た,それぞれの趣向に沿って斜面緑地が演出され,飾られるなら,緑道を

歩 く人々の眼を楽 しませ,緑道が単に人々が移動するための空間から,そ

こに留ることを要求する面白い空間となろう｡ 『ある都市を思 うとき,負

初に心に浮ぶのは街路であるO街路が面白ければ都市も面白く,街路が退

屈であれば都市も退屈である. 』とシュイコフスが言っている("The



Deallland tJlfe ofGreatAmerlCanCltleS",Jalle Jacobs,

＼lntageBook)0

S4 高水準 で安全な環境を備えた集合住宅地 づ くり (基本的方針

Ⅳ)

基本的方針の rVは,集合住宅地の計画において極めて根源的,かつ抱活

的な方針で,この方針については多様な側面,方向で具体的に展開できる｡

以下に,この方針について,その具体的な展開の方向を検討するが,ここ

では港北 ニュータウン集合住宅地の特色,特異性に関係する側面に限って

検討することにする｡

既に述べたように,港北ニュータウン集合住宅地の特色の 1つは,首都

圏内の恵 まれた位置にあることであ 9,従って高い需要をノミyクに,この

特色はこれまで他の集合住宅地では実現され得なかった新 しいタイプの住

戸,住棟,外部空間の開発を進める土壌を付与 していると理解を発展させ

ることができる｡

1. 港北ニュータウンの集合住宅地<あるが故に開発すべき (言年される)

新 しい住戸,住棟のタイプ,外部空間i:追求する(Ⅳ- I)

○ Ⅳ-1-1 qやぶにらみ "の住戸,住棟の開発

斜面緑地, グリーン･マ トリックスをできるだけ多くの住戸か ら眺望で

きるようにすることが, ttグリー -/･マ トリックスの存在を生か した集合

住宅地づ くり"の基本的方針を具体化する一つの方向であることは既に述

べた通 Dである(Il-2-§1)o

しか しながら.港北ニュータウ./の集合住宅地においては,必ず しも南

側に斜面緑地,グリーL/･マ トリックスは配されていない｡従って,日照

上望ましい住戸,住棟の向きと,斜面緑地,公園等を眺望する上で望まし

い向きが異ならざるを得ない集合住宅地,あるいはこのようなノーソを部

分的に持った集合住宅地がある.このようなことから,これら両方向を向

く主開 口面を持つ住戸,住棟の開発が必要である｡

(9 -つは既述の,南面受照塑性陳を組み合わせた高層の ttV"字型任

棟 (Ⅱ-2-§1)を原型に,これを発展させる方向である｡

@ もう一つは,言うまでもなく,前記両方向に,それぞれ向いている

図Ⅱ-2-15 'やぶにらみ "の住戸,住棟

† ††

･ ＼＼＼＼ 碁

＼
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図Ⅱ-2-16 Rやぶにらみ "の住戸,住棟

2つの主開口面を持つ住戸を開発することである｡その一例 として,

図 Ⅲ-2-15(P.71参照),16に示されているようなタイプが考

えられる｡

○ Ⅳ-1-2 北側に居間のある住戸の開発

集合住宅地の tt平場 "に対 して殆んど北側に斜面緑地, クリ- ソ ･マ ト

リyクスが配されている集合住宅地において,斜面緑地,公園等を住戸の

王室から眺望できることを重視するなら,居間が北側に設けられた住戸が
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必要になる｡ この場合,居間の受照を犠牲にすることは住戸の性能を低め

ることになるので,居間が北側にあ りながら,居間-の日照も確保 し得る

住戸の開発が必要である｡ このための具体的工夫は,

① 図Ⅱ- 2- 17に見られるように, コー ト-ウスタイプの住戸を開

発することである｡ このようなタイプは,市街地の狭小宅地を利用 し

た,謂わゆるtt都市型住宅 "の一つとして近来わが国においても見ら

れるようになって来ているが,このようなタイプの張合住宅が新たに

開発され,配されるなら,グリーソ ･マ トリyクスの陽の当る側を居

間か ら望むことができ,その価値は港北ニュータウソであるが故に,

他に比 して高いであろう｡

④ 図Il-2-18は,この コ- ト/､ウスの考え方を準接地型まで発展

させたものの一例であるO

港北ニ3.-タウソにおいては,ここに述べたような ttやぶにらみ "の住

戸,住棟,北側に居間のある住戸など,グリー-/･マ トリックスへの眺望

を確保 しつつ,日照条件をも満足するような新 しいタイプの住戸,住棟を

開発することは,集合住宅地の計画を通 じて港北ニュータウン集合住宅地

の持つポテ ンシャルを,より一層引き出すことを可能にするとともに,住

棟配置に際しての自由度を高めることになる｡

○ Ⅳ-1-3 低層高密度住宅 (地 ),路地空間の開発

港北ニュータウンの集合住宅地であるが故に開発すべき新 しいタイプの

庄戸,住棟,外部空間を追求するという観点での 3つ目の具体的展開の方

向は,謂わゆる路地的な外部空間を持 った低層高密度住宅 (地 )の典型を

開発するという方向である｡この方向は次のような理由か ら要請されると



図Ⅱ-2-17 北側に居間のある住戸①

千

-1

思われる｡

･ 張合住宅地が小規模であD,形状も不整形,あるいは細長いものが

多いことから(熊倉旺宅地内に斜面緑地が含まれているものは,この

傾向が一層著 しい),規模の大きい住棟はなじみにくく,また住棟配

置によって意味のある外部空間を構成 しようとする場合,規模の大き

い住棟では敷地境界を越えてしまうことが多い｡

･ 既述の通 9,独立住宅地が接 し,また,住棟を配するtt平場 "が高

い位置に造成されている集合住宅地が多いが,このような場合,大規

図Il-21 18 北側に居間のある住戸@)
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模な住棟だけで構成される景観は周囲になじみにくく,また,伺辺の

独立住宅に対するプライ/:シー,日照上などで問題を生 じ易いo

･ また,近年の時代感覚,社会通念等を背景として高層の集合住宅が

必ず しも歓迎されなくなって来ていることo

･ このようなことから,低層棟を主体として住棟配置計画を進める局

面が多くなると考えられるが,一方,前提条件とされている集合住宅

地の計画戸数密度は決 して低いものではないことから低層棟主体であ

っても高密度を指向する必要があること｡

･ 従って,住棟間隔が勢い狭くな り,路地空間的な外部空間を構成し

つつ住棟を配置して行 く方向が必要となる｡

･ 一方,港北ニュータウン集合住宅地にあっては,グリ-ノ･マ トリ

ックスに代表される豊かな緑地があり,また手近かには集合住宅地内

に斜面緑地があることから,一般の集合住宅地においてとられる植栽

の密度基準,マ-/ト空間の広さ,あるいはプライバソー等を考慮 した

住棟間隔の基準などがある程度緩和されてよいと思われる｡

以上のような理由から,港北 ニュータウンの集合住宅地にあっては,高

密度で,路地空間的な外部空間を構成し得る住棟の開発,さらにはこのよ

うな構成の集合住宅地を目指す必要もある.このような集合住宅地は,近

年既成市街地の中の面的な開発,あるいはニュータウンの中の幾つかの街

区などで見られるようになっているが (ライブタウン浜田山,多摩ニュー

タウンのタウン-ウス諏訪,氷山など),港北ニュータウンにおいて大切

なことは,高密度を指向しつつ,変化に富んだ面白い外部空間,路地的空

間を作 Dだすことであると思われる｡
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図Ⅱ-2-19 路地空間を持った低層高密の集合住宅地



2 多様な側面<安全,快適な環境を造る(Ⅳ-2)

基本的方針の第Ⅳに係わる具体的な展開方向の二つの目の側面は,多様

な側面で安全,快適な環境を造ることである｡ ここでは ,港北ニュータ

ウソの特色に鑑み,人事分離を図ること,社会的安全性を確保することの

二つの方向で展開する｡

○ Ⅳ-2-1 集合住宅地内においても必要に応 じて人車分離のシス

テムを導入する｡

港北ニュータウンにおいては,各集合住宅地から(サブ)セ ンター,小

･中学校,地下鉄駅,バス停などの基幹的な公共 ･公益施設へは歩行者専

用道が設けられ,人草分離が徹底されている｡

このシステムを集合住宅地内においても必要に応 じて徹底すべ く,一部

歩行者路を設けつつ,道路沿いの歩道と組合せなが ら,集合住宅地に取 り

付いている,あるいは接 している歩行者専用道に至るまで歩行者を安全に

導 くネ ットワークを形成する｡

(D 集合住宅地内の歩行者路の幹線を,できるだけ道路が横切 らないよ

うな体系とする｡

(動 線道か ら集合住宅地へのメイ-/アプローチが,集合住宅地の tt平場 "

を掘 り下げて設けられる(具体的展開の方向Ⅰ一2- 1)場合には,

tt平場 "内の住棟への取付道路を上に して,立体処理が可能である｡

㊥ 低層高密の集合住宅地へは,謂わゆるフリソ.),(-キ ソグの原則を

取 り入れ,自動車によるアクセスはできるだけ限定する｡

④ 一方.陸棲-の取付道路の末端部など自動車交通量がおよそ少ない

と思われるような部分においては取付道路を設けず,これに代って歩

行者路を設け,自動車の進入を認めるなどの弾力的な対処も必要である｡

○ Ⅳ-2-2 緑道沿いの空間で,必要な個所に人間の存在感を導入

し,社会的安全性を確保する｡

集合住宅地において,いろいろなスポ ットで コミュニティー ･ケアがな

され易いような,また,これが誘発され易いような空間を作 り出すことは

極めて基礎的なことであるが,港北ニュータウンにおいては,特にこの点

に配慮がなされるべきスポットがある｡それは,集合住宅地に接する緑道

沿いで,線道の反対側に小 ･中学校,集合運動場など,夜間,アクティグィ

ティーが消える施設が配されている部分である｡このような部分において

は,夜間,歩行者が社会的な不安感を抱 くことが充分に予想 され,従 って,

これを取 り除 くための工夫が必要である｡このような工夫は緑道の設計,

あるいはディティルな側面に立ち至るが,緑道沿いの街路灯の配位密度,

など,緑道そのものの計軌 こおいてなされることが多いが,簸合住宅地の

計画においても次のような工夫が可能であるO

(力 このようなスポ yトにおいては,緑道がよく見降せる位位,向きに

住棟を配す｡但 し,具体的展開の方向Ⅰ- 1-l,I- 1-2など,

緑道からの集合住宅地への景観構成に係わって示された方向に留意し

つつ進める必要がある｡

橿) 集合住宅地の tt平場 "と禄道とを結ぶ歩行者路の位位の選定に際し

ては,このような観点からの配慮も加え,このようなスポ ットから

tt平場 "への歩行者路を設けるようにする｡また併せて,このような

歩行者路を夜間においても(殊に通勤者 )人通 りが多くなるように,

tt平場 "内,斜面緑地内の歩行者路のネットワークを組む｡
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§5 ttふるさと "が しのび得 る集合住宅づ くり (基本的方針 Ⅴ)

次に,基本的方針Vについて,その具体的展開の方向を検討する｡

この基本的方針は,この地域にニュータウソの開発以前からあった環境

をふるさととしてとりこむ方向と.新たに造られる環境をもふるさととな

るように発展させる方向の 2つの方向で具体的に展開できる｡

1. 開発以前の地域の姿,環境を大切に扱い, これを集合住宅地の計画に

積極的に位置づける(V-1)

開発以前の地域の姿,環境は,よ9直接的には従来からこの地域に生ま

れ,住んだ人々にとってのふるさとであるが,古 くからの環境は,新規に

ニュータウンに釆任してくる人々にとってもふるさととして心に刻まれ易

いものである｡ましてニュータウンで生まれ,育つ子供達 (人々)にとっ

ては,まさにふるさとの一部となる｡

港北ニュ-タウンにおいては,既述のように都市づくりの基本方針に基

づいて,地域内に古 くからあった神社･仏閣,文化財等がふるさとをしのぶ

要素として保全されているが,上記のような意味から,これらの要素を集

合住宅地の計画にも積極的に取 9込む｡

O V-1- 1 集合住宅地近傍の神社 ･仏閣,文化財等へのヴィスタ,

アクセスを計画に組み込む｡

操全された神社 ･仏閣は.いずれも魅力のある空間であ b,新 しい環境

に対 して一つのコL/トラス トを与える存在となろう｡また子供達にとっては

他の集合住宅地には兄い出されない別のタイプの萎び場となろう｡

76

O V一 1-2 集合住宅地 '平場 "の植栽は.地域に発達している植

生から選択する｡

地域においては,コナラ, クヌギ,モウソウ竹などが発達しており,こ

れらは集合住宅地内の斜面緑地においても,よく見られる植生である｡こ

れらの樹木を斜面緑地の延長として, tt平場 "内に引き込んだ緑地(具体的

展開の方向Ⅰ-2- 1),あるいは仕様間などに植 えることは,この基本

的方針を具体化する一つの方向であるとともに,集合住宅地とグリーン･

マ トリックスとを一体化する一つの道具ともなり得よう0

2. 集合住宅地に新たに来住する人々にとって,新しいふるさととなり得

る環境を創りだす (Ⅴ-2)

"ふるさとは遠きにあ りて思うもの 日と言う｡この場合の tt遠き"は単

に距離的な懸隔だけではなく,時間的な懸隔をも意味 していると理解 した

いo即ち,集合住宅地に新たに来往する人々にとってのふるさとは,単に

一時期港北ニュータウンに住み,後に他に移 り住み,港北から離れてニュ

ータウ./の環境,事象をふるさととしてしのぶばかりでなく,人々の定住促

進が一つの目標でもあることから,これら港北ニュータウンに定住する人

人にとっても昔をしのんでふるさとと感ぜられるようなものでありたい｡こ

のようなふるさとが形づ くられるためには,幼児期の様々な活動,殊に遊

びを通じて接する環境,事象が変化に富んだ豊かなものであること,また,

他では見られないその土地に独得な, しかも永 く存在 しつづける環乳 習

慣等が備わっていることが大切であるように思われる｡

しかしながら,ふるさとは個々人の多分にメソタルな領域に属するもの

であ 9,また集合住宅地の計画においては,多勢の人々がふるさととして

しのび得るような環境を,多分に-ードな側面で造 bだすことであるので,



Ⅴ-2に示された方向を具体的に展開することは必ず しも容易ではない｡

O V-2-1 子供達が自ら遊び方を工夫 し,また,新しい遊びを兄

い出し得るような変化に富んだ空間を随所に用意するo

斜面緑地自体が既述のように,かくれんぼ,冒険ごっこ,セ ミとり,巣

づ くり, .･,等々,このような空間として最適であるが,他に以下のよ

うな工夫が考えられる｡

(む tl平場 "内の造成法を利用 して, トソネル,滑 り台等が組み込まれ

た築山,落差のある自由広場等, レベル差を利用 した遊具,遊び場を

設ける｡

④ tt平場 "内に保全された斜面緑地が入 り組んでいる場合は,その入

り隅を子供達の遊び場となるようにする｡例 えば,図Ⅱ-2120に

見られるように,歩行者路も組み込んだ変化に富んだ立体的な遊び場

を作ることができる｡

@ この他,住棟間のちょっとした空閑地を,このような空間,遊び場

を造 Dだすという視点から大切に設計する｡

O V-2-2 集会施設,斜面緑地等,集合住宅地内の施設を日常生

活にタイ トに結びつけるようにする｡

集合住宅地に住む人々にとってのふるさとは,各人が自己に照らしてみ

れば想起されるように,家族とよく行った近 くのスーパーマーケット,通

勤 ･通学の道筋,子供と一緒に遊んだプレイ pット,散歩 した住挟間の空

間など,比較的どこにでもあるようなものであろう｡ これ らはいうまでも

なく,集合住宅地の内,外に及ぶが,共通 していることは,戸外の環境で

あること, 日常生活において比較的よく利用 した,あるいは接 した環境で

図Ⅱ-2-20 斜面緑地の入り隅を利用 して変化に富んだ公園,遊び場

を造る

あることなどである｡即ち,距離的,時間的懸隔を経て容易に想い起すこ

とができるものがふるさとであるとするなら,これらは決 して住戸の中に

はなく, 日常生活と比較的タイ トに結びつけられていた戸外の環境である｡

従って港北ニュータウンの集合住宅地においても,戸外の主要な環境に居

住者をタイ トに結びつける工夫が,ふるさとをしのばせる集合住宅地づ くり

のためには必要であるように思われる｡

① 集会施設を各集合住宅地,あるいは各コミュニティーのできるだけ

目立つ位置に置 くとともに,できるだけ多 くの住人の利用を換起する
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施設とする｡このためには無論,多様な催 し物,けいこ事などを開催

するなどのソフ トな側面での工夫が重要であるが,住民が多用な活動

に利用 し得るような豊かな施設とするO

集会施設の建設を住棟の建設と切 り離 し,施設の企画,設計を住民

の手に委ねるなどの工夫があってよい｡これはまた住民参加の集合住

宅地づ くり(基本的方針 Ⅱ )とも関係する事項である｡

㊤ 斜面緑地-住民をできるだけ誘なうようにする｡斜面緑地へのイ ミ

ーディアシーを高める方向 (Ⅰ-3)を,即ち住民の日常生活に斜面

緑地をタイ トに結びつける方向として位置づけることも可能であるが,

斜面緑地を利用 したtt花木 コンクール "などを核 として, 日常生活に

結びついた形で tl港北まつ b"を開催するなどの工夫もあってよい｡

§6 まとめ (港北ニュー タウン集合住宅地 のあ り方)

これまで相当の紙幅を数やして,港北ニュータウン集合住宅地のあ 9万,

即ち,計画の基本的方針,及びその具体的展開の方向について述べて来た

が,記述が長きに亘 ったために全貌を理解することが困難であるように思

われる｡そこで容易な理解に供するために,また,この調査研究における

今後の作業の展開に備えて,次頁以後に簡略に整理 してお くことにする｡

即ち,港北二ュ-タウン集合住宅地のあ り方の要約である｡
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港北 ニュー タウン集合住宅地 のあ り方

基本方針Ⅰ グリーン ･マ トリックスの存在を生か した集合住宅地づくり

Ⅰ一 1 グリー ソ･マ トリックス,集合住宅 (也 )相互間の景観,眺望

が望ましいものとなるように留意する｡

1- 1- 1 線道等から集合住宅地-の景観が,緑豊かでかつ,

圧迫感の少ない心地よいものとなるように住棟の形式,

配置に工夫を蘇らす｡

Ⅰ1 1- 2 グリーン･マ トリyクスの視覚的案内役 (ケル ン)

として, グ1)-ノ｡マ トリックス沿いの街区に頬似の

シンボリックな住棟を配す｡

Ⅰ- 1- 3 道路から住棟問,あるいは住棟越しに斜面緑地が見

通せるように住棟を配す｡

Ⅰ一 1- 4 できるだけ多 くの住戸から斜面緑地,公園等-の眺

望が確保されるようにする｡即ち,住戸によるグリー

ン･マ トリックスの視覚的共有,参加を可能にする｡

Ⅰ- 2 斜面緑地を集合住宅地の外部空間の構成に生かすとともに,グ

リー./･マ トリックスが持つ空間の質, 7クティゲイティーを塊

合住宅地 (住棟間 )にも導入し,集合住宅地とクリ- ノ.マ トリ

ックスとを一体化する｡

Ⅰ- 2- 1 斜面緑地を銀合住宅地の外部空間の構成に生かすと

ともに,当該の集合住宅地に住む人々が斜面緑地-7

プローチし易くなるように住棟を配す｡

Ⅰ- 2- 2 斜面緑地,緑道を集合住宅地の tt平場 "(佳棟問 )

に引き込む｡

Ⅰ-2-3 住棟を斜面緑地内に Itなだれこませる".

Ⅰ- 3 斜面緑地は維持,保全することを原則としつつも,保全と利用

の効果的な接点を兄い出し,その存在価値を高めるとともに,イ

ミーディアシー(親しみ易さ)を確保する｡

Ⅰ1 3- 1 斜面緑地に小規模な公園等を配し,アクティヴィテ

ィーを導入するとともに,これらのアクティヴィティ

ーが緑道,道路等からも認められるようにする｡

I-3-2 集合住宅地内の雨水排水を利用して斜面緑地内に水

の流れを造 り,これを緑道沿いの ttせせ らぎ "に結ぶ｡

基本的方針Ⅱ 周辺の他用途用地の存在に配慮 した集合住宅地づくり

Ⅱ - 1 集合住宅地近傍の集合段用地,農業専用地区の存在に配慮するo

Il- 1- 1 1張合出用地における幾業利用の妨げにならないよう

に任侠を配すo

Il- 11 2 妓合皮用地,農業専用地区を集合住宅地からの景観

要素として位毘づけ,これらの忠地が住戸から眺望で

きるようにする｡

Ⅱ- 2 集合住宅地周辺の独立住宅用地の存在に配慮する｡

Ⅱ- 2- 1 独立住宅用地に接する集合住宅用地の ノー/におい

ては, 日照,景観,スケール感等に配慮 しつつ住棟を

配す｡

Il- 21 2 独立住宅用地に接するゾーン等にJR･合住宅地の落差

の大きい法面がある場合には,この威圧感をできるだ

け取 り除 くように工夫する｡

Ⅱ- 3 集合住宅地に接するサブセ/クー用地の存在に配慮する｡

Ⅱ- 3- 1 サブセ/クー用地に接するゾーンにおいては,商店

等のセンター施設がより機能し易いように任侠形式.
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港北 ニュータウン集合住宅地 のあ り方 (つづき)

住棟配置などの工夫をする｡

Ⅱ-3-2 サブセンタ-用地に接する集合住宅地においては,

計画戸数密度をできるだけ高くする｡

基本的方針Ⅱ 住民参加による環境づくりを誘発し易い集合住宅地づくり

Ⅲ - 1 住民による環境づ くり, コミユニティー形成,管理を誘発する

場 として斜面緑地を考える｡

Ⅷ- 1- 1 斜面緑地に,住民が利用方法を考え,決定し,維持,

管理 し得る場を予め設定する｡

Ⅲ - 1- 2 住民による斜面緑地の維持,管理がなされ易いよう

に,斜面緑地内の歩行者路を設けるO

基本的方針Ⅳ 高水準で安全な環境を備えた集合住宅地づくり

Ⅳ-1 港北ニュータウンの集合住宅地であるが故に (許される )新し

い住戸,住棟のタイプ,外部空間を追求する｡

Ⅳ- 1- 1 1<やぶにらみ "の住戸,住棟の開発

EV- 1- 2 北側に居間のある住戸の開発

Ⅳ-1-3 低層高密度住宅 (也 ),路地空間の開発

Ⅳ-2 多様な側面で安全,快適な環境を造る｡

】V- 2- 1 集合住宅地内においても必要に応 じて人車分離のシ

ステムを導入する｡

Ⅳ-2-2 線道沿いの空間で,必要な個所には人間の存在感を

導入し,社会的安全性を確保する｡
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基本的方針V 廿ふるさと"が偲び得る集合住宅地づくリ

V- 1 開発以前の地域の姿,環境を大切に扱い,これを集合住宅地の

計画に積極的に位置づけるo

v- 1- 1 集合住宅地近傍の神社 ･仏臥 文化財等-のヴィス

タ,7クセスを計画に組み込むo

V- 1- 2 集合住宅地 tl平場 "の植栽は,地域に発達している

植生から選択する｡

V-2 集合住宅地に新たに来任する人々にとって,新 しいふるさとと

な り得る環境を創 りだす｡

V-2一一1 子供達が自ら遊び方を工夫 し,また,新 しい遊びを

兄い出し得るような変化に富んだ空間を随所に用意す

る｡

V-2-2 集会施設,斜面緑地など,集合住宅地内の施設を日

常の生活にタイ トに結びつけるようにするO

I

-

･

-

-
,
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第III章 集合住宅地のイメージプランの作成

次に･港北ニユータウン第Ⅱ地区を検討対象地区として,同地区内のJR合住宅

地について･オーブ/スペース･景乱 コミユニティー,住戸,住棟などの多様

な側面から,空間的イメージを検討し,イメージ7.ランを作成する｡

この検討は,前章で検討 した港北ニュータウン集合住宅地のあ り方,即ち集合

住宅地計画の基本的方針･及びその具体的展開の方向を,第Ⅱ地区内の代表的な集

合住宅地において即地的に実体化 し･これらの基本的方gf,具体的展開の方向を

実体として伝えるとともに･併せて削 ヒこい タウン張合住宅地のあり得べき像

(すがた )を描こうとい うものである｡

は じめに,このような検討を進めるためのモデル的な街区 (集合住宅地 )を選

定する｡





ⅠⅠト1 モデル街区の選定

イメージブランの作成作業が前記のような日的,狙いを持 ったものであ

ることから,この作業を港北ニュータウン第Ⅱ地区の 21ヶ所のすべての

簸合住宅地で行うことは必ずしも必要としない｡それはまた,集合住宅地

の敷地条件の整理の項 (Ⅰ- 3)で示 したように, 21ヶ所の集合住宅地

は,幾つかの側面から類型化できそ うで,一つの集合住宅地でのこのよう

な作業の検討結果が,その頬型に属する他の鮭合住宅地においても演梓で

きると考えられるからでもある｡

このような考え方から,イメージプラ./の作成作業の狙いに鑑みて,検

討対象とすることがふさわしいと思われる妓合住宅地を,第Il地区の張合

住宅地の中から,モデル的に幾つか選び出すことにするo

Sl 選定の視点 と候補

モデル的に選び出される街区 (以下,モデル街区と呼ぶことにする)は

上記のような性格を持ったものであるが,これを選定するに際しては幾つ

かの視点が考えられ,またそれぞれの視点に適った集合住宅地を候補とし

て選びだすことができるD以下にモデル街区選定の経過を明らかにする意

味もあって,選定の視点と候補を推理する｡

1. モデル街区<の検討結果が,他の多くの集合住宅地にも汎用し得るよ

うにモデル街区を選定する｡

･ 各集合住宅地の属性,即地的条件等に基づき.全集合住宅地を技塾

化 し,各採型の中からモデル街区を選ぶ｡この場合のモデルは典形と

いう意味である｡

･ 前章で検討した集合住宅地計画の基本的方針,その具体的な展開方

向を多く検証できるように選定する｡

このような視点からのモデル街区の院補 としては▲ 8, 10, 17の各

街区が挙げられ,これはそれぞれ以下のような理由によっている｡

8街区 :tt平場 "の北側に斜面緑地が配されている集合住宅地の典形

である｡このようなケースの検討対象として格好である｡

10街区 :面積が第Ⅱ地区の中では最も大きく,検討する事項も多 くあ

ると考えられ.従って他の集合住宅-汎用し得る検討結果,

あるいは検証できる具体的展開の方向も多くあるものと期待

できる.

17街区 tt平場 "の中央に斜面緑地が配されてお り,港北ニュータウ

ンの集合住宅地計画の大きなテーマであるグリー./･マ トリ

ックスと任侠 との空間構成に関するスタディーの場として格

好である｡

2. 第Ⅱ地区全体,あるいは港北ニュータウンの トータルの空間構成を検

討するとい う視点から｡

･ 第Ⅱ地区中央には多くの集合住宅地を結ぶ形で半円形のグリー/･

マ トリックスがあり(図Ⅰ-1- 3参照.第 1地区においても頬似の

構造がある ),娘合住宅地相互間の空間構成に留意しつつ検討する上

では,この部分のグリーソ･て トリノクスに接する集合住宅地を選定

する｡

･ オープノ･スべ-ス系をより豊かにする,あるいはグリー/ ･マ ト

リックスが弱い部分を補強することができる集合住宅地を遥定する｡

･ ニュータウン外からのアプローチ道路,あるいはニュータウノ内の

主要道路,歩行者専用道等からの景観に配慮し,またこれら道路上の

シーク- /スをデザイ/することが一つのテーマとなるが,この観点
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からのスタディーが必要とされる,あるいは可能である集合住宅地を

選定する｡

このような視点からのモデル街区の候補は 9, 10街区であり,それぞ

れの理由は以下の通 りである｡

9街区 :第Il地区のほ ゞ中央に位直し,中央のグl)-ソ ･ マ トリック

スに接し,また,ニュータウンの多くの地点から望まれ,第

Ⅱ地区全体の空間構成上,重要な集合住宅地である｡

10街区 一タウンセンターからの歩行者専用道に 2辺が接し,従って,

これ らの歩行者専用道からのシークエ ンスをデザインするこ

とが大切であるとともに,第Il地区の中では一つの lt見せ場 "

的な集合住宅地である｡

3. 是非検討して見たい集合住宅地を選定する｡

･ これまでの港北ニュ-タウ/の計画づ くり,都市づ くりの過程で,

担当者,関係機関等の問でイメ-I)として持たれていた集合住宅地の

空間構成の考え方があるが,これを検証 して見たいと思われる集合住

宅地｡

･ 港北ニュータウ./の集合住宅地を ltP.a.=できる集合住宅地｡

･ 港北ニュータウ/はもとより,わが国の集合住宅地づ くりをリー ド

して行 くとい う観点から,このような狙いが実体化できそ うな,計画

上の自由度が高いと思われる集合住宅地｡

このような視点からのモデル街区の候補は, 2, 6, 10, 17の各街

区がふさわ しく,それぞれの理由は以下の通りである｡

2街区 :すでにグリー /･マ トリックスの典形として tlせせ らぎ "を

持った緑道が完成され,これに接する集合住宅地において空

間構成を示すことは意義がある｡

6街区 :タウン七l/ターに近く,しかも既存寺院の境内,緑地をとり

囲む集合住宅地であり,グ')一 ･/ ･ マ トリックスを含んだ空

間構成の上で港北ニュータウンの集合住宅地をtlP.a"する

にふさわ しい｡

10衝区 :タウンセンターに近いことから,また的区画街.が大きく.比

較的計画上の自由度も高いように思われることから,港北ニ

ュータウ./の集合住宅地を"P.a:'できる街区となり得ると

期待できる｡

17街区 :先に述べたように tt平場 "の中央に斜面緑地が配されており,

緑地を含めた集合住宅地の空間造 りとい う上で新 しい,質の

高い張合住宅地造 りが期待できる｡

4. 検討しなければならない集合住宅地を選定する｡

･ これまでの港北ニュータウン計画の諸経緯,諸事情などに鑑み,検

討する必要があると思われる集合住宅地｡

･ 計画上,問題が多いと思われる集合住宅地｡

･ 事業スケノユール等から,検討が急がれる躯合住宅地｡

このような視点からのモデル街区の院補は, 3, 20街区であるが,そ

の理由は以下の通 りである｡

3街区 .集合住宅地の中央に大きく斜面禄地が割 り込んでいる関係か

ら, tt平場 "が小規模で不整形な形となってお り,しかも高

圧線の鉄塔,高圧線数があ り,従って,任棟配位の自由度が

限定され,計画上問題が多いと思われるLJ11合住宅地である｡



一方,横浜市の中心部から,あるいは第 3京浜道路からニュ

ータウンを訪れる場合,最初に目に入る集合住宅地であり

(先の第 2の視点からも選定候補 と考えられ ),イメージア

ップを囲っておきたい集合住宅地である｡

20街区 :グリーン･マ トリックスとの係わ り合いはないが,ニュータ

ウン周辺部にあり,近隣セノクーに接する集合住宅地である｡

この近隣センターには既述のように,地権者からの申し出で

により換地された ｢特別な用地｣が含まれてお り,近隣セ ノ

クーと集合住宅地の様々な側面でのBg係は地権者の感心が高

く,また,このような関係にある集合住宅地が他にもあるこ

とから,一つの典形としてモデル街区としておく必要がある｡

5, 住宅公団港北開発局による作業結果のスタディーに基づく選定｡

以上の 1から4までに述べたモデル街区選定のための視点.及びこれに

基づ くモデル街区の険補は,住棟配置の検討,グリーン･マ トリックスを

含めた外部空間の構成の検討,- ･･,等々のLJ:1合住宅地の計画作業をある

程度具体的に行って後,設定され,あるいは選定されたものではなく,調

査の目的に鑑み,また今後の作業の展開を洞察 して先験的に設定,選定さ

れたものである.モデル街区の選定は,本来それぞれの集合住宅地におい

て具体的にある程度スタ-ディーを行って後になされることが望ましいで

あろう｡

そこで,このような必要性に応えるものとして,住宅公団港北開発局の

内部作業として行われた各集合住宅地のスタディーの結果を代替させ,役

立てることにした｡

この作業は,港北ニュータウンの全ての集合住宅地について, VIPOO

のスケール (一部 )1/500)でなされた設計作業であるが,これによって

作成された各集合住宅地のブランを一葉の 1/2.500の造成計画図の上に

集成し,これを弟つかの観点からスタディーした｡

主要な観点は,言うまでもなく,具体的に計画がなされたこれらのプラ

I/を通 じて.それぞれのプラ/が依拠している各集合住宅地のポテンンヤ

ルを透視,分析し,モデル街区の選定に資することであったが,その他の

観点は,

･ 港北第Ⅱ地区のLJ言合住宅地を地区全体としてとらえ,認識を深める｡

･ 各街区に共通する設計上の考え方,仕様を知る｡

● 地区全体 とい うレベルでコー ド化し得るものを考 える｡

等であった｡

モデル街区の選定に資するという観点からのスタディーは,各集合住宅

地における計画, プランの良し悪Lを評価することではない｡多様な住棟

が配置され,集合住宅地内の道路,駐車場,歩行者路,外部空間等,多様

な側面の検討がなされた状態で,各脹合住宅地を分析することは,そこで

の収容可能戸数の推量はもとより,当該の集合住宅地の様々な属性,ある

いは資質を把握することを容易にする｡このスタディーはこのような観点

からなされたものであ り,従って,前記 1から4までの先験的になされた

モデル街区の候補の選定作業を,実体化されたプラノをベースに逢坂的に

補完しようというものである｡

具体的には公団港北開発局による設計作業の結果を次頁のような項 Elか

ら評価 し,評価結果が高かった街区は,例えば,

･ より多 くの可能性を秘めている｡

･ 設計上の自由度が高い｡

･ グリーンマ トリックスとの対応で豊かな外部空間が構成され得る｡
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とい うように判断し,逆に評価結果が低かった街区は,

･ 例えば街区面積が狭く,あまり設計上の自由度がないO

･ グーノマ トリックスと接しておらず,通常の集合住宅地における空

間構成の域を出ない｡

というようにとらえ,モデル街区選定の上で一つの指針を与えるとい うよ

うに理解する｡

上記のようなスタディー,評価の結果に基づ く,各集合住宅地の属性,

資質は以下の通 りである｡

① 多様な側面で可能性を秘めていると思われる街区 :

3, 10, 13, 14, 17街区

㊥ グリーン･マ トリックスとの対応で豊かな外部空間を構成し得ると

思われる街区

10, 13, 17街区

@ 設計上の自由度があまり期待できない街区 :

6, 7, 9, ll, 12街区

上記㊥で挙げ られた街区の多 くは,街区面街が小さい,あるいは街区の

形状が南北に細長いなどの理由によっている｡

公団港北開発局による設計作業結果の評価項目

1 住んだ人の立場から

① 眺望 ⑧ 外部空間 ㊥ 日照,通風

2 街区の利用状況

① 利用度 (参 外部空間 (住棟間の利用 )

3 1街区周辺との関係

① 周辺-の影響 ㊥ クリ-/マ トリックスとの関係
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④ 筒辺からの景観

4 街区における空間構成

(彰 7イデソティティー @ 任棟 ミックスの構成

§2_ モテル街区の選定

以上に述べたモデル街区選定のための様々な視点,それに基づ く候補,

また.住宅公団港北開発局の内部作業についてのスタディーの結果等を総

合的に勘案し,さらにこの調査研究の委託者の意向も踏まえて,港北二ュ

-タウン集合住宅地のあり方を突棒化するイメージプランの作成作業のた

めのモデrL/街区として,

2, 10, 17, 20

の 4つの集合住宅地を選定した｡

選定に際しての様々な理由があった中で,これ らの集合住宅地の特徴を

簡略に言うことにもなるので,主要な理由を述べれば以下の通 りであるO

2街区 :"せせ らぎ "を含む緑道が既に完成してお り,モテルプラン

の作成に際して, グリーノ･マ トリックスを実体として捉 え

ながら検討を進めることができる｡また,斜面緑地が tt平場 "

の北側に配されで′､る集合住宅地である｡

10街区 :第Ⅱ地区の中では最も大きな面街を持った集合住宅地であり,

検討結果を他の集合住宅地-汎用するとい う観点も含めて,

多様な観点からの検討が可能である｡

また,斜面緑地が tt平場 日の南側に配されている集合住宅地

である｡

17街区 :斜面緑地が "平場 "中央に保全されてお り.上記 2つの集合

住宅地とは異なった検討が可能である｡また,形状が比較的



整っていることから,多様な可能性を持っていると思われ,

検討対象としてみたい集合住宅地である｡

20街区 '港北ニュータウンの南端にあり,また近隣セノク-に接して

いることから･ニユー●タウ/外 近隣セ ンターとの関係を検

討する上で,格好の集合住宅地である｡

これらのモデ/レ街区の,モデル街区とされた理由,あるいは特徴は上記

の如 くであるが,これらのモデル街区について,第Ilt全区における周辺施

設との位荘関係を図nI- 1-1に示L.計画上の主要な留意事項を表Ⅱ1

1--1に薬理 してお く｡なお,蓑Ⅱ- 1- 1には,敷地条件の整理の項

(Ⅰ- 3- §2)と重複するが,各モデル街区の諸元,地形等についても

改めて整理 してある｡

包∬1 1- 1 モデル街区の位置
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表 Ⅱ -1-1 モデル街区の諸元 と概要

第 2 街 区 第 10 街 区 第 17 街 区 j 第 20 街 区

2. 諸元 Q) 街区両前 56,690m7 86,920mT 58.680mz ,18,7L1日mz48,710m=0_926(令 保存緑地両群(卦 不利用地面も‡④ 有効両税 13.ユ20m143.570m' 31,470m255.450mB 1l一,810′涼47.87〔)mz0.823⑤ 有効宅地率 - 0.929 0.8()3

⑥ 換算有効面前 ilo.480m= 39.40OTnZ

⑦ 計画収容戸数 534- 601戸

3_ 地形 ① tt平場 ●'の高低差 llm(北下り) 10m(北下 り) 13m(東下 り) 10け7(南 Fり)

4- 計画上の留fuT-.事項 ･ 街区南西には,斜面緑地,近隣公 ･ 街区北側の歩行者専用道と南側の ･ 斜血軌 也を挟んで分かれている2 ･ 街lRi北西には近隣センターが接 し

る〇 に設けることが要求されている(回 ･ 地下鉄駅が 1..;,km離れていること

･また街区東方には農業専用地区が広 中破線部分 )o から,この街区においては/ミスが主

がつており,眺望はよいo ･ 街区近傍には近隣公乳 斜面緑地等 要なせ鳩段間となるo

･ 疑道には '■せせらぎ Mが流れていが存在し,これらの景観を街区から バス停は街LF_担1側に接 して設けられ
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地計画の基本的方針,及びその具体的展開の方向をよく吟味することに重

点を置くことの方が望ましいと思われるoこのようなことから,イメージ

プラン作成の方法,姿勢は,上記 2つのアプローチのうち,Bの方向をと

ることにする｡

このような方向をとることによ9,次項 (S2)で措かれるイメージプ

ラソは,以下のような方向を結果する｡

･ 港北ニュータウン集合住宅地の基本的方針,及びその具体的展開の

方向を実体化 し,吟味するという観点から必要とされる場合には,一

つのモデル街区においても複数のプラン(イメーンプラソ)を提示す

る｡

･ 各イメージプラ./は,前提条件として整理されている各集合住宅地

の計画戸数 (Ⅰ-2-§2)を収容することを原則とするが,イメー

ジプラソの作成に際して,この計画戸数を収容することの難易,ある

いは是非についても吟味する｡

･ このようなことから,各モデル萌区において描かれたイメージプラ

ンは,当該の集合住宅地のあ り得べき像(すがた)を示すものである｡

§2 イメージプランの作成

これまでに述べたイメージプランの役割,位置づけ,またその作成の方

法を体 して,各モデル街区において 1/1,000のスケールで模型によるスタ

ディーを行いながらイメージプランの作成作業を進めたが,以下にその結

果を,各モデル街区ごとに順を追って示すことにする｡

なお,各イメージプラソについては,以下のような諸点について,それ

ぞれのプランの考 え方を述べることにする｡

1) 全体的な計画の方針,構成

･ 土地 (tt平場 ")利用,施設配置

･ 動線計画

･ 住棟 ミyクス,その他

2) 集合住宅地計画の基本的方針,及び各具体的展開の方向の実体化,隻

間構成

･ 当該のイメージプラソにおいて実体化 し得た具体的展開の方向

･ 実体化 し得なかったが,実体化することが望ましい具体的展開の方

向については特記する｡

3) イメージプランの作成を通 じて認められた事項,問題点

･ 計画戸数収容の難易,是非

･ 計画に際 しての留意事項,問題点

･ その他
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第 2街区イメージプラン ･その 1

(D 全体的な計画の方針,構成

･ 独立住宅用地に接している部分が多いこと, lt平

場 "の形状が南北に細長いことなどの街区特性から,

低層棟を主体に配し,

･ また.計画戸数を収容する上からは必然的に高密

度となり,さらに斜面緑地を持っている街区である

ことから,具体的展開方向Ⅳ - 1- 3tt低層高密度

住宅 (地 ),路地空間の開発"を実体化するにふさ

わしい街区である｡

･ また,街区西南の近隣公l乱 ttせせらぎ"のある

緑道,南東側に接する高等学校など-の住戸からの

眺望を確保すべく適所に高層棟も一部配す｡

･ 車の進入路は,北,東,南の三方に接する都市討

画道路,住区幹線道路から分岐させることが可能で

あるが, tt平場 ''とのレベル差の少ない東側の都市

計画道路から設けることが望ましい｡

･ 歩行者路については,街区三方 (北,東,宿 )に

設けられているバス停,北側の小学校,西側の緑道

を結ぶように街区内の幹線を設ける｡
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@ 基 本 的 方 針 , 具 体 的 展 開 方 向 の 実体 化

〟-1-3 低層高密度住宅(地),路地空間の開発(衝区全体)

･限定された教の高層棟以外はすべて低層棟とし,コントラストのある空間構成とするO

〟-2-1 集合住宅地内においても必要に応じて人車分盤のシステムを導入すら(街区全体)

･街区三方にある,;ス符を結ぶように歩行者路の幹線を設け,この幹線は道路との交差を少くする｡

n-1-2 住民による斜面緑地の維持管理がなされ易いように,斜面緑地内に歩行者格を設ける｡

A-2-1 独立住宅用地に接するLLi合住宅地のゾーンにおいては,日照,景観等に配放しつつ住棟を配す｡

･街区北,東側の独11住宅地に連続して低層棟を配す｡

I-ー 4 できるだけ多くの住戸から斜面緑地,公園等への眺望が確保されるようにする.住戸によるグリーソ17ト･),クスの視覚的共有,

参加を可鍵にするO

･この位位から南西方向の近隣公臥 斜面掠地を望む｡

〟- 1- 1 hやぶにらみ"の住戸.住棟の開発｡

･南西方向の近隣公E乳 南東方向の高等学校を望むo

ト 1I 1 撮道から雄一合住宅地への狭軌が,掠豊かでかつ,圧迫感の少ない心地よいものとなるように任棟の形式に工夫を凝らす｡

･緑道側に低層棟を配す｡

I-3- 1 斜面長地に小規模な公園等を足し.7クティヴィティーを宙入するとともに.これらの7クティヴィティーが掠道からも認められ

るようにする｡

t12-2 斜面疑胤 禄道を集合住宅地の¶平場わ(任侠間)に引きこむ.

1~3-2 集合住宅地内の雨水排水を利用して斜面緑地内に水の耽れを造り,これを緑道沿いの巾せせらぎ"に結ぶ｡

n一一 2 集合良用地,農業専用地区を牛舎住宅地からの景観要素として位置づけ,これらの農地が住戸から眺望できるようにする｡

V-212 集会施乳 斜面接地など,塊合任宅地内の施設を日常生活にタイトに結びつけるO

･集会施設を歩行者路の交点に設ける｡

〟-I-2 北側に居間のある住戸の開発

･北側の"せせらぎ",斜面緑地を望む｡

㊤ イ メー ジプ ラ ンの作 成 を通 じて 認 め られ た事 項,

問題点

･ この イ メージ プラ /の場合,収容 し得 た計画戸数

は 464戸｡ この街区に配分 されてい る計 画戸数は

486-る46戸である (I- 2- § 2参照 )O従 って

収容 し得た計画戸数は若干少な 目であるが,街区が

面積 も小 さく,不整形 であることか ら戸数増は なか

なか困難 である街 区である｡

･ 従 って,斜 面緑地 北端 の,現在裸地にな ってい る

部分 (現況地形のみが保全 されてい る )は,巌 勾配

で もあるこ とか ら,住棟 を配す るこ とが許 されて も

よい よ うに思われ る｡

･ この鋳 区は,上 記の計画戸数 を下廻 って よい強い

理 由も兄い出 され ない ことか ら,計画戸数程 度は収

容 され るべ きである｡既 述 の 通 り高 層棟 の 配 置 は

限定 されるこ とが望 ま しい街区であ るこ とか ら,上

記の よ うな方 向が許容 されるこ とが望 ま しい｡



第 2街区イメージプラン ･その 2

(垂 全体的な計画の方針,構成

･ 街区東側は高等学校用地及び独立住宅用地に接し,

西側は集合住宅用地内に斜面緑地が保全されている

とともに,近隣公園に接している｡

･ このような敷地条件に対応して, tt平場 ''東側の

南半分には高層棟を配し,高等学校の持つスケール

になじませるとともに,高等学校及びその南側に広

がる盈業専用地区の持つ広々とした景観を眺望する｡

tt平場 "のその他のゾ-ソは,緑道からの景観,

また斜面緑地,独立住宅用地の持つスケールに対応

させて低層棟を配す｡この場合,先の集合住宅地の

あり方の具体的展開方向の一つである露地空間のあ

る低層高密度の住宅地を形成するよう努力する｡

･ このようにして tl平場 "全体の空間構成は,高層

軌 低層棟の 2種規の住棟が対峠するコントラス ト

のあるものとなる方向を指向する｡

･ 自動車.歩行者の街区への進入位置,衝区内の動

線計画は概ね第 2街区イメージプラン･その 1に準

じている｡
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第10街区イメージプラン ･その 1

(D 全体 的な計画の方針,構成

･ 斜面緑地とtt平場 "とが接する付近の空間構成,

住棟配置のあり方,斜面緑地の維持,管理,グリ-

ノ･マ トリックス-の眺望,--･等々,斜面緑地に

係わ り合いのある具体的展開の方向をできるだけ多

く実体化することに留意して作成したイメージプラ

ンである｡

･ 上記の狙いに適 うよう住棟配慮に一つの "かた "

を導入し,これを一つのコミュニティーのクラスタ

ーとするとともに.街区全体を構造化するシステム

の単位とする｡

･ 車の進入路は街区東,北側の 9m道路から分岐さ

せる｡また歩行者路は街区中央部を南北に縦断する

歩行者専用道から分岐させ,両者を原則的に分離｡

･ 住棟 ミックスについては, グ1)-ソ マ トリック

スを眺望 し得る住戸ができるだけ多 くなることを配

慮 して低,中,高層を適所に配す｡
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⑦ 基 本 的 方 針 , 具 体 的 展 開 方 向 の実 体 化

〟-2-J LJ:,合住宅地においても必要に応じて人車分離のゾステムを導入する(街区全体)｡

･ifi区中央の歩行者専用道から歩行者略を分岐 し,道路は街区の東西両側からという/{クー･/とする.

A- I- 1 鮭合農用地における農獅 q用の掛デにならないように住棟を圧す｡

･JR合住宅地に隣接して北側に集合農用地がある｡

皿一2-2 独立住宅用地に接する部分に落差の大きい法面がある場合には,この威EE感をできるだけ収 り除くようにする｡

･法面をl'平場 "側に移動させ,独立住宅地側に平らな部分を設け,花増等を配する｡

1-1-4 できるだけ多くの住戸から斜面緑地,公園尊への眺望が確保されるようにするO

･正南面に対して角度をもって住棟を配す｡

Ⅱ-I-2 集合農用地,農業専用地区を船台住宅地からの景観要素として位置づけ,これらの農地が庄戸から眺望できるようにする｡

･街区南には大規模な良菜専用地区が広がっている｡

I-2-1 斜面緑地を非合住宅地の外部空間の構成に生かすとともに,当該の集合住宅地に住む人々が斜面緑地に7プロ-チし易いように任

侠を配す｡

･斜面板地上端の樹木と任侠との間に半私的な空間を造るとともに, "平助 "内の歩行者路を斜面緑地に結びつける｡

〟- 1- 1 ttやぶにらみ "の住戸,任侠の開発

･西方向の斜面穀粒,吏方向の近隣公園-の眺望｡

vl 2- 1 子供達が自ら遊び方を工夫し,また新しい遊びを兄い出し得るような変化に富んだ遊び場を随所に用恋する｡

･斜面緑地の裸地を利用してL,ベル差のあるプL,イロットを設ける｡

I-2-2 斜面疑地,林道を蜂合住宅地の t'平場 "(住挟間)に引き込むo

I-3-2 集合住宅地内の雨水排水を利用して斜面殻地内に水の流れを造 り,これをtlせせ らぎ''と結ぶ｡

帆-)-2 住民による斜面緑地の維持.管理がなされ易いように,斜面緑地内に歩行者路を設ける｡

I-3-1 斜面緑地に小規模な公娼等を配し,7クティグィティーを番人するとともに,これらの7クティグィティーが掠道からも認められ

るようにする｡

n- 】- ユ 斜面緑地に,住民が利用方法を考え,決定し,維持,管BjiL得る場を予め設定するo

刀-2-) 独立住宅用地に按する./一 ･/においては,日風 景乳 スケ-ル感等に配膳 しつつ住棟を配す｡

･北側の独立住宅用地を考慮して"平場 "北勺削こ駐車場を設ける.

④ イ メー ジ ブ ラ ン の作 成 を通 じて 認 め られ た 事 項 ,

間罪点

･ この イ メージ プラ '/は既 述の通 り,住棟 配置 に一

つの ttかた "を導 入 し,街区全体 を この ttか た "を

構成要 素 とした システ ムで構 造化 しよ うとい うプラ

ンで あ る｡ 一般 に この よ うな手法 を とる場 合.要 素

とな ってい る tlかた "を繰 り返 し用い る こ とに よ っ

て全体 の システムを明解に見せ るこ とが可能 に なる

が, この街 区の場 合, tt平場 "が南 北方 向に狭い こ

と,形状 が 不整形で あ るこ とな どか ら, tlか た "の

繰 り返 しは なか なか 困難 であ る｡ この 困難 を解 決す

る一つ の手法 は,構 成要素 で あ る ttかた "を小規模

な もの にす る こ とで あ るが, この イ }-ジ ブラ ./に

おい て も規模 の小 さい住棟 を主体 と して用い てい る｡

港 北 ニュー タ ウ ンの 張合住宅地 が 小規模 で, 不整

形 な もの が多い ことか ら, この よ うな手 法 を用い て

計 画す る場 合,上 記の よ うな困難 は避 け難 い ｡

･ この イ ノージ ブ ラ ンで収 容 し得 た戸数 は 586戸で

あ る｡ この街 区 に配 分 され てい る計画戸 数は 534戸

か ら 601戸で あ るこ とか ら,収容 し得 た 戸数 は順 当

で あ る と思わ れ る｡







第10街区イメージプラン ･その 3

(∋ 全体的な計画 の方針,構成

･ グリー./･マ トリックスの幹線に面し,グリーン･

マ トリックスとタウ,/センターとの tt架け橋 "とし

ての機能を持つこの街区は,多くの人通 りが期待さ

れるところである｡また港北ニュータウンの中心に

位置し, ダリ-I/･マ ト･)ックスの言わば tl-そ "

としても認識できる場所でもある｡これらのことか

ら,この街区における保全赤地はより豊かに見せる

ことが望ましいもの と考えられる｡そこでこのプラ

ンは保全緑地を強調すべ く緑道から見て全ての住棟

が斜面緑地によって穏されるように住棟を配すとい

う方向で検討 したものである｡この場合,密度上長

も効率よく配置するために,斜面緑地に近い位置に

は低層住棟を配 し,斜面緑地から序々に遠 ざかるに

従って中層,高層の住棟を配置してゆくことを基本とする｡

･ 歩行者専用道が街区のほぼ中央を横断することか

ら,この歩行者専用道を境いに,コミユニティー単

位を大きく東西に 2分し,歩行者専用道の人事分離

を徹底する｡
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第10街区イメージプラン ･その 4

(∋ 全体的な計画の方針,構成

･ このイメージプランは,線道から集合住宅地-の

景観を望ましいものにしようという具体的展開の方

向Ⅰ- 1- 1を実体化することだけに拘わって作成

したものである｡

･ 即ち,既述した (Ⅱ- 2- §1)集合住宅地の景

観把握の普遍的な原則と,それに基づいて考察した

It緑道から集合住宅地-の景観が,緑豊かでかつ,

圧迫感の少ない,心地よいものとなるような住棟配

置の工夫 "を,線道と按する部分が長い第 10街区

で実体化しようとしたものである｡

. 具体的には,緑道から眺望し得るゾ-ソにおいて

は,プラソに見られるように緑道から集合住宅地へ

の景観が優れたものとなるように然るべき住棟を配

し,高層棟を配置 しても緑道から住棟をとらえるこ

とができないソーン("平場"北側)においては戸数

密度増が心がけられている｡

･ 従って,景観構成を優先させて住棟が選択されて

いることから,住棟 ミックスはその結果である｡

･ 車,歩行者の動線は第 10街区のイメーンプラン･

その 1とは 同ゞ様である｡
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◎ 基本的方針,具体的展開方向の実体化

I- )- 1 禄道から集合住宅地への景観が,緑豊かでかつ･圧迫感の少ない心地よいものとなるように庄嫌の形式･配匠に工夫を蘇らす｡

I-1-2 ダリ-/マ トリ･,クスの視覚的案内役 (ケルソ)として･グリーソマ トリックス沿いの街区に帝似のシソポ1)ックな住操を配す｡

このイメージプラソはこれら2つの具体的展Baの方向を実体化 したものである0歳道の各ポイソトからとらえられる景観が以下に

記述されているような景観となっている｡

d
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A 高層棟 (8F)の妻側がとらえられる景墳であるが,これは生活感

の感ぜられない淋しい景観であるので(刀-2-§1,景観把握の原則

◎参軌 以下同様),前面に中層棟を配し,この祭観を隠す (景観

鞘庇のための住棟配置手法㊥)｡

B 緑道の反対側に小 ･中学校,非合33働 場が配されており.夜間の

社会的安全性を確保するために,禄道から任侠が望まれるように

する｡ (住棟配置手法① )｡

この際,采観の圧迫感を取 り除 くために中層を配す (住棟配位手

法⑧ )0

C 緑の紫観をより塑かに感ぜさせるたか こ.斜面緑地だけがとらえ

られる部分が大きくなるように任侠を配す (任侠配位手法⑦ )0

D :圧迫感の少ない景観を造 りだすために前面に低層棟を配し(任棟

配位手法㊥).後方の高層棟を視線に斜めに(450前後)なるよう

に配す(住横配置手法㊥)｡

E 街区東側へ歩行者専用道が直線的に延びており,遠方からも望む

ことができる位置であるので. シンポl)ブタな高層棟を棟数を限

定して配す (住棟配置手法⑤ )｡

/ I _軍 学 き 一 撃 声

(彰 イメージプランの作成を通 じて認められた事項,

問題点

･ 緑道からの景観構成にのみ拘ったイメージブラ'/

であるが,収容し得た戸数は,園に見られるように,

他のブランと比較して若干低くなっているO配分さ

れている計画戸数 534-601戸に対 して,508戸で

ある｡

･ この街区の斜面緑地は現況地形のみが保全されて

いる部分が比較的多くあるが,このイメージプラン

に見られるように禄道からの景観を重要視する場合

には,必要に応じて高木を補植する必要がある｡こ

の場合,主としてtt平場 "に近い部分を神橋し,そ

れより下の裸地は,具体的展開の方向Ⅰ一31 1,

Ⅱ- 1- 1等を実体化する場として利用することが

望ましい｡

･ このように景観構成に留意した計画であっても,

日照,プライバシー,動線計画など基礎的な事項を

も充分に満足させることは可能である｡



第17街区イメージプラン

(∋ 全体 的な計画の方針,構成

･ 街区中央に斜面緑地が保全されてお り, tt平場 "

は約 7- 10771の レベル差を持って 2つのブロック

に分かれている｡従って両ブロック相互の空間上の

関連性を持たせつつ,また介在する斜面緑地を空間

構成に生かしつつ,両ブロックをそれぞれに計画す

る｡

･ 車の進入路は東側のブロックに対 しては,街区北

側の 9m道路から分岐させ,また西側のブロックは

街区西側の 9m道路から分岐させるが,両者は街区

内で連続させない｡一方,歩行者路は街区北方のバ

ス停,南側の歩行者専用道,小学校等-のアプロー

チを考慮して,中央の斜面緑地を縫いながら,街区

中央に南北に配す｡こうすることにより,主要な部

分においては人事を分離することができ.また斜面

緑地-のイ ミーディアシーを持つことができる｡
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基 本 的 方 針 , 具 体 的 展 開 方 向 の 実 体 化

_4 できるだけ多くの住戸から斜面緑地,公開等への眺望が確保されるように任棟形式を選択し,配鑑に工夫する(街区全体 )｡

･街区中央に斜面緑地があり,また南側には地区公剛 ;広が.'ており,これらをできるだけ多くの住戸から僻観すべく南から北へ

軌 中,高層という願序で配置することを原則とする｡

.グI)-ソマト.)_,クスが街区南(剛こあるためにこの原則が可能である｡

2-】 1)三舎佳宅地内においても必要に応 じて人中分離のンステムをを入する(萌区全体)｡

･(》参照

班-2-2 独立住宅地に接する′一･/に落差の大きい法面がある場合には･この威圧感をできるだけ取り除くようにする｡

･泣面をできるだけ "平助 "側に移動できるように.また経煩斜となるように, "平場 "の計画に留恋する.

V-212 Jii会施乳 斜面緑地など,媒合住宅地内の施設を日K,生活にタイトに結びつける｡

･東西両ブpブクを結びつける歩行者路に沿ってJR全施設を配す｡

l-212 斜面緑地,録道をiLa合住宅地のtt平場 "に引き込む.

u)-1-2 住民による斜面緑地の維持,管BJ!がなされ易いように,斜面緑地内の歩行者路を設ける｡

I- 1-3 道路から斜面緑地が住挟間に見過せるように任侠を配す｡

･道路に沿ってポイソト状の任棟を配 し,また,その奥の中層枚も道路に平行にならないように配す｡

V-2-1 子供達が自ら遊び方を工夫し,また新しい遊びを兄い出し得るような変化に忍んだ空間を随所に用恋するb

･斜面禄地のアルコーブにプt,イp･/トを配し,斜面緑地内の歩行者路橋とのレベル道を利用して立体的な遊び場とする｡

〟-112 北側に居間のある住戸の開発

m-I-1 斜面緑地に住民が利用方法を考え,決定 し,維持,管理 し得る場を予め設定する｡

･この辺 りにある裸地を利用して花公園を配す｡南側の歩行者専用道からもよくとらえられるとともに,隣接する地区公閏の観域

を操舵的,宗観的に拡大し得るo

I-2-1 斜面歳地を集合住宅地の外部空間の構成に生かすとともに,当該の典合住宅地に住む人々が斜面緑地へアブロ~チし易くなるよう

に住棟を配す｡

･斜面緑地近傍には低E.棟を配し,斜面録地との間の空間を半私的なものにするとともに,任探聞の q割れ目"に適宜歩行者路を

配し,斜面振地に7プp-チし得るようにする｡

④ イ メ ー ジ プ ラ ン の作 成 を通 じて認 め ら れ た 事 項,

問題点

･斜 面緑地 が tl平場 "中央 に保 全 され てお り,街 区の

形 状 も比較的整 ってい る ことか ら多様 な可 能性 を持

ってい る と思われ モデル街区 に選定 され た街 区 であ

るが ,や は り多様 な可能性 が 兄い 出 され た｡

殊 に, 具体 的展 開の 方 向V- 2- 1の実 体化 で あ

る斜 面緑 地の アル コー ブ, レベル差 を利 用 した変化

に富 んだ立体 的 な プ レイ ロ ッ トは, tt港 北 ニ ュー タ

ウ ノ集合住 宅地 な らでは "の感 があ り,是 非 ともこ

の よ うな方 向を持 った プ レイ ロ ッ トを実現 した い｡

･ また,住 戸の収容 も比較 的 容易で, この イ メ- ジ

プ ラ ンの場 合,園に見 られ るよ うに, さ らに任棟 を

配 し得 る余地 が 兄い 出 され るが, 490戸 配置 された.

･ この街区は東 側の都 市計 画道路 を隔 てて反対 側 に

第 15街 区 がはゞ対称 形 に存 在 してお り, 両者 を一

体 的 に計 画す る こ と (建設 主体 ,時期等 を同一にす

るな ども含め て )が望 まれ る｡



第20街区イメージプラン ･その 1

(∋ 全体的な計画の方針,構成

･ 港北ニュータウンの最南端にあり,ニュータウン

区域が細長くとびでた比較的高台にある集合住宅地

であることから,周辺 (ニュータウン区域外 )の地

区に対してある程度シンボル性が要求される｡

･ また,街区に隣接して北西側にサブセンター(近

隣センター)が配されていることから,これ-の対

応を考慮して購買力を少しでも高めておくことが望

ましい｡

･ このようなことから,高層棟を主体に高密度住宅

地を計画することを主要な方針とする｡

･ 一方,街区南側にはレベル差の大きな法面があり,

また tt平場 "内にも造成法が東西方向に 4ヶ所にま

とめられて残されており,最も高い tt平場 "と最も

低い tt平場 "とのレベル差は 10mもある.このよ

うなことから,これらの外周部,及び tt平場 "内の

法面を街区南側にまとめ,また隣接する独立住宅

地を配慮して,斜面住宅を配する｡
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@ 基 本 的 方 針 , 具 体 的 展 開 方 向 の 実 体 化

n-3-2 サブセンター用地に接する集合住宅地においては,計画戸数密度をできるだけ高くする(術区全体 )0

･斜面住宅を配 した用地が多くあるが,このプランで収容し得た戸数は配分されている計画戸数と同数の542 戸であるo

〟-2-1 媒合住宅地内においても必要に応じて人草分離のソステムを串入する(街区全体)o

･街区-の道路付,歩行者専用道の取付の状況から比較的容易に人草を分離させることができる｡

+ニュータウン地区内のはずれにある街区であることから,近傍には公図が少ないo従って集合住宅地内に比較的規模の大きい公

園を設ける｡

ロー2-1 独立住宅地に按する/-ソにおいては.日照,完乱 スケール感等に配慮しつつ旺棟を配す｡

V-212 媒会施乱 斜面緑地など躯合柾宅地内の施設をEl常生活にタイトに結びつけるo

･Lj:t会施設を街区中央に,歩行者路に沿って配するO

Ⅳ11-3 低層高密度住宅(地),路地空間の開発.

･斜面住宅とその後ろ側の住棟との間に砿地空間を造る｡斜面住宅が前面にあることから,両者を接近して配正した場合でも,日

照,プライ,;シー等の問題は少ない｡

Tl-3- 1 サブセンター用地に接する/-ソにおいては商店等のセソクー施設が機能 し易いように,任棟形式,住練配'Rなどに工夫するD

･下駄ばきの住棟とする｡

･隣接地-のEl照を確保するために不利用地となる部分を利用して,rllpB店,催物などに利用できる広場を設けるo

･必要に応じて近隣センター利用者のための駐車場を設ける(この駐車場は,この調査の駐車場設忙基準を上廻って設けられたも

のである)0

II-2-2 独立住宅用地に接する/-I/に集合住宅地の落差の大きい法面がある場合には,この威EE感をできるだけ取り除くように工夫する

･街区南側にある落差の大きい,長い法面を利用して斜面住宅を配する｡法面の威EEtE_S,単調さを取 り除くとともに,隣接する南

側の独立住宅にスケール感を合わせる｡

･斜面住宅を効率よく(屑を重ねて)配位するためには,ある軽度の落差が必要であるが,この街区においては, t-平場"内の造

成法をこの部分にまとめ,図に見られるように3-4同程度の斜面住宅を配すoこうすることにより"平場"内のL'ベル差を少

なくすることができ一石二鳥であるo

･また,比較的高台にある街区であることから眺望が得られるが,斜面住宅を配することはこの点からも歓迎される｡

④ イ メ ー ジ ブ ラ ン の 作 成 を 通 じ て 認 め ら れ た 事 項 ,

問題点

･ 高密度 な集 合住宅地 を指 向す る とい うこの イ メー

ジ プラ ン (この方針 は この街 区の計 画方針 とされ て

もよいが )とは逆 行す る斜 面住 宅 を敢 えて配 したが,

南 面す る長大 な法 面を利 用す る一つ の手 法で あ る こ

とか ら, この街 区におい て是非 具体 化 したい もの で

あ る｡

･ 比 較 的形状の 整 った街 区で あ る ことか ら, 他 に比

して住棟 配置は容 易で あ るが, 周辺 に法 面が あ る こ

とか ら, 車の進 入路 を設 け る こ とは必ず しも容 易で

は ない｡

･ この辺 りの ニ ュー タウ ン区域 外 には, 既 に多 くの

人家 が建 ち, 従 って街 区南側か ら街 区 を縦 断 して近

隣 セ /クー, あ るい は街 区北の近隣 公 園等 -行 く者

が多 くあ る と思われ るこ とか ら, 図に見 られ る よ う

に,街 区 内の歩 行者路 を街区 筒辺 の道路 (歩道 )ま

で延長 してお く必要が あ る｡



第20街区イメージプラン ･その 2

(車 全体 的な計画の方針,構成

･ サブセンター用地に接していることから,高密度

住宅地として計画することが考え易い街区である｡

従って日照,プライバ シー等を満足させつつ,計画

戸数をできるだけ高くする方向で住棟配正を考える｡

･ また,サブセンター用地に接するノー/において

は.サブセンターをより魅力的な,にぎわいのある

ものとすべ く,高層 ttげたばき"住棟を配し,買物

広場等を確保する｡

･ サブセンター用地内にある幼稚園の敷地の日照が,

午前 9時から午後 1時までの 4時間確保 (先に多摩

N.T.において,公団南多摩開発局と多摩市とによ

って取 り決められた日照条件と同じ条件をここでも

採用する )し得るよう住棟を配すD

･ 卓の進入路は,法面落差の小さい東,西両方向と

する｡

･ 歩行老路については,街区西側に設けられている

バス停と,北側の歩行者専用道の分岐点とを結ぶよ

うな幹線を設けることを基本とする.

108



◎ 基 本 的方 針, 具体 的展 開 方 向 の 実体 化

A-3-2 サ7'センター用地に接する程合住宅地においては･計画戸数密度をできるだけ高くする(衝区全体)｡

〟-2-1 集合住宅地内においても必要に応じて人車分離のシステムを苗入する(街区全体)o

' 衝r*北側の独立住宅地等から駐車場が目障りとならないように,駐車場のレベルを下げるo

･幼稚園敷地-のEl照を,午前9時から午後1時まで確保するo

･11階の住棟の場合,図に見られる位置が,幼稚園の日照を確保し得る言わば臨界線である｡

V-2-2 簸会施乱 斜面緑地など,集合住宅地内の施設を日常の生活にタイトに結びつけるようにする｡

1L- 3- 1 サブセンター用地に捷する./一一/においては,商店等のセソクー施設がより機能し易いように住棟形式,任棟配置などの工夫をす

る｡

･1階が店舗のt'げたばき"住棟を配し,サブセンターのにぎわいを増幅する.

lrFalTE,催し物などができるように広場を設けるo

a-2-2 独立住宅用地に接するゾーソにiJき合住宅地の落差の大きい法面がある場合には,この威圧感をできるだけ取り除くようにする｡

･緩斜面として植栽を施す｡

④ イ メー ジプ ラ ンの作 成 を通 じて認 め られ た 事 項,

問 題 点

･ このイ メージプラ /で収容 し得た戸数は 658戸で

ある｡ この街区に配分 されてい る計画戸数は 542戸

か ら 609戸であることか ら, このイメーンプラ ンの

基本方針通 り,高密に収容 し得たことになる｡

･ このイ メージプラ ンは,サ ブセ ンタ-用地 内にあ

る幼稚園敷地に対する 日照条件を満足 し得るよ うに

住棟 を配置 したものであるが, この条件 を忠実に守

るな らば,図に見 られ るよ うに街区の北側のゾーンに

おいて住宅地 としての有効利用がな されない空間が

生 じるとい う問題が出て くる｡

･ 港北ニュータウンにおいても多摩 ニュータウンと同 じ

条件が設定 される可能性 も考 え得ることか ら, この

よ うな条件に よって生 じる無駄 な空間を排除すべ く

対処が望まれる｡
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第Ⅳ章 設計コー ドの作成

この調査のこれまでの検討結果をまとめて,港北ニュータウン集合住宅地計画

の設計コ一一ドを作成することがここでの検討課題である｡これは港北ニュータウ

ノの各集合住宅地において,今後なされる基本設計,実施設計に際して基本的に

留意すべき事項をttコ- ド"として整理しようというものである｡

はじめに,これまでに考察,検討した港北ニュータウン集合住宅地のあり方

(第Il葦 ),その実体化であるイメージプランの作成 (第皿章 )等を踏まえて設

計コー ドを整理,作成し,次に設計コ-トを第Il地区の全ての集合住宅地-適用

し,その結果に基づいて各設計コ- ドの汎用性,及び各集合住宅地のポテL/シャ

ルを考察する｡





Ⅳ-1 設計コー ドの作成

設計 コードを整理,作成するにあたって,はじめにu設計 コ- ド"とい

う言葉のこゝでの概念,あるいは作成の方向等について簡略に述べておく

ことにする｡

§1 設計 コー ドの概念,位置づけ

こゝで言 うtt設計 コード"とは,これまでの港北ニュータウンの計画,

あるいは具体的な事業の過程でイメージされ,検討された都市像,あるい

は住宅環境のあるべき姿を,集合住宅地の計画においても踏襲 し,具体化

するために基本的に留意すべき事項であるo言い換 えるなら,港北ニュー

タウンのこれまでの計画,開発過程に主体的に係わ り合いのあった老 (宅

地造成主体,あるいは集合住宅地の計画に対 して上位の計画主体 )から,

各集合住宅地の設計,建設主体に対 して,その基本設計,実施設計の過程

で遵守されることを希望,期待して申し送る計画,設計に際しての基本的

考え方 (tt規範 ")とも言うべきものである.

1. 設計コード作成の方向

設計コードの概念はお むゝね上記の如くであるが,よb具体的にするこ

とも兼ねて,次にその作成の方向について述べてみる｡これには大宗とし

て次の 2つの方向が考えられる｡

方向- 1

一般的に ttコー ド"という言葉でイメーンされる概念,内容に沿って考

える方向で,今後の基本設計,実施設計に際して守るべき諸条件,例 えば

集合住宅地内の歩行者路の位置,住棟配置に際 しての壁面線の位置,高さな

どを具体的に示す方向である｡多 くの場合,数量的に表現され,結果とし

て基本設計,実施設計段階での運用の幅は限定されるO

従って,このような方向で設計 コー ドを作成しようとする場合,個々の

条件の妥当性 (無二性 ?)が充分に吟味されていること,またその条件が

実現に至るまでの諸段階,諸関係主体を通 じて実現される見通 しが担保さ

れていることの二点が少くとも前提となる｡

方向-2

今後の設計の展開に際して,留意すべき事項及びその基本的考え方を示

す方向で,多 くの場合数量,位置,高さなどが具体的に明解には示されな

い｡従 って留意の仕方,運用の幅は広く,留意すべき事項に対する解決策,

工夫は多様に考えられる｡

このように設計 コードを作成する方向は大きく2通 り考えられるが,既

述したような港北二ュ-タウンの都市づ くりにおけるこの調査の位置づけ,

あるいはこの調査におけるこれまでの検討,作業の流れ等から,ここでの

設計 コー ト作成の方向は,言うまでもなく2の方向である｡

2. 設計コートのカテゴリー

上記の 2の方向で設計コートを作成するとするなら,設計コー ト,即ち

基本設計,実施設計に際しての基本的留意事項は,既に第Ⅱ童港北ニュー

タウン集合住宅地のあ り方の項で,検討,提示され,さらに第 Dl童モテル

街区におけるイメ-ジプラソの作成作業において即地的に実体化され,そ

れぞれに適用することの必要性,可能性,あるいは妥当性が吟味された港

北ニュータウソ集合住宅地計画の基本的方針,及びその具体的展開の方向

であると理解される.即ち,これが設計 コー トの大枠である｡
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のテーマとされることを希望して設定されるコ- 卜である｡若干飛躍 した

アナロン-であるが,プランニングでは屡々持ち出される兵法学上の言葉

を用いた場合,理念系のコー ドを港北ニュータウン集合住宅地計画のゴー

ル (目標 )系のコー ドとするなら,このデザイン･テーマ系のコードはロ

システィyクス (戦略 )系のコー トとも言えるものである｡

具体的には,先の (第Ⅱ章 )港北ニュータウン集合住宅地計画の基本的

方針の第一段階の具体的展開の方向 (枝番号が一つのもの )が,このカテ

ゴリーのコー ドとして位置づけられる｡即ち,前記 Ⅰの理念系 (目標系 )

のコー ドについては,

Ⅰ- 1 グリー/･マ トリックス,集合住宅 (地 )相互間の景観,眺望

が望ましいものとなるように留意する｡

Ⅰ- 2 斜面緑地を集合住宅地の外部空間の構成に生かすとともに,グ

リーン･マ トリックスが持つ空間の質,アクティグィティーを

集合住宅地 (住棟間 )にも導入 し,集合住宅地とクリーン･ マ

トリックスとを一体化する｡

Ⅰ-3 斜面緑地は維持,保全することを原則としつつも,保全 と利用

の効果的な接点を兄い出し,その存在価値を高めるとともに,

イ ミ-デ ィアソー(親 しみ易さ)を確保する.

の 3つがデザイ ン･テーマ系のコー ドとなる｡

これ らは理念系 (目標系 )の コー ドが, ttグリー./･マ トリックスの存

在を生か した集合住宅地づ くり"とい うグリーン･7 トリyクスに係わる

コー ドであることから,当然の ことながら, グリーン･マ トリックスに係

わ り合いのある集合住宅地において展開されるべきデザイ ン･テーマであ

るが,グリーン.マ トリyクスそのもの,殊に緑道,集合住宅地近傍の各

種の公園においても展開される必要がある｡

また,第Ⅱの理念系 (目標系 )のコー ドについては,

Ⅱ- 1 集合住宅地近傍の集合農用地,農業専用地区の存在に配慮するC

Ⅱ- 2 集合住宅地周辺の独立住宅用地の存在に配慮する｡

Il- 3 集合住宅地に接するサブセンター用地の存在に配慮するO

の 3つがテザイ ソ･テ-マ系のコー トであるDこれらのうちIl一1,Il-

3は言うまでもなく,港北ニュータウンの全ての集合住宅地について展開

されるべきデザイ ン･テーマではな く,上記の特定の土地利用が近傍にあ

る,あるいは接 している集合住宅地において展開されるべきテザイ ソ･テ

ーマである｡

次に,第Ⅱの理念系 (目標系 )のコー ドについては,

Ⅲ-1 住民による環等づ くり,コミュニティー形成,管理を誘発する

場として斜面緑地を考 える｡

が,テザイ -/･テーマ系のコー ドとされる｡ しかしながら, tt住民参加に

よる環菟づ くりを誘発 し易い集合住宅地づ くり"という理念系 (目標系 )

のコー トを達成するための場は,言うまでもなく斜面緑地だけに限られず,

いずれの集合住宅地においても街区全体が対象となる｡この点については,

理念系 (目標系 )のコー トでカバーされることを期待 して,港北ニュータ

ウソにおいては,既述の通 13,斜面緑地の維持管理が一つの大きな課題で

あることから,この点に関する方策が兄い出されるよう,上記のような方

向をテザイ ソ･テーマ系のコー トとする｡

次に第Ⅳの理念系 (日原系 )のコー ドについては,

Ⅳ-1 港北ニュータウン集合住宅地であるが故に開発すべき(許され

る)新 しい住戸,住棟のタイプ,外部空間を追求する｡

Ⅳ-2 多様な側面で安全,快適な環境を造る｡

の 2つが,デザイ ン･テーマ系のコー ドとされる｡
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最後に,第Vの理念系 (目標系 )のコードについては,

V-1 開発以前の地域の姿,環境を大切に扱い,これを集合住宅地の

計画に積極的に位置づける｡

V- 2 集合住宅地に新たに来任する人々にとって新しいふるさととな

り得る環境を創 り出す｡

の 2つが,デザイン･テーマ系のコードとなる｡

これら2つの理念系 (目標系 )のコードに対する4つのデザイソ･テー

マ系のコー ドは,いずれも港北ニュータウンの全ての集合住宅地において

展開されることを期待 して設定するコー ドである｡

3. デザイン･コンセプ ト系のコード

第 3のカテゴリーのコ-ドは,上記 2つのカテゴリ-のコードを実現す

るための具体的な方法を示すもので,今後の計画,設計に際して,それぞ

れに示されているような方法が用いられることを期待 して設定されるコー

ドである｡前二者のカテゴリーに属するコードに比 して極めて具体性が高

く,集合住宅地の個々の部分の空間構成,住棟配置,外輪設計などの側面

で用いられることが望ましいと思われるデザイ ン上の手法,あるいは工夫

といったものである｡この意味でデザイン･コソセプト系のコー ドと呼ぶ

ことにするが,具体的には第Ⅱ章港北ニュ-タウソ集合住宅地計画の基本

的方針の第三段階の具体的展開の方向 (枝番号が二つのもの )である｡こ

れを再び兵法学上の言葉でアナpl)-すれば,前二者のコー ドを具体化す

るための戦術を示すコードであることから,タクティックス(戦術 )系の

コードとも言えるものである｡

このコードの一つの特色は,前章で示したモデル街区のイメージ･プラ

ンに見られるように,集合住宅地の特定の個所において用いられるものが
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多いということである｡モデル街区においてはこれらのコードが適用され

ることが望ましい個所が特定されたが,港北ニュークウソ全体が,その目

指 している都市像に近づくためには,モデル街区以外のすべての集合住宅

地においてもこれらのコードが適用されるべき個所を明示しておく必要が

ある｡

そこで,これらのデザイン･コンセプト系のコー ドについては,この調

査の対象地区とされている港北ニュータウン第Ⅱ地区内の全ての集合住宅

地において,適用されることが望ましいコードを兄い出すとともに,その

位置を図示し,併せて適用され得るコー ドごとに,各集合住宅地に即 して,

適用されることの必要性 (理由),その具体化の方向等についてコメント

することにし,これを以下に各集合住宅地ごとにシー トとしてとりまとめ

ることにする｡

このような作業のねらいは,今後,各集合住宅地の基本設計,実施設計

に際 して,これを行 う実施主体 (住宅公団住宅建設部門,神奈川県,横浜

市,各公社.民間など)に,各集合住宅地の計軌 デザイン上の留意事項

をよ9具体的に示す材料を用意するということであり,また,それ以前に,

港北ニュータウソのこれまでの計画,開発過程に主体的に係わ り合った機

関 (集合住宅地の計画に対して上位の計画主体,あるいは宅地造成主体 )

と,上記の集合住宅地の計画,建設主体との間で,各集合住宅地の計画に

ついて協議する際の一つのたたき台を用意するということでもあるQ

なお,国中,あるいはシート中のコード番号とは,第Ⅱ章の集合住宅地

のあ 9万の検討の際に用いた番号と対応 している.

また,このデザイン･コンセプト系のコー ドの中にも,全ての集合住宅

地において,また各集合住宅地の全ての個所で適用されることが望ましい

コードが若干含まれているが,これらについては,適用される箇所を明示



-･⊥

することは不極切であるので,この作業においては検討の対象から除 くこ

とにした｡具体的にはⅣ-2-1,Ⅴ-1-2,V-2-1,V-2-2

の各コー ドである｡

また,この作業に際しての原則は次の 2つである｡

原則 1 当該の集合住宅地で適用することが望ましい (あるいは適用

可能な )設計コー ドを兄い出す｡

原則 2 適用することが望ましくとも,具体化が困難なもの,あるい

は効果がそれほど期待できないもの,必要性がそれほど認め

られないものは除 く｡

lI7



港北 第 I地区 1街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,埋れ 及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

Ⅰ-1一一Ⅰ一一一4Ⅰ-2-2Ⅱ-2-1Ⅱ-2-2 図 - 1街区全体図 - 1図 - 2図 - 2 ･この街区は斜面緑地を介さず直かに禄道と接 し

ており, しかもこの禄道は小規模であることか

ら,緑道か らの景観には特に留意すべき○

･近隣公[乱 集合運動場,小 .中学校などが近傍

に, しかも街区か ら程よく眺望できる位置にあ

るC

･街区南側半分が接する緑道沿いにはレベル差 4

～ 6mの法面が存在するが,この法面を乗 り越

えて,緑道から街区tt平場 "-のアブp-チを容易

にする必要がある○

･街区南側半分においては街区幅が狭いことから

法面の レベル差を克服することは容易ではなく

従って引き込み方には,建物配置と併せて-工

夫要 しよ うo

･街区北側には,187"道路を挟んで独立住宅地が存

在するが,これ らの独立住宅他にとつては集合

住宅地が南面することから,この コー ドの適用

が必要 となるo

･この独立住宅地から街区北西の近隣公園内に保

全されている斜面緑地への眺望が確保されるよ

うな住棟配置がなされるとなおよいo

･街区南側半分が接する緑道沿いには レベル差 4

～ 6mの法面が存在す るが,これは緑道側から

見た場合,威圧感を伴 うのみならず,殺風景な

景観にな り易いo

･法面に花を植えるなどして,斜面緑地 と同じよ

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

打-3-2〟-1一一Ⅳ-2-2 街区全体図 - 2図 - 2 ･植栽は地域に発達 している植生から選択 される

ようにするo

･街区北側にサブセンター(近隣センター)が配

されていることか ら,これ-の対応を考慮 して

解売力を少 しでも高めておくことが望ましいo

また,港北第 2地区の最東端にあ り, しかもニ

ユ-タウン区域が細 く一くびれて島状に孤立 した

ような位置にあることか ら,周辺 (ニユタウン

区域外 も含む )の地区に対 してある程度シンポ

ル性が要求されるo

･従 って中層.高層の庄棟を主体に配することが

考えられるが,この際には街区周辺から望まれ

る景観に留意o

･街区西側に隣接する近隣公園,集合運動場など

を,できるだけ多 くの人が眺望 し易いようにす

るD

･図に見られるように緑道に黒点を付 した区間は

小 .中学校,集合運動場に挟まれ.人間の存在

感が希薄である○従って図示された位置にこの
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港北第 Ⅲ地 区 2街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

Ⅰ一一-1 図- 1 I.この街区は緑道に接 しており,また緑道沿いに

は比較的豊かな斜面緑地を持っていることから

これらグリーンマ トリックスの存在を活かすベ

Ⅰ~1十

く集合住宅地の景観に配慮する必要がある｡

近隣公園には tlせせ らぎ",斜面緑地が存在す

ることから,線豊かな自然の景観が求められよ

うo従って近隣公園側から集合住宅地を望む景

観は,公園内の斜面緑地の t一自然 "を演出すべ

く旺棟をできるだけ隠す方向が考えられる｡

この コー ドを適用する場所は 1街区方面から4

街区方面へと緑道の向きが変わるtt曲 b角 "に

位置し, しかも両方面の緑道から望み易い位置

にあることから,道標 としてのシンボル性が要

求される｡

1街区, 4街区両方面の緑道の多 くの地点から

望むことができるように,殊に 1街区方面から

の眺望を確保するためには,街区北半の任棟配

置にも留意する必要があろう｡

街区南西にある近隣公園,斜面緑地がこのコー

ドを適用する場所から程 よく眺望できる｡

これ らグリーンマ トリックスをより見易 くする

ために,住戸の主開 口面を日照条件を満足 しつ

つ南西方向に向ける｡あるいはまたコー ド番号

Ⅳ- 1- 1の ttやぶにらみ "の住戸,住棟を配

すことなどが考 えられる｡

衝区内の斜面意地の存在を活かす｡

tt平場 "内に食い込んでいる斜面緑地について

はレベル差もさほ ど大きくなく小規模であるこ

とから,これを外積計画の-構成要素として位

置づけ,例 えば住棟でこれを挟むなどして庄棟

と斜面緑地の一体的空間構成の工夫が考 えられ

る｡

禄道から集合住宅地 It平場 "へのノイソアプロ

ーチとするにふさわしい場所であることから,

また,斜面緑地が緩斜面であるなど引き込み易

い地形を してお り, しかも植生がなく伐開地と

120

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際しての留意事項など

な場所である○

･現況植生がなく伐開地 となっていることから7

クテ ィ t=+テ ィー等の導入が考 え易 く, しかも禄

道の tt曲 り角 "に位置することから北,西の両

方向か ら認めることができる○

･コー ドⅠ-2-2,Ⅰ-3-lを適用すること

の必要性,理由 (前記参照 )の他にさらに付け

加えて,この街区付近一の禄道沿いには ttせせら

ぎ"が流れていることからこの存在を活かすベ

く,ここでこのコ- ドを適用することが望まし

い○

･コ- ドⅠ-2-2,I-3-1さらには皿-i

- 1と有機的に結びつけ一体的な計画が望まれ

るo例 えば水の遊び場を持つプレイロット,あ

るいは住民管理による花壇などが引き込んだ歩

皿-1-2

Ⅱ-2-1

行者路につながれている姿などがイメージされ

よう｡

街区南東方向には農業専用地区が広がっている

が,これを街区から程よく眺めることができる｡

街区東側には 20m道路を挟んで独立住宅地,

高等学校が隣接 しているが,この独立住宅用地

にとっては集合住宅用地は南西方向に位置する

ことにな り, 20m道路が介在 しているとは言

え,やはりこれら独立住宅用地への配慮が必要

であろう｡

具体的には低層住棟を主体に配する方向が考 え

られる｡これは街区幅が東西方向に狭いことに

よ り必然的に小規模住棟の配置が考え易くなる

ことからも首肯されよう｡

現在伐開地となっていることか ら,この部分の

利用が考え易い｡ しかも禄道の tt曲 り角 ''に位

置することから北,西の両方向から見通せ,従

って集合住宅地外部の人も含めたよ り多くの人

が緑道からこの存在を認め,これを楽 しむこと

ができるO



コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際しての留意事項など

Ⅱ 一 一- 2 図- 2 ･街区内の斜面緑地の維持管理を積極的に行なうo

Ⅳ- 1一 一Ⅳ- 1- 2Ⅳ- 1- 3 図- 2図- 2街区全体 ･街区南西にある近隣公園,斜面緑地を, 日照条

件を満足しながらこの位置から眺望するo

･この位置から北側に,緑道と斜面緑地の,縦長

に奥行の深い景観を望むことができるo

･独立住宅地に接している部分が多いこと, tt平

場 "の形状が南北に細長いことから低層住棟を

主体とした配置が必然的に考えられるo

この場合,低層住棟を主体とした配置で計画戸

数密度を収容することになるから必然的に高密

度となるが,これについては,この街区は斜面

緑地を持っていることからこの斜面緑地のオー

プソな空間と一体的な計画がなされれば, tl平

場 "での高密度指向が認められるものと考えるO

(特 記 事項)特 記 箇 所 特 記 内 容

図- 2 (特記- 1) ･この部分は斜面緑地であるが,現在裸地となって

おり,しかも緩勾配であることから,この部分の

積極的利用が考え易いo

-方,この街区においてはコ- ドⅣ- 1- 3を適

用 し高密度を指向しているとは言うものの,街区

が不整形であることなどから戸数密度を収容する

ことはなかなか困難であるo従ってこの部分に住
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港北削 地 区 3街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

Ⅰ-1-1Ⅰ-1-3Ⅰ一一一4 図- 1図- 1図-1 ･斜面緑地が主に街区西側の幹線道路に面してお

D, しかも道路から見易い位置に配されている

ことから,この斜面緑地の存在を活かすベく道

路からの景観に留意して集合住宅地を計画する

必要がある○

･ニュータウン区域の端れに位置し,遠方には農

菜専用地区を望むことができるが,街区近傍に

おいては緑道,近隣公園が存在せず,これをカ

バーす るものとしてこの街区の斜面緑地の景観

に期待 される面が大きい○従って街区外からオ

-プソな斜面緑地として見てもらうベ く,住棟

はできるだけ隠す方向が考 えられる.

･これを実現するためにも,斜面緑地の現況植生

は大部分畑,草地で占められているが,この部

分には緑豊かな樹種を補植する必要があろうo

･斜面緑地が街区西側の幹線道路から見易い位置

に配されていることから,この道路からの眺望

を確保するD

･27mレベルの tt平場 "の面積が小さいことか

ら,小規模な住棟を使わない限 り1棟の配置が

限度であろ うo従ってこの場合,道路からの眺

望を確保するとい う側面だけから言 えば,スレ

ノダ-な高層ポイ ./ト住棟の配置が考え易いo

･この位置から南側に斜面緑地を程よく望むこと

ができる

Ⅰ-2一一Ⅰ-2-3 図- 1図-1 ･街区内の斜面緑地の存在を外部空間の構成等に

活かすo

･この部分は現在畑地となってお り, しかも南向

きの緩斜面であることから利用が考え易い○ま.

たこの部分の斜面は大規模であり,しかもこの

部分は道路側からアルコーブ状に奥に引込んで

いて外部か ら見難い位置にあることか ら,斜面

緑地の限定的な一部侵略に対 しても景観上はさ

ほど影響を受けないものと思われるo

･以上のことから,この部分の斜面緑地内にも旺
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コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

Ⅰ-3-1 図- 1I 27mレベルの tt平場 "の規模が小さいことか

らも斜面緑地内への旺棟の配置は首肯されよう

･そして庄棟配置に際しては27mレベルの lt平

場 "と一体的に考える○

･この部分は現在主に畑地となってお り, しかも

Il-1-1

皿-1-2

Ⅱ-2-1

Ⅱ- 1-I

ティビティー等の導入が考 え易い｡またこの部

分は斜面の上端に近いことから街区西側の道路

から認め易い｡

街区東側には 9,n道路を挟んで集合農用地が隣

接 しているが.この存在に留意する必要がある｡

街区の東,南東,南西の各方向にそれぞれ袋業

専用地区が広がっているが,これらを街区内の

36m～41mの レべ/i,の tt平場 "から程よく

眺めることができる｡

街区東側には 9m道路を挟んで独立住宅地があ

るが,この存在に留意する必要があるD

現況植生がアスマネザサ草原,草地となってお

り, しかも南斜面であることから,この部分の

利用が考え易い｡また集合住宅地外部の人も道

路側からこの存在を認め,これを楽 しむことが

できる｡

街区内の斜面緑地の維持管理を積極的に行なう｡

この場所から北側に,斜面濠地を程よく眺める

ことができる｡

独立住宅用地に接 している部分が多いこと,tt平

場 "の形状が不整形で小規模であることなどか

ら,低層住棟を主体 とした配置が必然的に考え

られる｡

この場合,低層住棟を主体とした配置で計画戸

数密度を収容することになることから必然的に

高密度となるが,これについては,この街区は

豊かな斜面緑地を持 っていることから, tt平場 1

での高密度志向が許されるものと考える｡

街区南西にある長福寺を眺望することができる｡



(特記事項 )
特 記 箇 所 特 記 内 容

図一 1(特記一 1)

図1 1(特記- 2)

図- 1(特記- 3)

図- 2(特記- 4)

･横浜方面からの主要な入口であることから,この

方面からのシークエンスに配慮 した住棟配置が望

まれる｡

･この部分のレベル関係は,歩行者専用道 (+38

m ),斜面緑地下端の tt平場 "(+ 33m ),斜

面緑地上端の tt平場 "(+41m )となっている.

従って(+ 33m )の tt平場 "は斜面に挟まれた

窪地となってお り, しかも狭いことから,この部

分へ住棟を配置することは困難で,むしろ変化に

富んだ空間 (例 えばアクティヒティーを導入する

など)が しっらえ易い場所となっている｡この場

合,歩行者専用道の法面にも斜面緑地同様の空間

の質を持ち込むことも考えられてよい｡

一方,小学校,サブセンターへ行 くには,街区西

側の幹線道路を渡らねばならないことから,やは

b街区北側の歩行者専用道が主に利用されようo

従ってこれ-のアプローチを容易にすべ く,歩行

者専用道 (+38m )と斜面緑地上端の tt平場 "

(+ 41m )とを同一 レベル (例 えば橋など)で

結ぶことが考 えられてよい｡この場合,幼稚園,

児童公園へのアプローチも容易になる｡

･高圧線鉄塔の存在に留意

･街区北側の幼稚園への日影に留意
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コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

Ⅱ-3-2Ⅱ-1-IⅣ一 一-2Ⅳ-2-2 街区全体図- 2図- 2図- 2 サブセンター利用者の駐車場を設けることが考

えられる○

･地下鉄駅を持つサブセソタ一地区の活動-の対

応,購売力の向上を図る○

･斜面緑地と線道とに挟まれたlt平場 "も一体的

に管理する方向を考える○

･この街区の斜面緑地は小規模ながら蛇行してお

り,斜面緑地近傍においては様々な角度から変

化に富んだ緑地として捉 えることができる○

･街区北側の緑道は小 .中学校に接 しているo

･この付近の人通 Dを多くすべ く街区へ (から)

のアプローチを設けるo

(特 記事項 )特 記 箇 所 特 記 内 容

図- 2(特 記 - 1)図- 2(特 記 - 2 ) ･街区西側の幹線道路に沿って計画されている高速

道路に留意○

･街区北側の緑道と斜面緑地との間にあるtt平場 "

についての利用方法,計画がこの街区設計上の-
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コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

Ⅱ- 1-2Ⅳ-1-3 図-2図- 2 出,管理の場とするoこの法面緑地は街区南側

の幹線道路から極めてよく望まれる○

･街区西側の斜面緑地についてはコー ドⅠ- 2-

2の具体化 と併せて計画するo街区東側の独立

した斜面緑地については,その両側の tt平場 "

を結びつける上からも斜面緑地内に歩行者路を

設ける必要性が高いo

･街区形状は南北に細長 く, しかも独立住宅用地

に囲まれてお9,必然的に低層主体の空間構成

図-2(特記- 1)図-2(特記-2)図-2(特記- 3) ･街区北端においては小規模な tt平場 "がひな段状

に造成されているが,このような造成は集合住宅

を配 しず らいo従 って現段階,あるいは 2次造成

の段階で tl平場 "をまとめる必要があるo

･街区北東側の地区と南西側の地区とを結ぶ歩行者

路を是非具体化すべきであるo

･計画されている高速道路を考慮すると,街区東南

端の lt平場 "に配 し得る往棟数が限られるoこの

tt平場 "さま街区内において独立 してお り,できる

だけ多数住戸によるコミュニティー形成が望まれ

ること,計画戸数密度の充足,さらにはコー ドⅠ

- 1- 3の具体化等から必然的に高層棟を配す方



港北削 地 区 6街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

Ⅰ-1-ーⅠ- 1-4Ⅰ-2一一Ⅱ- 2- 1Ⅱ-I-1Ⅳ- 1- 1 図- 1図- 1図- 1図-2図-2図- 2図-2 ･庭園のある箱庭的な景観を持つ寺院 (正覚寺 )

を取 り囲むように して斜面緑地が保全されてお

D,この景観をこわさない配慮が必要である○

･上記の箱庭的な景観, さらには街区南方の地区

公園,あるいは小学校など-の眺望が確保され

るようにするo

･箱庭的スケールに合わせる必要があ り, しかも

寺院が tt平場 "に対 して北側にあることから,

斜面緑地近傍には低層棟を主体的に配すること

になるが,低層棟であつてもこのすぐれた景観

をできるだけ多くの住戸か ら傭観 し得るような

工夫が必要であるo

･寺院の庭-のアプローチを設ける○

･街区南側の tt平場 "内に保全されている斜面緑

地は外構計画の-構成要素として位置づける上

で適切なスケールであるo

･街区東側の独立住宅地の存在に配慮する必要が

あるo

･歩行者専用道から斜面緑地を僻観する数少ない

場所である(他に同様のケースが 3街区にある)o

しかも南面する斜面緑地であ り,是非とも街区

住民によってその利用方法が考 えられるべき場

所であるo

･街区北端の tt平場 "あるいは斜面緑地近傍の

Ⅳ- 1-2Ⅳ-1-3 tt平場 "か らこの箱庭的スケ-ルをもつ景観の

全貌を捉 えることができる○
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コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

V- 1-1 図-2 立住宅地に接 していることから低層を主体とす

る住棟配置が考 え易いo

･特に斜面緑地近傍においては,既述の通 り箱庭

的スケールを持つ景観になじませる必要がある

･街区北方には茅 ヶ崎城虻の保全緑地が眺望でき



(特記事項 )
特 記 箇 所 特 記 内 容

図- 2(特記- 1) ･この街区の場合,多くの斜面緑地が集合住宅地の

区域外であるためⅡ 一 1-1, 2等のコー ドを適

用することはできないO従って斜面緑地の地権者

と集合住宅地の住民 (自治会 )と話し合いにより,

実質的にはこれらのコードが適用された場合と同

様の結果が生み出されるような工夫がなされるこ

とが期待される｡
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港北第 Ⅱ地 区 7街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項な

Ⅰ- 1- 1Ⅰ-1-2I- I- 4I-2-IⅠ-2-2 図- 1図-1図- 1図-1図-1 ･緑道がこの街区に接する付近において,東西方

向から南北方向へ大きく曲が り,緑道から変化

に富んだ景観が期待されるところである○

･街区北西の斜面緑地は急斜面であることから,

近傍に高層棟を配 し,圧迫感のある景観となら

ないように留意するo

･次のような理由か ら図示された位置にこのコ-

ドを適用する必要があるo

ィ.緑道の北方向,西方向からよく望まれる位

恩にあるO

ロ.街区北側の幹線道路上の遠方からよく捉え

ることができるo

-.Ⅱ地区の グリーン.マ トリックス幹線に接し

ている街区である○

･街区西側には比較的緩斜面の斜面緑地があ り,

さらにその西側には現況植生が豊かに保全され

た地区公園があるo

･街区西側の独立住宅用地への日影上の配慮 も比

校的容易に取扱うことができ, この眺望を確保

するために高層棟も含めて多様な住棟を配 し得

る○

･後述のようにコー ドⅠ-2-2,Ⅰ-3-1,

Ⅰ-3- 2.Ⅱ- 1-1,Ⅱ- 1-2がこの斜

面緑地において具体化されることが望ましいが

これらのスポットにアプローチし易くする必要

がある.

･次のような理由から図示された位置においてこ
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コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,埋れ 及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

li の コー ドを適用する必要がある○

ィ.緑道,さらには小学校,集合運動場への短

絡路を確保するo

I.斜面緑地はこの部分において比較的緩斜面

であ 9,歩行者路にふさわ しい勾配を取 り易

いo
･､.また,この部分の現況地形は緑道に対 して

る際に現況地形の改変が少なくてすむ｡

･比較的緩斜面であ り,各種のアクテノビティを

導入 し易いO

･隣接する地区公園の連続性に配艦.

･緑道沿いにttせせ らぎ "が設けられている｡

･比較的緩斜面であることから水の流れを利用 し

た コード1-3-1の具体化の方向も考えられる.

･花公園を具体化す るのに格好の場所である｡

･緑道か らよく見える位置にある｡

･コー ドⅠ一2-2,Ⅰ-3- 1,班-1-1等

の具体化 と一体的に考える｡
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港北削 地 区 8街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

Ⅰ一一-1 図- 1 ･この街区には斜面緑地がほとんど含まれていな

いが,隣接 して北側に現況植生が豊かに保全さ

れた地区公園がある0線道からこの公園越しに

望む景観を演出するO

Ⅰ-I-4

I-2-I

Ⅱ-1-2

∬ -2-I

Ⅱ-3-1

皿-3-2

E3--1

rSJ-1

接 して高層棟の配置も可能である(lV-2-2

を具体化す る必要もある )｡

･上述のような公園内の豊かな緑地を傭観する｡

･公園内の緑地がtt平場 "にくい込むような形で

配されてお り,これを取 り開むように住棟を配

し,この緑地を外部空間構成上の主要な要素と

することができるO

･この街区から直接公園へのアプローチが確保さ

れるべ く,園路を tL平場 "に結びつけるよう公

園の計画主体に働きかける｡

･虚業専用地区が街区南側に独立住宅地を介して

広がっている｡

･街区南側に独立住宅用地が広がっているが,街

区内の日照,計画戸数の収容等を考慮すれば,

独立住宅用地沿いの地区は低層棟を配すること

が順当である｡

･街区西側のサブセ-/タ一地区からの歩行者専用

道との結びつきに配慮｡

･サブセンター地区に隣接 していることのみなら

ず,北側に規模の大きい緑地が配されているこ

となどか ら,高密度化を図ることが順当な街区

であるO
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コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向.
具体化に際 しての留意事項など

Ⅱ- 1-1〟-1-2Ⅳ-2-2 図-2図-21 図-2 ･この街区に属する斜面緑地は少なく,従 ってこ

れを有効に生かす必要がある○また北側に隣接

する近隣公園との管理上の格差を解消するため

に,囲示された位置を住民管理の場とするo

･街区北側の緑豊かな空間,公園内の多様なアク

ティビティーを僻観するo

･奥行の深い緑地が,商区北側から西側にかけて

広がっていることから,高層棟であつても程よ

い角度で僻観できるo

･街区北側の緑道幹線は小学校,集合運動場,地

区公園によって挟まれてお り,人間の存在感が

希薄であるo従って図示された位置にこのコ-

ドの適用が必要である｡

･コー トⅠ-1-1,Ⅱ一3-2の具体化と相供

って,この位置に高層棟を配する方向が望まし

い｡



(特記事項 )
特 記 箇 所 特 記 内 容

図-2(特記- 1)

図- 2(特記- 2)

図- 1(特記-3)

図- 1(特記- 4 )

･街区東側に計画されている高速道路からの騒音等

に留意｡

･街区北西に隣接 している幼稚園-の日彫に留意｡

･7, 8街区の連続性に留意｡

･囲示された位置付近の禄道は前にも述べたように,

人間の存在感が希薄であることから,地区公園で

あるが,この位置付近に夜間利用可能なスポーツ,

レクリェ-ショソ施設の配置が考えられてよい｡

これはこの街区に適用されたコー ドTV- 2- 2を

補うものとして期待され,是非とも具体化された

いものである｡
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港北第 Ⅱ地 区 9街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

Ⅰ- 1- 1Ⅰ一 一-2Ⅰ一一一4 図-1図-1図- 1 ･街区面積が小さいこと,サブセソタ一地区に隣

接 していることなどから勢い高密度化,あるい

は高層住棟を配する方向が指向されるが,緑道

からの景観にも充分な配慮が必要であるo

･図示された位置が 10街区方向からよく捉えら

れる○

･またこの街区もグリーソマ トリックス幹線の-

角に位置するo

･街区北側の地区公園を借景 とする○

Ⅰ-2-1Ⅰ-2-2Ⅰ-3- 1 街区全体LiJ- 1図-1 ･tl平場 "面積が小さいことからこの街区全体を

近隣公園の延長として計画する方向が考えられ

る○例えば,住検問の植栽を近隣公園内の緑地

と一体化するo

･図示された位置はアルコーブ状の地形を有 し,

また植栽が豊かでないことからこの コー ドの適

用が考 え易い○

･街区北東側は地区公園に接 してお り,従って国

示された位置付近が緑道-の短 絡ルー トを確保

し得る唯一の場所であるo

･比較的植生が豊かでない図示された位置を利用

してこのコー ドを具体化する○

･この際公共用地 (禄道用地 )となっている北側

の隣接斜面と一体化するような工夫がなされて

Ⅰ-3-2

Ll- 1-2

･緑道沿いに ttせせ らぎ"がある｡

･街区南側に独立住宅地を介 して農業専用地区が

広がっている｡
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コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際しての留意事項など

皿-2- I∬-3-1Ⅱ-3-2 図- 2図- 2図- 2( ･街区南側に独立住宅用地が広がっているが,柄

区内の日照,計画戸数の収容等を考慮すれば,

独立住宅用地沿いの地区は低層棟を配すことが

順当である○

･街区東側のサブセソタ一地区からの歩行者専用

道との結びつきに配慮○

･以下のような理由からサブセンターとして商業機能

の集積.経営が必ずしも容易ではないと予想される

ロ.地下鉄駅が設置されていないこと｡

-.隣接 して,地区公園,集合運動場,小学校

等の非住宅地用途の用地が配されている｡

･従 って購買力を高める上からも,できるだけ高

密度を指向することが望ま しい｡

･狭いながらも,街区北東に連続する地区公園と

を隔絶 して,この街区独自の空間が演出でき,

しかも線道から認めることができる唯一の場所

である｡

･地区公園が東西に長 く配されてお り,また小学

校,集合運動場が連続 していることから,人間

の存在感が比較的希薄な緑道が続いている｡こ

のコー ドを適用することによって,このような

緑道に庄戸の主開口面が向けられ,従 って人間

の存在感を賦与するという効果も期待できる｡

この効果は夜間においてはよりいっそ うである｡
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港北削 地 区10街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際しての留意事項など

Ⅰ-1-1 図-1 ･この街区が面 している線道は,幹線で幅員が広

く,街区の反対側には小 .中学校,集合運動場,

近隣公園などが面してお り,また第Ⅱ地区の中

心に位置 し,10街区を介してタウンセンター

とも連結 していることなどから,多数の人通 り

が期待され,従ってこの街区は多くの人 目にさ

らされることになる○

また,この街区が持つ斜面緑地は規模が大きく,

植生 も豊かである○

Ⅰ一1-4

Ⅰ一2-1

っているこれ らグリーソマ トリyクスの存在を

活かすべ く,景観には充分配慮されるべき街区

である｡

斜面緑地が緑道沿いに約 700m (街区東側の近

隣公園内のものも含む )も続き,またこれの反

対側には学校,集合運動場,公園が約 50･〕mも

連続 して面 していることから,これらがオープ

ンな空間であるがゆえに単調な景観とな り易いO

従って建物が適当に見 え隠れする変化に富んだ

シークエ-/スの演出がこの街区では特に求めら

れる｡

上記のように,多くの人がこの縁遠を利用する

ことから,また第Ⅱ地区の中心にも位置するこ

となどか ら必然的にシンボル性が求められる街

区である｡

図に示 した場所は街区の中心に位置 し,緑道の

東西両方向か ら認め易い位置にある｡

主に街区の南側にある斜面緑地,緑道,近隣公

園,集合運動場などが程よく眺められるo

街区内の斜面緑地の存在を外部空間の構成等に

活かす｡
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適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,

具体化に際 しての留意事項など

tl平場 "内に食い込んでいる斜面緑地について

は,この場合レベル差もさほど大きくはなく小

規模であることから,これを外構計画の-構成

要素として位置づけ,例えば住棟でこれを挟み

住棟 と斜面緑地を一体化するなどの空間構成上

の工夫が考えられてよい｡

歩行者専用道を通す与条件があることから,ま

た斜面緑地が緩勾配であるなど引き込み易い地

形をしてお り, しかも植生がなく畑地となって

いることなどから,引き込むことが適当な場所

である｡

引き込むに際 しては,単にグリーンマ トリyク

スの空間の質を持ち込むたけでなく,歩行者専

用道,さらにはコー トI-3-1,I-3-2,皿-1

-1などの具体化を併せ考え,一体的な計画が

望まれる｡

なお歩行者専用道は外部の人が気軽に通ること

ができるよう,集合住宅地で独占しないよう配

慮する｡また自転車なども走れるよう然るべ く

幅員を確保する｡

これらの斜面緑地は,現在畑地,アスマネザサ

草原となってお り,南向きの斜面で比較的緩勾

配でもあ り, しかもいずれも緑道から認め易い

位置にあることなどから,アクティヒティー等

の導入が考え易い｡

この禄道沿いには ttせせ らぎ"が流れており,

しかも大きな人工池もあ り,またコ- トⅠ-2

-2などを適用する上からもこれ らと一体的に

この場所で水を流すことは考 え易い｡

この場合,雨水排水ピソトの一つが歩行者専用

道付近にあるが,ここに集められた水を利用す



コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

正一 1- 1Ⅱ-1-2 図- 2回-2 ることができるo

･街区北側には 9m道路を挟んで集合農用地が隣

接 しているが,この存在に留意する必要があるo

･街区南方には農業専用地区が広がっているが,

これを集合住宅地か ら手前の独立住宅用地等を

Ⅱ-2-IⅡ-2-2Ⅱ一一-1刀-I-2 図-2図-2回-2図-2 越えて遠方に程よく望むことができる○

･街区北側には 9m道路,歩行者専用道を介 して

独立住宅用地が取 り巻いているが,これらにと

つては集合住宅地が南側に位置することから,

住棟配置にあたつてはこれら-の配慮が必要で

ある○

･街区北東の道路沿いには L/ベル差 4- 7mの法

面があるが,道路の反対側には独立住宅用地が

接 していることから,これ らに対する圧迫感の

解消が望まれる○

･法面を緩斜面としてさらに緑化する.そ して街

区東側に保全されている斜面緑地と連続的につ

なげることなどが考 え得る○

･コードⅠ- 3- 1を適用することの必要性,哩

由と同 じo

･街区内斜面緑地の維持管理を積極的に行 うo

Ⅳ-2-2 図-2 ･街区西側半分に接する緑道沿いは学校,公園等

オープンな空間が連続することから,特に夜間

などは人気の少ない殺風景な空間となり易 く,

従って社会的安全性が要求されるo

･斜面緑地が大規模であることから,単に斜面凝

地越 しに建物を見せるにとゞまらず,緑道から

容易に tt平場 "へ7プロ-チできるように,そ

して人通 りを多 くすべ く,斜面緑地内に歩行者

路を設置することが一つと方向として考え得る○
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1ト2_. :::W

IT-卜1 ::-:W eft

Ⅳ-2-2

'W lTLL ㌢ __gh,kgg!攣 ;-.-, I,.L冒.i:1.i.-I.:I.=P.;a i.fil7 ..製 -

近公 ......,.i:;≡.-:.義 彦 'j3,,i:;運 / t.∴i二..管 幼 ＼＼ つまエコ父｢ー■■-うhH-卜2
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港北第 Ⅱ地 区 11街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際しての留意事項など

Ⅱ-2-1Ⅱ-2-2Ⅱ-3-1Ⅱ-3-2 図- 1図- 2図-2街区全体 ･街区北東,北西には 9m道路を介 して独立住宅

用地が接 しているが,これ らにとつては集合住

宅地が南方に位置することから,これ らへの配

慮が住棟配置上必要となるo

･主に街区北側に 5- 7mの落差の大きい法面が

存在 し,道路を隔てて独立住宅地が面している

ことから,これら住宅地への配慮が必要である○

･コ- ドl- 3- 1を適用する(後述 )ことから,

必然的に中 .高層住棟が主体に考 えられるoこ

の場合住棟は北側への日照等の配慮から必然的

に道路から遠ざけて配置されることか ら, この

余裕を利用 して法面を緩斜面とし,さらに住棟

の北側に位置することから,そこに駐車場を設け

ることが一つの方向として考えられる.

･図示された部分はサ ブセンター地区に接 してい

ることから,サブセ-/タ一地区との一体的な計

画が望まれるo

･例えば,コー ドⅡ-2-2を具体化する際にも,

サブセンター利用者のための馬主車場を設けるこ

とが考えられてよいO

･サブセンター地区の活動に対応すべ くこのコ-
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港北第 Ⅱ地 区12街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

Ⅱ一一-2Ⅱ-3-1Ⅱ-3-2 図-2図-2街区全体 ･街区南東にサブセソタ一地区等を介 して農業専

用地区が広がっているo

･街区北側には地下鉄駅からの歩行者専用道が設

けられてお 9,この歩行者専用道を中心として

サブセンター地区との一体的な計画が望ましいo

･地下鉄駅を持つサブセ ンター地区の活動に対処

=39



港北第 Ⅱ地区13街区

適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,

具体化に際しての留意事項など

Ill-3E&

Ⅰ-1 4

I-2~1E 図~1

Ⅰ_2_2重 囲 _ 1

･この街区の斜面緑地は全体的に同一のL,ベル差を

持ち比較的変化に乏しい｡従って斜面緑地上部

の tl平場 "における庄棟の作b出す景観が変化

に富んだものであることが要求される｡

･その一つの解決策としても後述のコー ドⅠ-2

-3の具体化が考えられる｡

･荷区南側の幹線道路から斜面緑地を捉え易い｡

･この幹線道路に沿うtt平場 "は板状の任棟の配

置が考え易い形状となっているが道路からの斜

面緑地への見通 しを考慮 して板状,塔状の任侠

を適宜組み合わせる方向が考え易い｡

･園示された位置において,このコー ドの具体化

が容易である｡

･斜面緑地が境となっている上下 2つの tl平場 "

間の往来を容易にする｡

･街区南側にある歩道橋を街区内に延長 し,斜面

緑地の中腹 (十46m )に取 り付け,これをき

っかけにしてこの歩行者路を斜面緑地上部の

tt平場 "に引き込む｡

･街区南側の,:ス停,さらにはこの街区の通学対

象となっている小学校への歩行者路を確陳でき

る｡

'斜面緑地上 部 の Lt平場 "内にある+55m

以下の造成法を斜面緑地上部に沿 うように集約

化する｡このような 2次造成によって生み出さ

れる+48mから+ 55m までの法面に斜面住

宅を配す｡住棟を斜面緑地内にtlなだれこませ
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コード番号 適用箇所 適用することの必要性,理由.及び具体化の方向,
具体化に際しての留意事項など

Ⅰ-3-ーⅡ-1-2 図- 1巨 2 る"の変形であるo

･植生が比較的豊かでない街区東側の斜面緑地を

利用して,このコー ドを具体化する○あるいは

前記 Ⅰ-2-3のコード具体化の延長としてこ

の部分にも斜面住宅を配することが考えられる○

ー この場合,住戸は農業専用地区に面接すること

ができるQ

･街区南東に隣接して氏業専用地区が広がってお

l も高い｡

図-2 i.街区北西側に独立住宅用地が接している｡

図-2 上 図示された位置は街区北端でもあり,比較的高

Ⅱ-I-21 図-2

層の任侠が配し易い｡

･街区南側の幹線道路から,また先のコードⅠ-

2-2の具体化によって設けられる歩行者路か

らよく望まれる位置にある｡

･南面する斜面であることを利用 して花公園が考

え易い｡

･コ-ドⅠ-2-2の具体化による歩行者路を分

岐させて斜面緑地内に設ける｡





割 ヒ第 Ⅱ地区 14街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

Ⅰ-1一一Ⅰ一一一4I-2-1Ⅰ-2-2 図-1図-1図- 1図-1 ･保全された斜面緑地は植生は豊かではないが,

その地形は極めて変化に富んでいるoこの変化

に富んだ自然地形を線道からの景観構成に充分

活かす.

･このことは逆に庄戸か ら変化に富んだ景観を眺

望することができることであるoこの街区にお

いては,この コー ドの具体化による効果を大い

に期待できる○

･さらにこの変化に富んだ斜面,地形をこの街区

の外部空間の構成に利するo tt平場 "内に保全

されている斜面緑地とは ゞ同様に扱うこともで

きるo

･以下のような理由から図示された位置にこのコ

- ドを適用する必要があるo

ィ.この街区の東西両側には街区に直行する形

で歩行者専用道が設けられているが,これを

結びつける歩行者専用道をこの街区内で設け

ることが要求されている○

ロ.図示された位置は,この東西両側の歩行者

専用道を短絡する位置に近いo

ノ､.斜面緑地がアル コーブ状の地形 となってお

9,これは歩行者専用道を引き込み易い地形

であるo

･具体化に際しては緑道から斜面緑地上部の tt平

場 "に至る構造物による斜路を設け,現況地形

の改変を極力避ける○ こうすることによって上
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コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

Ⅰ-3-1Ⅰ-3-2Ⅱ-2-I正一2-2Ⅱ-1-1 図- 1図-1図-2図-2図一2図-2図-2 ることが可能とな り,巾員の狭い平場を最大限

利用することができる○

･地形が変化に富んでいることから,多様なアク

ティビティーを斜面緑地に導入することができ

るo

･緑道に沿って ttせせ らぎ"が設けられているC

･街区南端から北に向かって除々に下る造成とな

つているが,これを刺 して街区南側から流出す

る雨水を図示された位置で ttせせらぎ"に流す○

･街区東側は 9m道路を介して,また北端は直接

独立住宅用地に接しているo

･街区北端の法面を緑化 し,緩斜面化 し,斜面緑

地 と一体化するo

･住民が利用方法を決定する場を多様に設定する

Ⅲ一一-2Ⅳ-1-2Ⅳ-1-3 ことができる変化に富んだ地形であるo

･これらの場を結びつけるベ く歩行者路を設ける○

･この場所から北側の変化に富んだ斜面緑地の景

観を楽 しむことができるo

･街区形状が不整形であること,また街区周辺は

全て独立住宅用地となっていることから,この
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港北第 Ⅱ地 区15街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

Ⅰ- I-1I- 1-2Ⅰ-1-3Ⅰ-1-4I-2一一Ⅰ-2-3Ⅰ-3-1JI-1-1 図- 1図- 1図- 1図- 1図- 1Li)- 1図- 1図- 2 ･街区南東側には隣接 して緑豊かな地区公園が配

されてお り,これは比較的スケールが大きいこ

とから,またコー ドⅣ- 2- 2の具体化のため

にも高層棟を主体とした景観構成が考 えられる○

･囲示された位置は図に見られるように多方向か

ら望むことができるoまたグリーンマ トリック

ス幹線の一角を形成する街区でもあるC

･街区南西に接する幹線道路からtt平場 "内の斜

面緑地を眺望する○

･幹線道路に接するtl平場 "は小規模であ り,メ

イソ ト状の住棟を配することが順当であること

から,このコードの具体化は比較的容易であろ

う○

･多方向にグリーンマ トリックスを望むことがで

き,多種類の住棟の組合せによ9,多くの住戸

がグリーンマ トリックス-の備景観を多方向に

捉えることができるo

･上下 2つの tl平場 "の一体化に努め,また地区

公園-の tl平場 "からの容易なアブ.=-チを薙

保するo

･図示された斜面は南面の畑地で公園に面してい

ることか ら斜面住宅の配置が考えられるo

･植生が豊かでなく,比較的緩斜面であることか

ら各種のアクティビティーを導入 し易いo

･隣接する地区公園 との連続性に配慮o

･街区北西には 9m道路を介 して独立住宅地が広
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コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

皿-2-2Ⅱ-1-1∬[一一-2Ⅳ一一-1 図- 2図- 2図- 2図-2 ･また図示された位置には比較的落差の大きい法

面があるo

･これを緩斜面化,緑化 して街区西側の斜面緑地

と一体化するo

･幹線道路か らよく見える位置にあることを考恵

して図示された位置にこのコー ドを適用する.

･隣接する地区公園とわ管理上の格差を解消する

ために図示された位置を住民管理の場とするo

･既述の通 り多方向への眺望が豊かであるO

Ⅳ-2-2Ⅴ-1-1 図- 2図-2 ･街区東方の緑道は地区公園と小 .中学校に挟ま

れ,人間の存在感が希薄である.従 って図示さ

れた位置にこの コー ドの適用が必要と考えられ

るがコー ドⅠ- 1- 1の具体化と相侯 つて高層

棟を配する方向が望ましい○



(特記事項 )
特 記 箇 所 特 記 内 容

図- 1(特記- 1)

図-2(特記-2)

･街区北側に隣接する幼稚園への日影に留意｡

･図に見られるように緑道に黒点を付 した区間は,

前にも述べたように人間の存在感が希薄である｡

従って図示 した位置付近に夜間利用可能なスポ-

ツ, レクリエーション施設の配置が考 えられてよ

い｡図示 した位置は地区公園内であるが,この街

区において適用 された コー ドⅣ- 2- 2を補 うも

のとして期待 され,是非 とも具体化 されたいもの

である｡
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港北第 Ⅱ地 区16街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

I-1-4皿一一-2Ⅱ-2-1 図-1図-2図-2 ･街区北西の近隣公園を望むことができるoこの

付近における唯一の緑豊かな景観であるO

･街区南西に独立住宅用地が広がってお り,その

多 くが集合農用地に指定されているo上記のご

とくこの街区近傍には緑の環境が少ないことか

ら,集合県用地への眺望を配慮 した計画も必要

であろう○

･街区東側は独立住宅用地 となっているo

Ⅱ-2-2Ⅱ-3-1Ⅱ-3-2 図-2図-2衝区全体 ･しかも街区北側には 10m弱の落差のある大規

模な法面があるo

･後述のようにコー ドⅡ-3-2を適用すること

から,高層を主体とした住棟配置が考えられ,

この場合衝区外-の日影を考慮 して住棟は街区

境界から離れて配置されるO従 ってこの余裕を

利用して法面を緩斜面とするとともに緑化する○

･街区南面の歩行者専用道を挟んでサブセンター

地区があるoこのサブセンター地区と対峠する

街区内の ゾーンにこのコー ドを適用する○

.サブセンター地区に接 しているばか りでなく,

ニュータウン地区内の端れに位置 している街区

である○街区北東側が独立住宅用地となつてい

ることか ら,高層棟を配 して高密度化を図るこ

とはなかなか困難であるo従 ってこの街区にお

いては,北東の ゾ-ソは低層棟を主体とし,南

西側のサブセンターに接するゾ-ソにおいては

高層棟を主体として計画を進めることになるが,

いずれのゾーンにおいても高密度化を指向する○
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コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

TV-I-2 図-2l ･街区北西の近隣公園内にある採全緑地,及び寺



∩

｣

(特記事項 )
特 記 箇 所 特 記 内 容

街区全体 (特記一1)

図一 1(特記- 2)

･高密度化を指向すべき街区である｡

･現状では 9m道路からの車輔の進入が考え易いが,

この 9m道路は街区北側の幹線道路からは街区東

側の交差点では分岐できない｡緊急車輔等の街区

へのアプローチを考えた場合この幹線道路からの

車軸の進入が是非とも確保される必要がある｡



港北第 Ⅱ地 区17街区

適用することの必要性,理由,及び具体化の方向･

具体化に際 しての留意事項など

I-1-31 図- 1

･街区中央に斜面緑地が保全されてお り,その下

の tt平場 "か ら,あるいは街区南側の緑道から

の景観に工夫が必要である｡

･この斜面緑地のスケールがそれ程大きくないこ

と,また上の tt平場 "内での日影を考えると斜

面緑地近傍には低層棟を主体とした景観構成 と

することが望ましい｡

･図に示された位置は緑道に沿って比較的遠方か

ら捉えることができる｡

･街区東側の幹線道路から衝区内に保全 された斜

面緑地を捉えることができる｡

･幹線道路側の "平場 "の形状が比較的整 ってお

り,又,この幹線道路へ影を落すことができる

ので板状,塔状,いずれの住棟配置も可能であ

るが,庄棟間に斜面緑地が望まれるよう配慮す

る｡

･tt平場 "内の斜面緑地,街区南側 に地区公園を

望むことができる｡

･上,下 2つの ¶平場 "の一体化に努める｡

･街区中央部のアルコーブ形状の斜面緑地を利用

して上の tt平場 "に斜面緑地を引き込み,この

位置に 2つの t<平場 "を結びつける幹線歩行者

路を配する｡

･街区南側の緑道からよく望まれる図示の位置に

【 花公園あるいはプレイロット等を配する｡

図- 2 E･街区北側には独立住宅用地が広がっており,ま

た,落差の大きい法面がある｡
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適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,

具体化に際 しての留意事項など

Ⅲ-1-1 図-2

1

n7-1-2 図-2

l

L

･独立住宅地への El影を考療すれば,必然的に街

区境界から離れた位置に住棟を配することにな

るoこの余裕を利用 して法面を緩斜面とする｡

･さらに斜面緑地と一体化 しつつ,この法面を緑

化する方向が考えられるO

･コー トⅠ-3-1の具体化のためにも図示され

た位置にこの コー ドを適用する｡

･街区南側の緑道か ら分岐する形で斜面緑地内に

歩行者路を容易に設けることができるOまたこ

れを先のコー トⅠ- 2- 2によって具体化され

る幹線歩行者路に結びつける｡

･この位置から街区内に保全された保全緑地を望

むことができるo



｣
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港北第 Ⅱ地 区18街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

とができ,また街区南西に接する幹線道路から

【 もこの街区の景観を捉 えることができることか

二 二_ :

がある｡

･街区北側には出光 グラント,工場用地が隣接 し

てお り,従ってこの近傍には大規模住棟も比較

的配し易い｡

･図に見られるように, 17街区方面,街区南西

方面からアプローチする際に,図示された位置に

配される住棟がよく望まれることから,このコ

ー ドの適用が必要である｡

･この街区の斜面緑地は tl平場 "を取 り囲むよう

にして保全されていることか ら,多方向にこれ

を望むことができ,多種頬の住棟の組合せによ

り,多 くの住戸が斜面緑地への僻景観を捉 える

ことができる｡

･コー ドⅠ- 3- 1,III- 1- 1,皿1 1- 2な

どの適用が考えられることから,できるだけ斜

面緑地へ ア プローチ し易い構成 とすることが

望ましいO

･図示された位置は植生が豊かでなく,街区東側

の緑道に面接 していることから,この位置に花

公園,プレイロyト等を配す.

･コードⅠ-3- 1,Ⅱ- 1- 1の具体化と一体

的に考えるOこの街区の斜面緑地は街区西側の
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コー ド番号 適用箇所 適用することの必要胤 理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

【;らi 幹線道路の歩道に直接面している○このようなケ

-スは港北ニュータウソにおいてはめず らしく,

斜面緑地内の歩行者路が,この歩道に結びつけら



rT

(特記事項 )

特 記 箇 所 特 記 内 容

図12(特記- 1)

図- 2(特記 12)

･衝区南西側にある歩道橋からt一平場 "へのアプロ

ーチを容易にすべ く歩行者路を歩道橋に取りつけて

It平場 "内に引き込む｡これは歩道橋 とtt平場 "

との落差が小さいことから比較的容易に具体化す

ることができよう｡これによって,この街区から

南西方面-の短絡ルー トが確保できる｡

･図示された l平場 "はいずれも小規模であり,住棟の

配置が考 えずらい｡従ってこの存在を有効に活か

すべくコードⅠ- 3- 1,nl- 1- 1一Ⅱ- 1-

2と併わせて一体的に計画されることが望ましい｡
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港北第 Ⅰ地区19街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

Ⅰ-1-2I-1-4Ⅱ-I-2Ⅱ-2-1 図-1図-1図-2図-2図- 2 ･図示されたように北西方面,南西方面からアブ

ローチする際にこの位置に配される住棟がよく

望まれるoまたこの街区近傍の緑道沿いの地形

が比較的なだらかで線道の規模も小さく, しか

もこの緑道沿いにはオープンな施設が連続 して

いることから,変化に乏 しい単調な景観 となり

易い○以上の理由から図示された位置にシンポ

リツクな住棟を配することが求められる○

･街区北東にある 13衝区内に保全 されている斜

面緑地を,この斜面緑地下部の t-平場 "に配さ

れる住棟間にあるいは住棟越 しに望むことがで

きる○

･この景観をよく望み易 くすべ くttやぶにらみ ''

の住戸住棟の配置が考えられるo

･街区南東方向に広がっている農業専用地区が眺

望できるo

･街区南東には落差の大きい法面があり,これに

Il-2-2〟-2-2 接 して独立住宅用地が広がっているo

.53m以下の tt平場 "の造成法を街区南東側の

法面上部に集約化するo このような 2次造成に

よって生み出される+ 43mから+ 53mまで

の法面に斜面住宅を配すoまた街区東側の幹線

道路沿いの法面については,この街区周辺には

緑豊かな空間が少ないことから,これを緩斜面

とし,緑化するO

･街区南西方面の緑道は小 .中学校,配水池,集

合運動場に挟まれ,人間の存在感が希薄である○

152

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理乱 及び具体化の方向,
具体化に際しての留意事項など

】 従 って図示された位置にこのコー ドを適用する
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港北第 ]地 区20街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の万札
具体化に際 しての留意事項など

皿-2- 1 図- 2図- 2 ･この街区の 3万が独立住宅用地によってとb囲

Ⅱ-2-2Ⅱ-3-1Ⅱ-3-2 まれてお り,また街区南東,南西側には比較的

落差の大きい法面があるo

･この法面上部 へ,さらに【平場 "内にある法面を

適宜集約化するoこのような 2次造成によって

生み出される法面に斜面住宅を配すoこの街区

の地形から見た場合,斜面住宅は 3- 4層程度

積み重ねることが可能である○

･街区北西の歩行者専用道を挟んでサブセンター

地区があるoこのサブセンター地区と対崎する

街区内のゾ-ソにこのコ-ドを適用する○

･サブセ-/タ一地区に接 しているばか Dでなく,

ニュータウン地区内の端れに位置 している街区

(特記事項 )特 記 箇 所 特 記 内 容

図- 2 (特記- 1)図- 1(特記-2 )図- 1(特記- 3)図一 1(特記- 4) ･ニュータウン地区外 も含めて周辺への眺望が開け

ていることから,これを活かすo

･街区北側の歩行者専用道からのアイス トップとし

て高層の住棟が配されてよい○

･街区南東の地区からサブセンタ-への7プロ-チ

を容易にすべ く,歩行者路を確保することが望ま

しいo

･街区北側に歩行者専用道を挟んで幼稚園があるが,



港北第 Ⅱ地 区21街区

コー ド番号 適用箇所 適用することの必要性,理由,及び具体化の方向,
具体化に際 しての留意事項など

Ⅰ-1一一I-1-4 図- 1図- 1 ･この斜面緑地は隣接する県公社川和団地にとつ

ては貴重な緑の景観となっているo従 ってこの

田地からは,住棟ができるだけ含まれない景観

構成とすることが望ましいo

･同示された位置か ら街区西側の斜面緑地を眺望

することができる○

I-2-1I-3-1 図-1図-1 ･この斜面緑地は,この付近における貴重な財産

である○従ってこの街区の住民に限らず近隣住

民にとっても親しみ易いオープソな斜面緑地で

ありたいo

･植生が比較的豊かでない国示された部分の斜面

緑地を利用してコードを具体化す る○

Ⅲ-2-1 図- 2 ･この街区の北,南,東の 3方が独立住宅用地と

楼 している○

Ⅱ- 1一 一 図- 3 ･コード1-3-1と一体的に計画されることが

望ましいo

一一 t-2 図- 2 ･県公社川和 団地をは じめ,街区西側のニュータ

ウ ソ区域外の地区から, R平場 '',さらには街

区南東のサブセソタ一地区へ容易にアプローチ

(特記事項 )特 記 箇 所 特 記 内 容

街区全体 (特記 -1)図- 2(特記 - 2) ･ニュータウン区域最南端のコミュニティ-の核

を形成すべく,高密度を指向した計画とするこ

とが望ましいo

･川和団地 .平和 .とを結ぶ歩行者路を斜面緑地
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Ⅳ-2 設計コー ドの汎用性と各集合住宅地のポテンシャル

前節 (N--1)においては,設計 コー ドを設定するとともに,デザイ ソ

コー/セプト系のコー ドについては,第Il地区の全ての張合住宅地について,

その適用のされ方について検討,整理したが,この結果を利用することに

よって,このカテゴリーの設計 コー ドの汎用性と各集合住宅地の持つポテ

I/シャルを知ることができるO

§1. 設計 コー ドの汎用性

前節の検討結果を各設計コー ド(デザイソ･コンセプト系の コー ド)ど

とに,各々が適用された集合住宅地を一覧にしてまとめたものが蓑 Ⅳ-2

- 1であるD

この裏においては,縦に各設計 コー ドが並べ られ (先に述べた通 り,い

ずれの集合住宅地においても適用されることが望ましい コー ドは除いてあ

る ),横に各集合住宅地が順番に並べられている｡そこでこの表の横方向

の集計 (同表最右欄 )は,各設計 コー ドが適用された回数を示すことにな

るが,これは即ち,各設計コー ドの汎用性を示すものであると理解してよ

い｡

汎用性が高いということは,

･ 単純には,各設計 コー ドがデザイ ン.コンセプ トとして用いられる

集合住宅地が多いということであるが,

･ このテザイン･コンセプ ト系のコー ドは,各集合住宅地の敷地条件

に対応 して,特定の個所で適用されるものが多いことから,これらの

コ- ドが適用されることに適 う敷地条件を持 った集合住宅地が多いと

い うことでもあ り,

･ 従 って,港北ニュータウンが,その目指している都市像に向って,

集合住宅地においても一体的に計画することを指向するなら,コー ド
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として遵守される必要性が高いコー ドであるとも言えるo

汎用性が高いとい うことは,このように多様な解釈ができるが,次にこ

の裏から気が付く代表的な幾つかの事項についてコメノトしておく｡

① 概観するとグリーン･マ トリックスに関連性のある設計 コー ドに汎

用性が高いものが多いo しか しながら.･これらの中にあって.∫-1

-2, Ⅰ-2- 3, Ⅰ-2-4, I- 3-2等の,他に比して特殊な,

あるいはアイディア性が高いとも言ってもよい設計コー ドの汎用性は

低い｡これは,このよう/Lコ- ドを適用し得る条件を掩えた躯合住宅

地が少ないということはか りではなく,アイデ ヤア性が高い故に,適

用することにコンセンサスが得られにくいと判断されることから,是

非ともこのような方向で計画,設計を進めることを期待 したい部分に

限定して適用したためである｡

既に述べたように.前節 (〟- i)での設計 コー ドの適用作業は.

適用が望ましくとも,具体化が困難な場合,あるいは効果がそれほど

期待できない場合,必要性がそれほど認められない場合は,適用しな

いことを原則の一つとして行われている｡

㊥ 縫合住宅地周辺の他用途用地 との関係についての設計 コ- ドの中で

は,やは り周辺の独立住宅用地との関係について,その望ましい方向

を示したⅡ- 2- 1が最も多く適用されている｡

これは言うまでもなく,港北ニュータウンiLa合住宅地が,小規模に分

散されてお り,必ずいずれかの側で独立住宅用地に接しているという

特性によっている｡従って, コー ドとして示されている方向で独立住

宅用地の存在に配慮しつつ計画,設計を進めることは,港北ニュータ

ウ/集合住宅地計画の場合,必ず とい ってよいほど付いてまわる課題

である｡



表Ⅳ- 2- 1 デ ザ イ ン ･コ ンセ プ ト系 コー ドの 各 集合 住 宅地 へ の適 用結 果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

○ ○○ (⊃ ○○ ○○ (⊃ ○○ ○ ○○ ○○ (⊃ (⊃ ○○ ○ ○○ ○○ C) (⊃(⊃ (⊃ ○○ ○○ ○ (⊃ /( ○ ○ ○○ ○ ○○ ○○ (⊃ ○ ○

○ ○ ○ ○ (⊃ (⊃ ○ .○ ○ (⊃

街 区 番 号

- ド 番 号

I-1-1 線道から斜面緑地,住棟を程よく見せる

2 類似の シソポ1)ックな旺棟を配す

3 道路から斜面緑地を見せる

4 住戸からグリーンマトリックスを見せる

I-2-1 斜面着地を外部空間構成に生かす

2 斜面緑地,緑道をW平場 "に引き込む

3 托棟を斜面禄地内に ttなだれこませる

Ⅰ-3- 1 斜面緑地に7クティビティーを導入する

2 斜面緑地内に水を流す

小 計

Il-1- 1 集合段用地における怨業利用を妨げない

2 媒合出用軌 腔業専用地区を眺望する

Ⅱ12-1 周辺の独H.住宅地にttな じませる

2 法面の威圧感を取 り除く

Jt-3-1 サブセソ機能を補助する

2 サ7'七./近傍街区を高密度化する

1 日 ○ (⊃0 ○ ○ '○ (⊃ (⊃ (⊃ ○ (⊃ j○ ○

小 計

Ⅲ-1-1 利用方法等を住民に委ねる場を設定する

2 斜面緑地内に歩行者柊を設ける

2 3 2 2 1 3 1 2 1 1 2 2 I I

○ (⊃ 】 lO ○

1 1 1

Ⅳ一1- l t'やぶにらみ "の住戸,住棟の開発

2 北1那こ居間のあるFE戸の開発

3 低ELJS密度I:E宅 (地 ).露地空間の粥発

Ⅳ12-1 (対象外 )

2 人間の存在感を導入し,安全性を確保

小 言1

Ⅴ-1-1 近傍の文化財等を眺める

2 (対象外 )

Ⅴ-2-1 (対象外 )

2 (対象外 )

小 計

A 計



なお,このコー ドが適用されていない集合住宅地が幾つかあるが,

これは主として tt平場 "の北側に比較的規模の大きい斜面緑地,公園

等が配されている場合で,他の場合 (集合住宅地に接して北側に独立

住宅地がある場合など)に比して,適用される必要性が少ないと判断

したためであ り,また,こうすることにより,適用された集合住宅地

においては,その必要性が高いことをより鮮明にするためである｡

◎ 適用されることの少なか ったコー ドの一つに,れふるさと"がしのび

得る奨合住宅地づ くりを目指して,集合住宅地近傍の神社 ･仏閣,文

化財等-のヴィスタ,アクセスを計画に取 り込むことが留意されるよ

う設定したV-1-1がある｡これは.このような方向で計画に取 り

込み得る神社 ･仏閣,文化財等を近傍に持つ集合住宅地が少ないため

である｡そしてこれは,このコードで "ふるさと"がしのび得る集合住

宅地を造ろうとい う理念系 (日原系 )の コー ドを具体化し得るチャ./

スが少ないとい うことであ り,従 って,このような場合,この少ない

チャンスを生かすためにこのコー ドが適用されている集合住宅地にお

いては,是非ともこのような方向に留意して計画が進められることを

期待 したいし.また適用されていない集合住宅地においては,この同

じ理念系 (目標系 )のコー ドを達成するための他のデザイン･コ/也

7-ト系のコー ドが充分に留意されることを期待したい.

即ち,汎用性の低い設計コー ドは,適用された張合住宅地において

は,その留志されるべき藍合いが高いし,また適用されない集合住宅

においては.同一の理念系 (目標系 )の コー ドを達成するための他の

デザイ ソ･コンセプト系の コー ドが留意されるべき度合が高くなると

い うことである｡
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§乙 各集合住宅地 のポテンシャル

先の表IV-2-1の縦方向の集ilが同表の慮下欄に載せ られているO各

集合住宅地に適用されたデザイノ･コ'/セプ ト系のコー ドの合計数であるO

この数が多いとい うことは,言うまでもなく当該の集合住宅地が多様な

側面で計画上の可能性を持っているとい うことである｡

また,同表には,各理念系 (El既系 )のコー ドごとに小計欄が設けられ

ているが,この欄の数の大小は当該の集合住宅地が,いずれの側面で魅力

を持ち得るのか,即ち計画を進めるに際して,各々の理念系 (El供系 )の

コー ドを具体化する手段,方法の多寡を示していると理解してよい｡

集合住宅地を計絢するということは,できるだけ多様な側面で 当該の集

合住宅地に魅力 をつけると言 って もよい｡ このよ うな観点 か ら言 う

なら,前者 (合計 )は多様な側面で魅 力をつけ得る集合住宅地 を明

らかに し,後者 (小計 )はそれがいずれの側面で最も可能か,という

ことを明らかにしてお り,両者相侯って各集合住宅地のポチ ノ ソヤルを示

しているということである｡

このように理解 して,この裏の縦方向の合計,小計欄から気が付く代表

的な幾つかの事項についてコメソトすることにする｡

(∋ 先にモデル祷区として選定された張合住宅地は, 20街区を除いて

総 じてポテン./ヤルが高いとい うことである｡これはモデル衝比選定

に際しての様々な理由 (班- 1- § 1)を想起するなら当然のことと

して首肯されようが,面白い結架である｡

10街区は第∬地区の中では最も大きなiJf一合住宅地であ り,それだ

けにボテンンヤルも高くなっていると解されるし,また 17街区は,

既述のように街区形状の良さ,また 1-平場 "の中央に比較的規模の大

きい豊かな斜面緑地があるためであり,一万, 2街区は,街区形状は



ド

南北に細長く,北側に斜面緑地が配されており,計画に際して解 くべ

き課題が多いためであると解される｡

これらの街区は,計画者にとっては tt食指の動 く"また,チャレン

ジ./グな集合住宅地である｡

㊥ 一方,街区面積も小さく,斜面緑地,あるいはグ')-./.マ トリッ

クスとの関連性がうすい集合住宅地は,合計数が小さい｡これらは,

11, 12, 16, 21街区などである｡

これらの街区に共通することは,偶然 ?であろうが,いずれもサブ

センター用地に接 していることである｡従って,総合的なポチ /シャ

ルは低いが,サブセンター用地との関連で魅力をつけることが考えら

れるij:i合住宅地である｡

⑨ 小計欄は,やはり総 じて各集合住宅地の敷地条件を反映した結果と

なっているO即ち,グリーン ･ マ トリックスに関連性の高い張合住宅

地は,理念系 (目標系 )のコー ドⅠに係わる小計欄が高くなっている

し,多様な土地利用で囲まれている集合住宅地は,理念系 (目標系 )

の コー ドⅡに係わる小計欄が高くなっているという具合である｡当然

のことながら,魅力をつけ得る側面は当該の集合住宅地の敷地条件に

よるとい うことが,この裏を介して説明される｡

④ このように港北ニュータウンの集合住宅地は,各々異なったポテノ

シャルを持 っており,このポテ /シャルを充分にひきだし,当該の集

合住宅地に魅力をつけることが必要となる｡これは見方を変えれば,

それぞれに適用されたコー ドを受けとめるにふさわしい各般合住宅地

の建設主体を兄い出すことが必要となることを示唆する｡
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第Ⅴ章 実現化-の方策

前章までの検討により,張合住宅地のあり方の考察,検討から始まり,それを

具体化するものとして設計コー ドの設定がなされた｡しかしながら,これらの設

計 コー ドが基本設計,実施設計段階において留意され,そのねらいとしている方

向が実現されるまでには数々の問題が派生すると思われる｡そこで,ここでは調

査のしめくくりとして,これらの問題点を洗い出し,その解決の方策を検討する

ことにする｡

はじめに,各集合住宅地,各コー ドに共通して派生すると思われる問題点とそ

の解決の方策について検討し,次に各コー ドごとに同様の検討を行う｡
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Ⅴ-1 共通する課題と解決の方向

港北ニュータウン造 りのすべての過程におけるこの調査の役割,あるい

は港北ニュータウンの集合住宅地に共通する特性などに由来して全ての設

計コー ド,全ての集合住宅地に共通して派生すると思われる問題点がある｡

まず,この点について考察,検討することにする｡

蛋1 開発主体等に係わる問題点と解決 の方向

問題点 ･(∋ 港北ニュータウ/の計画,設計の過程におけるこの調査の位

置づけ,あるいは設計コー ドが,港北ニュータウ/造 りに関係する多様

な主体の問で認知される必要があること｡

･ この調査は港北ニュータウン造 りに係わる諸機関のうち,宅地造成

主体からの委託調査である｡従って調査の最終的なアウト･プットで

ある設計コー ドは宅地造成主体の考える基本設計,実施設計段階にお

ける設計 コー ドである(調査の結果について委託主体による充分な吟

味がそれ以前になされる必要があることは言うまでもないが )U従っ

て,設計コー ドは宅地造成主体から住宅建設主体に対する設計コー ド

でありたい,さらには住宅建設主体内における設計コー ドでありたい

と期待するにも拘らず,現段階においては宅地造成主体内での設計コ

ー ドに止まっている｡言い換えるなら,設計コー ドは住宅建設に際し

ての宅地造成主体の考え方を示したに過ぎないという段階にある0

･ また一方,住宅の建設は宅地造成主体の事業ではなく,従ってこれ

らの設計コー ドが住宅建設段階において遵守され,具体化されるか否

かは住宅建設主体の判断に委ねられており,設計コ- ドが真のコー ド

として機能することは担保されていない｡

･ 港北ニュータウン造りにおいて宅地造成主体が住宅建設についての

設計コー ドを持とうとしたことは評価されるべ きであ り,設計コー

ドが上記のような位置を脱して,この担保を得ておく必要がある｡こ

れが問題点の第 1として指摘されてよいO

･ 従って,住宅建設主体をはじめとして,港北ニュータウン造りに関

係する多様な機関の間で,この調査が然るべく位置づけられ,設計コ

ー ドが認知される必要がある｡

解決の方向 設計コー ドを実現するために.関係機関を集めた調整機構を

設けること｡

･ 上記の問題点を解決することは,言うまでもなくこの調査について

開床俵関の周知を図り,張合住宅地計画の基本設計,実施設計段階に

おいても設計コー ドをコー トとして機能させる方途を兄い出すことで

あるO

･ この方途の 1つとしては,宅地造成主体と住宅建設主体との間に特

にコー ド実現化のための調盤機構を設けることが考えられる｡この調

整故横は具体的には,日本住宅公EZ]港北開発局と個々の住宅建設主体

(日本住宅公団の住宅建設部門,神奈川県,横浜市,民rlE'll)▲それに

横浜市の港北ニュータウ./建設部,地域住民の組織である港北ニュー

タウ/事業推進連絡協議会等を含めて設けられることが望ましい｡

･ そしてこのような場において,住宅公団港北開発局はコー ドについ

てその意義,必要性を訴え,上記の諸関係を含めて検討し,幅の広い

コソ七ソサスを得て,少くとも先の理念系 (目標系 )のコー ドについ

ては,関係機関の考えも反映した上で,オーソライズしておく必要が

ある｡

･ またさらに.上記のような諸関係機関が一同に会するような組織を

上部機構とするなら,その下部機構として.住宅公団港北開発局と各

集合住宅地の建設主体に調整役(前 2者に対して第 3着的存在 )を加
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えて,各LJ主食住宅地の計画,設計.建設について協議する場を設ける.

そしてこのような場で当該の集合住宅地に適岡すべき,より具体的な

コー ド(デザィ./･テ-て系,デザィ ./･コンセプト系のコー ド)に

ついて協議 し,具体化の方向を検討する｡この下部機構的な場は,当

該の集合住宅地の建設が完了するまで存続 される必要があることは言

うまでもない｡

･ 但し,以上の調整機構は,設計 コー ドを具体化する,あるいは コー

ドに沿 って張合住宅地の建設を進めるためのもので (この章のテーマ

の検討範閉 ),さらにこれと同程度に必要なものとして,建設後,集

合住宅地に新たに入居してくる住民との闇にも(例えば自治会,管理

組合 ),コー ドに沿って建設された鎌合住宅地の It住みこなし方 "に

ついて話し合 う場が設けられることが提案される｡このような場-の

参加者は,住宅公団港北開発局,当該の集合住宅地の建設主体,居住

者などであろう｡

殊に,港北ニュータウンにおいては tt市民参加のまちづ くり"が都

市づ くりの基本理念とされ,また,この調査において打ちだされた

t一住民参加による環境づ くりを誘発し易い集合住宅地づ くり"の理念

系 (目標系 )のコー ドは∫居住者の参加によっては じめて最終的な姿

に達することを期待 したデザイ /･テーマ系,デザイン･コンセプ ト

系のコー ドによって具体化されるものであることから,このような場

の必要性は尚更である｡このような場が設けられない場合には.各種

の コ- ドによって具休化された空間はフ tt仏造って魂入れず "の如く

なろう｡

問題点 ･㊥ 住宅建設主体にとっては制約条件になるコー ドが存在すること｡
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･ 数多くの コー ドの うちには住宅建設主体 にとっては制約条件にな

るコー ドが幾つかある｡具体的にはコー ドを適用した結果,当該の集

合住宅地の戸数密度が下がる,あるいは住戸,住棟の建設鞍が高くな

る可能性を生 じさせるコー ドがあるということである｡

･ これらの コ- ドは,言うまでもなく住戸の賃貸価格,分譲価格の上

昇を招く｡一方,設計コー ドは究極的には住戸の性能の稔合的な向上

を目指して設定されているものである｡従って,この間掛 ま両者の,;

ランスに関する価値判断を追 うという難 しい問題である｡

解決の方向 これらの コー ドが適用されているLJf･合住宅地を担当するにふ

さわしい建設主体を兄い出す｡

･ た ゞし,この問題点,あるいは,これらのコー ドについて,前記の

調整機構 (上部のもの )の中で充分に検討された後に,このような解

決の方向がとられる必要があることは言うまでもない｡

･ しかしながら一方では,既に述べたように港北ニュータウ/の集合

住宅には,それぞれに異なったポテノソヤルがあり,このポテ/シャ

ルを引きだし,当該の引き合住宅地に魅力をつけるために コ- ドが適用

されてお り,建設主体にとって不利益になるコー ドであっても,それ

はこのような目的のためである｡従って,この不利益を恐れてコー ド

の内容が不必要に後退することは攻められなければならないO

･ このような手続きを踏んだ後に,これらのコー ドが適用されている

fi主合住宅地を担当するにふさわしい姪設主体を兄い出すo

各集合住宅地の建設主体 が決定 されるに際 しては,事業スケジュ

ールと個々の建設主体の住宅供給計画とのBg係,当該の集合住宅地に

建設されるべき住戸の レベル(分譲,賃貸,公営,公社,公団, = )など,

多様な側面について考慮が払われるが,これに コー ドの具体化のため,



｢｢

という側面も加えられ,困難なコー ドであっても弾力的に対応 し得る

建設主体が兄い出されることが望まれる｡

§2 計画,設計上の課題と解決 の方向

問題点 ･④ 港北ニュータウンの集合住宅地の多くは,小規模で形状が不

整形であることから,一つの集合住宅地全体を構造化するコードの具体

化が必ずしも容易ではないこと｡

･ コードを具体化するに際して,住棟配置をあるシステムにのせる方

がよいものがある｡これは,住棟配置に一つの ttかた"を導入 し,こ

の tlかた "を一つの単位としてこれを繰 り返えし用いるというンステ

ムで一つの集合住宅地を構造化 しようということである｡また,これ

は繰 り返 えし用いること(RepetltueDeslgn )が一つの決め手で

ある｡

･ この場合,一つの集合住宅地が充分な広さを備えていればこの繰 り

返 し設計は可能であるが,港北ニュータウンの集合住宅地においては,

既述のような理由から,なかなかこの方向での構造化,空間構成の一

体化は困難である｡

解決の方向 コードの狙いに沿った方向で,小規模な住棟による小規模な

くtかた"を造 b出すO

･ これまでに住宅公団が開発 して来た住棟に比して小規模な住棟を用

い,これを単位としてより小さな ttかた"を造 り出す｡相対的にはコ

スト高を招 くが,住棟配置を以って一つの集合住宅地の構造化を図ろ

うとする場合には避けられない方向である｡

･ また,このような方向に平行して,住宅公団の ｢団地設計要領｣に

見られる住棟配置の各種基準を,弾力的に運用する,あるいは緩和す

る方向を考える｡

具体的には,隣棟間隔,住棟の方位,二つの住棟の直角配1邑 駐車場

から住棟までの距離,マント空間の規模, ･ ･等である(第 10街区

イメージプラン･その 1,図Ⅱ一2-2参照 )｡

･ 斜面緑地が配されている集合住宅地にあっては, tt平場 "に接する

付近の斜面緑地の利用 (無論,限定的にではあるが )を認める｡港北

ニュータウン全体の空間構成及び緑地の整備計画の上で,それがより

よい方向と認められる場合には,このような方向も考えられるべきであるO

問題点 ･④ より具体的なコード(主としてデザイン･コンセプト系のコ

ード)を各集合住宅地に適用するに際しては,集合住宅地周辺の事業,

建設の進捗を充分に考慮する必要があること｡

･ これまでに設定 したコードは,言うまでもなく現在の港北ニュータ

ウンの開発状況,計画をベースとしている｡従って,例えば集合住宅

地の計画にとって最も大切な周辺条件の一つであるグリー-/･マ トリ

ックスは,第 2街区に接する完成済のくtせせ らぎ"のある緑道を一つ

のベースとしてイメーノし,これに基づいてコードを設定している｡

グリーン･マ トリックスに限らず,周辺の小 ･中学校等の諸施設,

独立住宅地は,現在では計画図上の tt白地 "である｡

･ 前章において,コー ドを設定する作業の一環として,個々のデザイ

ン･コンセプ ト系のコードが適用されることが望ましい個所を各集合

住宅地において示したが,上記のような周辺条件がより具体的になっ

た段階では,これらの適用個所が広げられた り,狭められた 9.ある

いはデザイン･コソセプト系のコー ドを達成するための具体的手法,

工夫 (Il-2参照 )までも含めて適用することも可能になろうD
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● これまでに設定したコー トが,周辺の事業の進軌 建設に伴って,

大きく鮎酷を釆たすことは考えられないが,上記のような理由から.

よb具体的なコー ドの適用は,その時点での周辺の状況を充分に反映

してなされる必要がある｡

解決の方向 具体性の高いコードについては,周辺の事業の進捗,建設の

状況に合わせて,より具体性を増すように努めるとともに,必要に応 じ

て適切な時機に見直しを行う｡

● よb具体性を増すということは,例えば線道から集合住宅地への景

観について望ましい方向を示したデザイソ･コンセプト系のコー ドⅠ

~ 1~ 1の場合には,緑道のどの位置からの景観がより重要であるの

か,を示すことであろうし,また隣接するサブセンター用地への配慮

のあ9万を示したIl- 3- 1の場合には,サブセ-/クー用地の計画に

対応 して,より具体的な方向を示すということであるO

こうすることによ9,集合住宅地の計画がよb優れたものになるこ

とは言う迄もなかろう｡

● また見直しを行うことの必要性については,既述のような理由から

自ずと明らかであろう｡
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Ⅴ-2 各コー ドの実現化に伴 う問題点と解決の方向

設計コー ドの中には,具体化されるに際して個々に個有の問題を派生す

るものがある｡次にこのような問題を派生すると思われるコードについて

その問題点を明らかにし,それぞれの解決の方向を検討する｡

§1 理念系 (目標系) とデ ザイン ･テーマ系のコ- ド

1. 理念系 (巳標系 )のコ-ドについて

このカテゴリーのコー ドについての最大の問題は,既述の通 b,然るべ

く調整機構を設けて関係扱関,団体のコンセンサスを得,さらにはオーソ

ライズしておくことで,これ以外には殊に個々に取 り挙げるべき問題点は

存在 していないように思われる｡

2. デザイン･テーマ系のコードについて

問題点 ･㊥ 各理念系 (目標系 )のコー ドを具体化するために,当然配慮

されるべきデザイソ･テーマであっても,デザイン･テーマ系のコード

とされていないものがあること｡

･ 例 えば集合住宅地周辺の他用途用地の存在に配慮 した集合住宅地づ

くりを目指す理念系 (目標系 )のコードについては,集合農用地 ･農

業専用地区,独立住宅用地,サブセンター用地の三つの用地-の配慮

がデザイン･テーマ系のコードとされている｡一方,躯合住宅地周辺

の他用途用地は,これら以外に例えば7/i-ト･マンション地区,小

･中学校,幼稚園,公園, ･ ･等があ9,さらに範関を広げれば,第

3京浜道路近くの集合住宅地にあっては,同道路も集合住宅地周辺の

他用途用地に含まれる｡しかしながら,これら用途用地への配慮はデ

ザイソ･テーマ系の コー ドとされていない｡

･ このような事例としては,他に第 3の理念系のコー ドが挙げられる｡

即ち,住民参加を誘発 し易い集合住宅地づ くりは,斜面緑地に限らず

"平場 "での展開も,デザイン･テーマとされてよい｡

･ これらの側面がデザイソ･テーマ系のコー ドとされなかった理由は,

前者はこれらの用途がテーマとされた用途に比 して一般性が低いこと,

後者は港北ニュークウソにおいては,既述の通 り斜面緑地の維持,管

理が大きな課題であるためである｡

解決の方向 これらのテーマについては,各集合住宅地において個有の考

慮事項として特記 し,注意を促す｡

･ このような解決の方向は,無論上記のうち前者についてゞある｡

･ 後者については,序において紹介したように,この調査に平行 して

なされたtt港北ニュータウソ集合住宅地の計画に関する調査研究 ･そ

の 1"(都市計画設計研究所 )に詳 しいことから,これを参照された

い｡

§2 デ ザイン ･コンセプ ト系のコー ド

このカテゴリ-のコ-ドは,その内容の具体性が高いことから,個々に

個有の問題を持っているものが多い｡

問題点 ･⑥ 設計コー ドⅠ-2-1は,具体化に際して本来住棟の建設が

可能な貴重なtt平場 "を削ることになるo

解決の方向

･ しか しながら,このコー ドによって, lt平場 "内に斜面緑地,緑道

と連続する緑豊かな空間が造 り出される｡即ち,グI)--/･マ トリッ

クスが強化されることになる｡

･ 従って,このコードが適用される集合住宅地にあっては,現在斜面
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緑地であっても植生が豊かでなく,しかも比較的緩斜面である部分に

ついては,住棟の建設が可能なように,斜面緑地の利用を弾力的に取

り計う｡

開法点 ･⑦ 設計コー ドIl12-2をは じめ,具体化に際して造成の変更

を伴うものが多い｡

解決の方向

二次造成に際 しての残土処理を適正にすべ く,運土計軌 ならびに

残土処理の場を予め検討 して置 く｡

問題点 ･㊥ 設計コードV- 1- 2は,具体化に際して,現在地域に繁茂

している樹木が大量に必要になること｡

･ 地域に繁茂 している樹木は,造成に伴いグリーン･マトリックス系

として保全される場合を除いては,全て伐 られてしまう｡

解決の方向

･ グリーン･マ トリックス系として保全されるソーン,地区以外で,

現存植生が豊かである地区の造成をできるだけ遅らせ,集合住宅地の

植栽にこの地区の樹木を用いる｡

･ あるいは,特定の地区を定め,造成に伴って伐 り倒されてしまう樹

木で,集合住宅地の植栽用にふさかしいものをこの地区に移植 し,こ

れを再度移植 して利用する｡

･ 植栽用の苗木,若木によb植栽を施すばか りでなく,港北ニュータ

ウンにおいては,グリーン･マ トリックス系の延長としても,このよ

うな方向も検討されるべきであろう｡
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問題点 ･㊥ 設計コー ドⅠ- 3- 2は,斜面緑地に水の流れを造 りだすた

めに,造成計画で定められているtt平場 "内の雨水の排水方向を変更す

る必要が生ずる集合住宅地がある｡

解決の方向

･ このコ-トが適用されることが望ましい集合住宅地は1V-1-§2

に示されているが,これらの集合住宅地のうち,雨水排水が斜面緑地

側にとられていないものについては,これを変更するように検討する｡

･ また,降雨時以外にも斜面緑地に水の流れが保たれるような工夫も

併わせて検討される必要がある｡この点についてはⅡ-2-隻1参照｡

各コー トの実現化に伴う問題点と,その解決の方向について述べて来た

が,主要な問題点は以上の通 りと考えられる.これら以外に各コー トが具

体化される際に問題とな b得そうな事項も考えられるが,各集合住宅地の

計画者の工夫に委ねられるべきものである｡



＼
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